
財団法人IJI武都市文化財センタ一発嬬調公報告JF 宮i89m

寺 方古墳群

一国道126号山武東総道路建設に伴う発掘調査報告書面一

2006 

千葉県道路公社

財団法人 山武郡市文化財センター



寺方古墳群

一国道126号山武東総道路建設に伴う発掘調査報告書皿ー

'" 

2 0 0 6 

千葉県道路公社

財団法人 山武郡市文化財センター



巻頭図版 1



巻頭図版3

四日
a 

幽姐晶

F 

111 イ i?~II .Jft i 袋イ i?~ (2) 



巻頭図版2

111イI(.ljl時代 1:.女!イi持(1)



序文

寺方古境群が所在する横芝町は千葉県の北東部に位置します。温暖な気候と縁坐かな自然

に恵まれた本地域には.早くも約三万年の旧石器時代から人々が暮らし始めたという 1 悠久

の歴史が刻まれています。

現在の横芝町は，成田空港の近隣地域という好条件もあり，空港関連施設やゴルフ場造

成.工業団地造成などの開発が行われるようになりました。 しかしながら これらの開発に

より先人の残した多くの貨重な遺跡が失われてきているのも事実です。

現代を生きる私たちは.開発による発展も遂げながらも.質重な先人逮の残した遺産を未

来に伝えなければなりません。

寺方古墳群は.銚子連絡道建設に先立ち.発掘調査されました。本容はその成果をまとめ

たものです。この遺跡からは埴輸が出土した古墳や，古墳築造直前に営まれた古墳時代中期

の集落が発見されました。特にこの時代の集落跡は本町に限らず 山武地域のなかでも希少

なものです。

本書が今後の研究資料の提示にとどまらず.より多くの方々に地域史の理解を深める資料

として活用されることを願うとともに，文化財保護思想の涌養に役立つことを願ってやみま

せん。

最後になりましたが， 今回の調査実施にあたり御指導.ご協力を賜りました関係諸機関並

びに関係各位に心よ り感謝申し上げます。

平成18年 3月

財団法人山武郡市文化財センタ一

理 事 長 山口武
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l 本書は.国道126号山武東総道路建設に伴う 寺方古墳群の埋蔵文化財発掘調査報告舎であ

る。

2 寺方古墳群は.千葉県山武郡横芝町寺方字姥ヶ谷193番地他に所在する。

3 調査は 千葉県道路公社の委託により 千葉県教育委員会及び横芝町教育委員会の指導

を得て。財団法人山武都市文化財センターが笑胞した。

4 発据調査面積は。確認調査面積 上層 1.552ni / 15.460 ni 下層574ni/10.600ni

本調査面積 上層10.800ni 下層382ni

5 調査及び整理-報告書作成のJgl/剖は以下のとおりである。

確認調査期間 平成14年11月 1日~平成15年 1月28日

本調査期間 平成15年3月20日~平成16年7月13日

整理期間平成15年10月31日~平成17年11月30日

6 発掘調査は 調査謀長土屋潤一郎 (平成16年 3月ま で)。烏立桂 (平成16年 4月

-)の指導のもと.高IJ主査 椎名信也が担当し整理・報告書の作成は 調査課長 島立

径の指導のもと，調査係長 (平成17年4月-)椎名信也が担当した。

7 本書の執fEは，第li';iを島立桂が それ以外は椎名信也が行い. !斗立桂が加筆 ・訂正し

fこ。

8 挿図の第 1図は国土地理院の1125.000の地形図 「多古J. I成東」を使用して作成し

た。

9 出土造物 実i則原図 写真は，財団法人山武郡市文化財センターが管理保管している。

10 石器石材の分類は. 1f1浪会社考古石材研究所に依頼した。

11 発掘調査及び整理作業にあたり。次の方々から多大なるご指導。こ.協力を賜った。

に記して。 l写くお礼申し上げます。

千葉県道路公社.千葉県教育庁教育振興部文化財課 横芝町教育委員会生涯学首謀
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図版18寺方古I賞併の遺構(16) 図版38 第2地点/i1土遺物 (7)

図版19寺方古漬Mの遺構(17) 図版39 第2地点出土造物 (8) 

図版20 寺方古I賞群の泣榊(18) 図版40 第2地点出土遺物 (9) ・第3地点

函版21寺方古tJ't群の治情 (19) 出土遺物 (1)

図版22 寺方古漬群の遺構 (20) 図版41 第2地点出土遺物(10)・第 3地点



出土泣物 (2) 返|版59 寺方古tnl非の遺物 (8)埴輪

図版42 第3地点出土遺物 (3 ) 図版60 寺方古噴昨の遺物 (9)土製品・石製品

図版43第3地点出土遺物 (4 ) |雇|版61寺方古境群のill物(10)埴輪 土製品

図版44 第3地点出土遺物 (5 ) 布製品 ・鉄製品

図版45 第3地点出土:ifi物 (6 ) 図版62 寺方古噴群の遺物 (11)埴輪 ・石製品

図版46 第3地点出土遺物 (7) 鉄製品

図版47 第3地点出土遺物 (8) 図版63 寺方古境群の遺物(12)

図版48 第3地点出土遺物 (9) l量l版64 寺方占噴群のi監物 (13)

図版49 第3地点出土遺物(10) 図版65 寺}y古漬群のill物(J4) 

図版50 遺構外第101地点目1土地物 (1) 図版66 寺方占境群の遺物 ([5)

図版51 遺構外第101地点HI土ill物 (2 ) 凶版67 寺方古tn鮮のill物(16)土製品 ・石製品

図版52 寺方古墳苦手の泣物(1) 図版68 寺1}占噴群の遺物 (17)土製品 ・

~!版53 寺方古噴群の遺物 ( 2 )土製品 石製品 石製品 ・鉄製品

図版54 寺方古漬鮮の泣物 (3)鉄製品 区!J坂69 寺方古I賞群の遺物 (8)土製品 ，

図版55 寺方古境r.宇の遺物 (4)鉄製品 石製品 ・鉄製品

図版56 寺方古墳鮮の遺物 (5 )埴輪 凶l坂70 寺}y，!:itn鮮の造物(19)埴輪 ，土製品 ー

図版57 寺方古積群の遺物 (6)地輪・ 土製品・ 石製品鉄製品

石製品 図版71 寺)y古tJ'l群の泣物 (20)

図版58 寺方古噴鮮の遺物 (7)埴輪 ・土製品‘ 図版72 寺}n~ïJ賞 r.干の ill物 (2 1)

石製品 民|版73 寺方古噴群の遺物 (22)



序 章

第 1節 発掘調査に至る経緯と経過

寺方古墳群の所在する山武郡横芝町寺方字姥ヶ谷193番の土地について 平成11年10月14日付で，千葉県

道路公社より有料道路を建設する旨 「鹿蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて (照会)Jが横芝

町教育委貝会に提出された。横芝町教育委貝会では 千葉県教育委員会へ副申し 平成12Sj:1月30日付照会

地が旧石音寺時代造物包蔵地・古tt1群・'1"世城館跡であるとの回答を得た。その後。埋政文化財の取り扱いに

ついて県教育委員会 ・町教育委員会 ー事業者での協議により遺跡の範閤 性絡等を把握するため確認調査を

おこなうことになった。

確認調査の結果 当該遺跡には現況で確認できる古I設の他 表土 Fにも多くの竪穴式住居等の遺構が穂、集

することが判明した。

この結果を受けて再度の三者協議をおこなった結果.事業対象地の内9.560rriについて記録保存がおこな

われることになった。

第2節遺跡の位置と周辺の遺跡

遺跡をのせる台地は 架山川右岸の松尾台に解析されたi 長倉支谷北側に調11<仰ぴる舌状台地である様高

約34mの坂田支台に位i泣する。この支台の北側直下には巣山川及びその支流が直接解析した.肥沃な架山川

谷が広がか東側には広大な九十九里平野が広がる。

本跡の北西には前方後円墳 1 基I 方墳 3~左，円境 7~在が存在する木戸谷 ー 町原古償訴が存在する 。 架山川の

の右岸 長倉支台に位i註するこの古噴群のうちすでに消滅した前方後円噴には埴輸が樹立されていたとのこ

とである。

長倉支谷を北に隔てた長倉支台には 方噴3基 円噴 4 基の合計 7~左から構成される姥山古墳群が存在す

るが未調査のためI 詳細は不明である。これの南東に隣接して長倉古境が存在する。古墳は径約14mの円墳

であるが。この古噴も未調査であるため詳細は不明である。また対岸のには寺方古墳群に束に対峠するよう

に柴山川左岸の南篠支台に芝崎古境群が存在する。この古積群は前方後円境3基。円墳10基の合計13基から

構成される。

集落遺跡については本遺跡周辺においての古噴時代中期の調査例はみられないのが現状である。ただ多古

台遺跡群の該期の古墳及び集落の調査例からも.山武郡内においても古噴時代の比較的早期からの開発がお

こなわれていたことを本遺跡の調査結果は示唆していると思われる。

l 
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第 1表周辺の遺跡地名表

時 ft 

NO 遺跡名 植別 縄文時代
弥生

I~ttl 崇II 中近 文献 掴 年
|日行協

干安 世'i!.I liiJ 中憧晩 Jiu 挫

2 木戸台町原占 包雌地 .'i 妙ト13.7士
町瓜占IIt群 551'1'調査本 ;

O O O O O O 戸台置跡 H3年調査本戸
IIt昨 1ft 9.12.32.34 f1k梓遺跡.H5.7'1'調査

3 広台占IIt群 ，'jtll O 

4 姥山古川酵 占lIt O 

5 小池市IIt群 ，Ijt世 O 文2.50 jl1J)i後円1ft2品川被

6 舟啄占IIt群 内IIt O 文8.40却

7 鯉ヶD!遺跡
包蔵地占 O O O O O O O 士23 S臼 55~ 調査
IIt 

8 芝山占3責辞 (中 占IIt.包蔵 O 文5.9.28
股 ほ 飯 塚"11肯定史跡

台?有明排) 地 訟16町NO.I.I

9 liJl童占墳群 占3町 O 鋭ヶ峠占In 温存不良

10 大壕，Iittt昨 占IIt O 文3

11 谷川t占IIt 占IIt O / 遺存不良

12 雑木台古IIt群 占IIt 塚 O O 

13 瓜占IIt a!iJtt O / 一郎消滋

14 良書占IIt 占墳 O 文17

15 占卵白置跡
包蔵地内 O O / / 
IIt 

16 金属占1ft訴 市2由塚 O O 

17 御域内占IIt昨 占明 O / 
御域内占IIt群.小川古IIt I 
鮮の古JItを統合

18 太蔵占墳群 占IIt.1匝 O O / 

19 上k雌肯噴俳 占IIt O / / 

20 下Jに巌占IIt群 ，Iifn 恩 O O / 

21 1自場A遺跡
臨時跡 占

O O O 抄H3. 4 馬場 白幡遭跡を統合改

IJI. 1車 祢 H2.3.<1.5'1'調査

n 中ノ台遺跡
包越地 占

O O 
妙H2. 5 H2.3.5年別査山武町

3買 文13 N0.231 成車町NO.5

n k堤占崎町 古IIt O 妙H3.4文2 H3.4年調査

24 雑木占3町酔 ，t;11t O 文6.7
雑木古墳群 松 庖 台 古lIt

群を統合

25 t古便台週跡
包蔵地盤 O O O 

弥生 (/;量) 占Ij!(中

部跡 .!iJ.tI: 後)

26 械応占墳群 古墳 O ノ / 

'n 荒久台遺跡 県高跡 O O O 文 17 s56年償責

28 赤羽般遭跡
包雌 地 蜂

O O O I~少H 7 H7.8年間査
部跡

n 一本訟遺跡
包蔵地占

O O O O 抄H7
H7 . 8年調査山武町

IIt N0.271 

30 雌ヶ谷置跡 挫描跡 O O 
妙H12 文

H2.3年鋼査
13 

31 富谷遺跡 包蔵地 O O 文13 / 
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第 1章 旧石器時代

第 l節概要

T¥方己1Jft併のFh"i調査は，平成15年度と、11.成16年度の 2か年で実施した。手千年度の調作11，'1宇は，以ドのと

おりである。

平成15年度は c;'j' H ，片J:j't!咋束、 1" 郎の6，000n;を対象として徹認iJ~lfを実施した (似 I'í l) 而ítJ'(は390，，;)。餓必

，調査のi品科で， ;~Hf. 1互の商品Eに設定したグリ ッ ド I か所から 1\=1 :ri器時代の(î:r~が 1 1.\ 1:したため グリ ッドを

拡張して精査した結果， ILIイi~1時代の行持プロ ァ クを l か所検出した (第 l 地点) 。 なお.発掘調1fは.確

認調授の純\J~I)、lで終了した。

また， 1司年度には。台地中央部を南北にkる第 160地点の確認識11'を併せて行っ た。 本地l:~では 1.1 40ni を

対象として確認捌11'を実施し (品11削而有11ま8ni) 10nlの本調査を行っ た。 調資の最~Î-~ . 調査 1><:北端で石総

プロ ックを Iかl青検出した (第101地点)。

平成16午J立は 守方古加古'j¥j1ij!j'古1¥の3.46001を対象として確認J制作を実施し (品IIj')I)刷新は176ni). 372ni 

の本1制資を行った。，i1M'ttの結果。測す千区の点端と南端で。それぞれIH.Cj得時代のイ1絡プロ ックを lか所ずつ

倹川した ( ~む 2 ・ 3 地点) 0 

::Nl'2地点は 台地の中央から州?寄りにかけての緩斜而にも，!.ii1.している。1，10]地点は判1u:に隣緩してお

り 第2地点と台地縁辺の傾斜斐換点までの飢雌は 最短で25mほどである。いずれも立川ローム附第 2.'H

色怖の [.'1三部 (lX ~'1上部~ 四柄下部) か ら 1 '-1 1:しており.両極打繋と交正剥l離によ って得られた小定砲の剥

J-11-を中心とし これに少対のイT刃がj'ドうイ';~群である。 また，わずかではあるが jヒ!fJ.的な 2 側縁調整のナ

イフ形石泌がみられる。このナイフ形イ:1"~存は，表議と調牲加工 llii とが 1fT 交するほと'!i;;\f!J 1.立の組l期tで調設加工

がなされており ， 1則*地 Jiにおける 也 )1 1 ローム1M ~12 紫色;n~: 仁半部に特徴的な形態である。

イ i~並行材の門事は安 111おであるが.大型1 のf'H撃から符られた大・ '1'型!厚手の剥パーを多íI!に持ち込んで石伎

のぷ材とし ! '.~己 2 純殺の方法をJlj\，、て剥 Jt生産を行っている 。 また 怨色頁岩， 1昔、岩などによるJ111'r生産

もわずかながらi認められる。なお，::N 1 地点と第 2 地点の石~:-f鮮は，制杓1互に接合|閃則係をもつわけではない

が l山¥'，土h肘サ准が(ほ孟lぼ主一致すること イ心1 甘総品イ打白 材の主{休本が安 l山II~狩守であること #剥111片4f生l七ミ政の手担法iが類似似‘することな

とどdにJ共1;:1通且ι/点 "

第3地l点，1:(は'台地の<1'央部に位世tし凶仰lの傾斜変換点までは30mである。石器官'j¥は，立111ローム層第

2児色.ijf1二部 (mh"i ) から出土しており . 定地的な石持には.ナイフ形石器、台J~1ï:!if7I{少沿みられる。ま

た.砂利をmいた剥片のなかには表而に研磨艇のみられる例があり，刃部熔製石斧の存在が想定される。

，fi?品1i材は 灰緑色の粗悪なチャートがセ体をなしこれに房総半尚南部産の長1¥化した頁宕目砂岩などが

加わる織成である。各石材とも拳大fM!tの分割僚を石絞素材として持ち込み，両極宇f!寝と交互剥l離を"1'心と

した剥ItLtilliが行われている。

~ 101地点は 台地の中央官1¥に位tnする。石器群は 立川ローム府中位(Vllft，-mh'lj)から出土してお

り.イ1)り素材のナイフ形石器と剥片素材の小却のお核，剥片蛭iで鱗成される。

イ7裕Ti材は.信州産と想定される良質なJ品/I{d石を用いた小規模な剥片生産がみられ，これに東北地方南郁

ilEの磁!i1
{な点結によるナイフ形石絡が搬入品として存在する。

以上.立川ローム層第2m，色情上半部を中心とする.複数種類の資料を得ることができた。これらの石器

lIf.に類似した資料としては， 111武町鴛山入遺跡調~4 地点第 E 文化府，横芝町迷山天ノ作追跡があげられる。

9 
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鴛山入遺跡では 2側縁調整のナイフ形石器がまとま っているが 瑞王簡を用いた急角度調整によるナイフ形

石器が本遺跡第2地点と共通する。また 遠山天ノ作遺跡では，チャートの小円礁を用いた両極打懇による

剥片生産 (遠山天ノ作技法)のほかに 本遺跡第 3地点で多訟に出土した粗悪なチャートによる石総群が一

定:li1含まれており，両者の関連が想定される。

なお 房総半偽東部地域では IX府下部から四屑にかけての各層準で。チャートを主体とする小円礁を素

材として両極打墜を用いた剥片生産がしばしばみうけられる。本遺跡の各地点では.チャートの小円僚を素

材とする例はあまり多くないが 両極打撃をも って剥片生産を終了させる個体が多い。これも地域的特色の

ひとつと言える。

参考文献

奥田正彦ほか 1986年 『主要地方道成田松尾線m 鰹ヶ窪遺跡 中台柿谷遺跡遠山天ノ作遺跡J (財)

千葉県文化財センター

山口直人ほか 1999年 『鷺山入遺跡J (財)山武郡市文化財センター

第2節基本府序

本遺跡の立)11ローム層は 下総台地における標準

的な土層とおおむね一致する。

皿層賞縄色軟質ローム府で厚さは50cm-ωcmで

ある。

N-V層 賀補色硬質ローム層で，下半部は立川

ローム層第 1黒色帯に相当する。厚さは20-30cmで

ある。W層と V層は4 区分できなかった。

W層 明'fl筒色硬質ローム層でI 黒色粒と火山ガラ

スを多〈含み。姶良丹沢火山灰層 (AT層)に相当

する。l亨さは15cm-20cmである。

¥1l層 賞褐色硬質ローム層で 立川ローム層第 2黒

色帯上部に相当する。厚さは20cm-30cmである。

lXa層 褐色硬質ローム府で 第2黒色帯下部の上

層である。赤色 l暗緑色のスコリアを含む。l享さは

30cmほどである。

IXc層 H音褐色硬質ローム層でl 第2黒色帯下部の

下層である。赤色I 暗緑色のスコリアを多く含む。

厚さは20cm-30cmである。

XR雪 賞褐色硬質ローム層で。政府に比べて軟質に

なる。スコリアは激減するが，部分的に赤怨色で小

型のスコリアを含む。本府下底は波状を呈する。

1J1-さは30cm-40cmである。

""刃m

"叫

v v v 

皿

w-v 

w 

w 

民

第6図基本土層図
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第3節石器群の分布と出土造物

1 第l地点 (第 7-10図。第2・3表)

1)概要

第l地点l式調査範劉のほぼ中央に位置し立地は帽90mほどの台地平坦部の中央にあたる。石器群の出

土したグリッドは.16U・90. 17U心Oグリ ッドの 2か所である。

プロックの規模と形状は司長輸 8m.短軸 4mほどの長粉円形の範劉に.90点の石器・覇軍が分布する。た

だし，会資料の 9剣は プロック南側の長軌 5m.短軸 3mの範囲に傭っている。出土層{立は立川ローム層

lXR雪上部をゆ心としており .60cmほどの高低差をもって包含きれている。

石器組成は，自IJ器 l点機形石器9点.使用痕ある剥片 2点 剥片72点。砕片3点，石核 1点，磯2点，

石器の石材lム安山岩86点，産地不明の頁袋 (頁岩C) 1札務瑠 l点，機の石材は流紋岩 I点，砂岩 1点

である。

定型的な石器としては，間1)器，棋形石著書の 2f重類が出土したにすぎず.ナイフ形石器.台形石穏など特徴

的なものはみられない。また.襖形石器については 多様なあり方がみられるが，おおむね石核として機能

していたと考えられる。したがって.石務群の構成は.中・小型不定型の剥J片と石核が主体であり，剥l片生

産の痕跡を色淡く残すプロックということができる。

障壁は 2点出土している。砂岩の礁は.6x4x2cmの破片であるが!比較的大型の円礁の一部と想定され

る。自然i函の色調は11音鰯色で.わずかに被熱した可能性はあるが.部tll客等の明瞭な然変化はみられない。流

紋岩の礁は 1 cm角以下の小破片である。円障壁面を残すが，本来の僚の大きさは不明である。また，被熱し

たか資かについても.はっきりしない。

2)母岩の特徴と内容

本地点では，出土した石器88点のうち53点について母岩分類した (60%)。内訳は.安山岩13母岩

07U① ~⑫・⑬;51点).頁岩 I母岩(1穴j⑬ l点).務巡 1母岩(l7U⑬;1点)である。

安山岩li.相互に類似したものが多く. 全体の59%を母岩分類したにすぎない。残りの41%は白小型品が

主体であるが，区分したいずれかの母岩に帰属する可能性が高く したがって，分類した母岩についても剥

片生産に関連する母岩か，搬入された母岩かの判断が困難なものが多い。総じて，淡黒灰色~灰色に風化し

ており，自然面の曲率から原石は比較的大型と想定される例が多いことから1 房総半島およびその周辺で採

取される安山岩とは異なる (房総半島およびその周辺部の例は.褐色に風化し小型の円僚と想定されるも

のが多し、)。なお，母岩分類は，プロ ック内で完結きせず，周辺プロックを含めて検討したため。各プロッ

クでは単独母岩に近い特徴を示してはいても，周辺プロ ックで類似資料があれば，未分類としたものもあ

る。以下.各母岩の内容を記す。

17U-① ;全体的に淡褐色に風化したE やや軟質の安山岩である。部分的に育灰色に風化したところもあ

る。

ゆ1-2mmの爽雑物が含まれるほカ¥貧褐色の微細な窪みが点状にみられる。同一母岩は.中型不定型の

ltiJ片2点で，総E童訟は18.6gである。

17U.@ ;わずかに青みを帯びた灰色に風化した.やや軟質の安山岩である。同一母岩は，削音色1点(欠損

品).機形石器2点 (接合して l倒体:中型品)で，総重設は12.2gである。

17U-③ 淡褐色に風化した安山岩である。1穴J①母岩に類似するが，黄褐色の微細な主主み (申0.5凹以下)

が点状に多数みられる。同一母岩は.線形石器2点(いずれも小型品).使用痕ある剥片 1点.中・小型不

定型の剥片 3点で，総重量は38.5gである。

12 
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17U-<D わずかに青みを帝ぴた灰色に風化 した安山岩である。自然面は背みを帯びた灰白色で，爪痕状の

傷が顕著である。内部は.賞褐色の微細な注みが点状に多数みられるが.爽雑物は少ない。同一母岩は 模

形石器2点 (大・小型品各 1点)。中・小型不定型の剥l片6点で，総重量は78.7gである。剥片類に大型品

はないが 自然面を部分的に残す例が多い。

17U-⑤ i先議灰色に風化 した安山岩で 賞制色の微細!な箆みが点状に散在する。同一母岩は 使用痕ある

剥片 1点，中型不定型の剥片 l点でI 総獲量iは22.3gである。

17U・⑥ 熟灰色に風化 した，比較的竪綴な安山岩である。同一母岩は 小型不定型の剥片 5点で。総重量

は7.7gである。

17U-⑦ わずかに背みを帯びた灰色に風化した安山岩である。中型不定型の剥片 2点 (接合して I個体)

の単独資料である (5.0g)。

17U-③ わずかに背みを帯びた淡黒灰色に胤化したきめの細かな安山岩である。同一母岩は，模形石器

1点 (小型品).小型不定型の事l片2点で。総:重量は3.4gである。

17U-③ 背みがかった淡黒灰色に風化した安山岩である。ゆ2凹ほどの白色の爽雑物が目立つ。同一母岩

は 中型不定型の剥片 2点で。総重品は21.4gである。

17U-⑬。 褐色に風化した やや硬質な質感のある安山岩である。同一母岩は 傑形石~if 1点 (中型品)

小型不定型の剥片 4点で 総11):訟は8.8gである。

17U-⑪ 背みを帯びた淡黒灰色に風化した きめの細かい硬質な質感のある安山岩である。同一母岩は

小型不定型の剥片 4点で総重量は10.2gである。

17U-⑫ i尭尚色に風化した安山岩である。自然而は. i!fみを帯びた灰色で，爪痕状の傷が顕著である。同

一母岩は 中・小型不定型の剥片 7点で そのうち剥片 2点が表裏で接合する。総:重量は36.4gである。

17U-@ :緑がかった灰白色に風化し φ0.3凹以下の);1，1，色粒が多数含まれる 比較的硬質な頁岩である。小

型不定型の剥片 l点の単独資料 (0.4g )である。

17U⑪ 黄色みを新ぴた乳白色半透明のF，gl1Mである。小型不定型の剥片 l点の単独資料 (0.6g)である。

17U・⑬ 青みを帯びた淡黒灰色に風化した きめの細かい硬質な質感のある安山岩で. 17U-⑪母岩に似

る。[liJー母岩は 中型不定型の剥片 l点と剥片紫材の石核 1点で接合する。総抵抗は22.0gである。

2)出土遺物 (第9. 10図)

ここで記述する石器は.すべて安山岩を用いている。

自IJ 器 (第9図 1) 

lは.中型細身で不定型の剥l片を用いた削器である。裏閣の右側縁に 細かな調~加工が連続する。 表面

を構成する素材時の剥維商と裏面 (主要剥l常世間)とでは 剥離方向が90度異なっている ことから.求心的な

剥維手順によ って素材剥片が得られたと考えられる。上半部は欠狽する。

機形石器 (第9図2-8) 

2-6は小型の。 7・8は中 ・大型の機形石総である。いずれも.素材は不定型の剥片と想定され 図示

したよ下だけが潰れている。2次的な剥離面の大きさがぱらついており。 また剥i離商の枚数が少ないものも

あるが おおむね石核として機能したと考えたし、。

使用痕ある剥片 (第9図 9. 10) 

9 . 10は 中型不定型の毒剤j片を用いており 鋭利な縁辺の一部に刃こぼれがみられる。なお，石材の主体

が安山岩で，微細な剥離痕の観察が困維であることから 使用痕ある剥片として揃出した資料は，全体の一

部と考えられる。

15 
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調j 片(第9医111・12. 第10図13-17)

いずれも，中型不定型の剥片である。表而を構成する剥l雛函の事Ij離方向l之おおむね主要剥離蘭と一致す

る例が多い。11の表面末端部には，石核の素材時の主要剥離面が付着しており。剥片素材の石核より得られ

たことがわかる。16の末端部はウートラパッセとなっており。石核が両面体に近いことを示している。

接合資料とその関連資料 (第10図18-23)

.17U⑫母岩崎10図18-20)

18は.中型不定型の事j片2点(19・20)の接合資料である。表面には分割前が広く残されており.剥l片

素材の石被から剥離されたことを窺わせる。また，上端部では.表裏を作業面とする交互剥離がなされたこ

とを示している。

17U-@母岩(第10図21-23)

21は.中型不定型の剥片 (22) と石核 (23)の接合資料である。厚手の剥片を石核の素材に用い，表裏両

第2表 第l地点出土遺物組成表 1 母岩別組成表ー

母岩番号 石材 Kn T r s s P BI R f U f Ab FI Ch C 。合計 匝撃 重量

17U① 安山岩 2 2 18.6 

17U.@ 安山岩 1 2 3 12.2 

17U.@ 安山岩 2 3 6 38.5 

17U.@ 安山岩 2 6 8 78.7 

17U.@ 安山岩 2 22.3 

17U.@ 安山岩 5 5 7.7 

17U① 安山岩 2 2 5.0 

17U.@ 安山岩 l 2 3 3.4 

17U.@ 安山岩 2 2 21.4 

17U⑪ 安山岩 4 5 8.8 

17U4li 安山岩 4 4 10.2 

17U.@ 安山岩 7 7 36.4 

1πJ⑬ 頁岩C 0.4 

lれJ41l Pl瑠 0.6 

17U⑮ 安山岩 l 2 22.0 

その他 安山岩 31 3 お 42.6 

17U.R① 砂岩 。 46.1 

17U.R② 流紋岩 。l 0.7 

合計 。。 9 。。2 。72 3 鎚 2 375.6 

第3表 第 l地点出土造物組成表 2 -石材別組成表ー

石材 K n T r s s Pi B I R f U f Ab FI Ch Co 合計 線 重孟t

安山岩 1 B 2 71 3 86 327.8 

頁岩C l 0.41 

務ま苗 i 0.6 

流紋岩 。 0.71 

砂岩 。 46.1 

合計 。。 8 。。2 。73 3 1 88 2 375.6 
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面を作業部と して，求心的な打点の移動と交互剥縦の手順によって中・小型不定型の事j片を生産していたこ

とを示している。

接合資料では，両面体に近い石核から交互剥l荷量を行っていた事IJ片生産のあり方がみられたが.これ以外

に.間援打悠による剥片生産が想定される。

2. t高2地点(第11-25図.第4・5表)

1)概要

第2地点は7 調査範囲の中央で 幅90mほどの台地平坦部の中央から函寄りの地点に位置する。石器群の

出土したグリッドは.17T-18・19'28・29・38グリッドの5か所である。

ブロックの規模と形状は.長軌11m、短軸 3mほどの布状の範聞に。 285点の石器.Tu撃が分布する。仕i土

層位は立川ローム照政府上部を中心として， 1mほとの高低差をもって ほぼ水平に包含されている。

石器組成は ナイフ形石器5点 削器7点。模形石器18点石刃13点.加l工痕ある剥片 3点.使用痕ある

剥tj-9点，軍Ij片202点，砕片4点，石核16点.機8点，石器の石材は，安山岩212点，流紋岩5点，産地不明

の頁岩(頁岩C)49点、.チャート 1点砂岩3点. .¥制詰 7点1 礁の石材は流紋岩 l点砂岩5点，チャート

2点である。

石器の石材は 安山岩が全体の77%を占めており ，これらはプロック全体にまんペんなく分布するが.そ

れ以外の石材についても.とくに{偏在することはなく.プロック全体に広がっている。

石器の種類等についても。 とくに!列車背な分布上の偏りはみられない。安山岩による単独資料の石刃につい

ても悶様で，石器群が密集する官官分に分布しており，明らかに搬入品とわかる資料と最IJ片剥離作業に関連す

る資料E とが分布のうえで重なっている。

機鮮といえる明瞭な遺構は検出されていないが，石器ブロッ夕方、ら礁が少輩出土している。

砂岩の礁は2母岩(l7R-① ・②)ある。17R-①母岩は 4点の磯片で構成されるが 自然面が赤褐色のもの

と淡褐色のものが綾合しており，被熱による色調の変化とみることができる。接合して 6cmx6cmx2.5咽

ほどの大きさになるが まだ全体の一部分で.本来の礁の大きさは不明である。17R⑤母岩は，機片1点で

ある。全体の一部分で.もともとの磯の大きさは不明である。表面は赤化している。流紋岩の燦(l7R-③)

は，磯片 l点である。 1/2程度暗号泣存する扇平な円様であるがe 表面全体が赤褐色を呈しており，被熱し

た可総性が高い。チャートの障壁(I7R①) は。磯Jt2点で構成されるが，相互に接合して 7cmx5cmx 4cm 

の円擦に復元きれる。被熱した形跡がなく，自主打線が散見されることから.石llifのl京材として持ち込まれた

と考えられる。

以上，石苦手ブロックに重なって礁が若干分布しており。被熱したと惣定されるものも含まれる。また，礁

の一部しか出土しなかったことから，本来.小規模な草壁群が存在し.檎成機の多くが持ち出されたことも考

えられる。

2)母岩の特徴と内容

本地点では.石器277点のうち163点について母岩分類した (59%)。内訳は.安山岩28母岩(l7T-①~

⑧; 98点)。頁岩4母岩(l7T-⑧-@:49点).チャート l母岩 07T-@ :1点)，流紋岩 1母岩 07T-

@; 5点).砂岩 l母岩(l7T-@J:3点) ，務猶3母岩 (17T⑧~⑧。 7点)である。

安山岩は，類似したものが多く，全体の46%を母岩分類したにすぎない。残りの53%は.小型品が主体で

あるが.区分したいずれかの母岩に帰属する可能性が高く. したがって.剥片生産に関連する母岩か。搬入

された単独の母宕かの判断は困重量である。総じて，淡黒灰色~灰色に風化したもので，1Ji(石は比較的大型と
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想定される例が多いことから，房総半島周辺で採取される安山岩とは異なる。頁岩は おおむね 「利被川の

黒色頁岩」と呼ばれているものである。jltij石材とも北i拘束ilii.ではなかろうか。

17T.①・ 淡兵器灰色に風化した安山岩である o 申1-2醐の白色の爽線物を含む。自然面は灰褐色で，爪痕

状の傷をもっPH葉商である。残された自然面が小きいため，原石の大きさは不明であるが，かなり

大型の円耳慣だったと想定される。同一母岩l点加工痕ある剥片 1点句使用者ミある剥片 3点 (接合して

2 fi間体).中・小型不定1¥'1の剰j片15点 (接合して121間体) 剥片素材の石核2点 (接合して l個体)

で.総sii1tは179.6gである。

接合資料は I個体で.使用痕ある剥片 3点 (接合して 2側体).弱j片13点 (接合して10個体).石

核2点 (接合して lf間体)で織成される。この資料は，大型厚手の剥l片 (長きlL5cm. 中高6.5crn. 厚さ

2.5crn)を石核の素材とし 交互剥離によって中型不定型の剥j片を生産しているものである。接合し

ていない資料も若干あるが，すべて同一個体に帰属する可能性が高いことから.本遺跡内へは 原石

ではなく、原産地周辺で得られた大型の剥片の状態で持ち込まれ，消費されたと想定される。

17T.② わずかに青みを帯びた淡黒灰色に風化した安山岩である。|百lー母岩は，大型の石刃 2!立で 総量

fr.は36.9gである。このほかに同一母岩に分類できる資料がみられないことから 両者とも搬入品と

考えられる。石刃の縁辺に残された自然面は，爪状のi誌が多数みられるが.比較的平坦であり ，原石

はかなり大型の円磯と想、定される。

17T③ 青みを部ーびた灰色に風化した安山岩である。きめ細かく級密であるが。軟質な質感である。φl

-2mmの白色の爽雑物が目立つ。!司ー{草者は，模形石音寺 I点(中型品) 大・中型不定型の剥片3点

で総重哉は50.0gである。

17T.④ :淡黒灰色~灰色に風化した安山岩である。きめ剣かく級密であるが.軟1'tな'ft!惑である。φ1凹

ほどの爽雑物を少iit含む。自然I耐は灰白色で爪痕状の傷がみられる。残された自然面があまり広くは

ないが Itll率が小さいことから，原石は大ll!!の内線と想、定される。同一母岩は 使用痕ある剥片 l

点。大・中l!9.不JE1¥'lの剥片4点 (援合して 3個体)で!総:丞iitは38.3gである。

本母岩に帰属する剥l片実質は，大・中型不定製のもので.数量は 5点と少ないが‘母岩分類のできな

かった小現品のなかには.本母岩に帰属する資料が含まれている可能性がある。剥片の形態ω jl'J:存状

態からみて 泣跡内で剥j片生産した母岩と考えられる。

17T.③ : i炎黛灰色~灰色に風化した安山岩である。φ0.5皿以下の賞褐色の微細な主主みが点状に多数みられ

る。同一母岩は守使用痕ある剥j十1!瓦.小型不定型の剥Jt1点で，総重盆は19.3gである。

17T‘⑥ 淡泉灰色~青みを;fifぴた灰色に風化した安山岩である。きめ紺lかく緩衝であるが，軟質な質感で

ある。同一母岩l之襖形石器 1点 (中型品).剥l片素材の小型の石核 1点で，総霊長は28.1gであ

る。

17T③:淡黒灰色に風化した安iJJ岩である。資総色の微細な窪みが点状に多数みられるが 爽雑物は少な

い。問一母岩は，模形石器 l点φ 使用狼ある剥j片1点，大型不定型の剥片 1点 (破片).親IJ)十素材の

石核 l点で，総量孟tは106.7gである。

17T司⑧・灰褐色に風化した安山岩である。φ0.5mm以下の小孔が多量1こみられる。自然面は灰白色で 爪痕

状の傷とゆ 3-5剛の疲痕が散見される。緩やかなItllj商であることから.原石は大型の円後と也l定さ

れる。!司ー母岩はe 撲形石滞 l点 (大製品)。剥j片素材の石核 I点で，総霊長は72.7gである。

17T.③: i央集灰色に風化した安山岩である。ゆ)-2mmの爽雑物を含む。i司ー母岩は。小型不定型の剥片

2 点.剥片素材の石核 2.'~で e 総11tfr.は45.4 gである。
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接合資料は，切l片 1!主と石核 l点の組み合わせが2組ある。いずれも，中型厚手の恭l片を石械の素

材として e 中 ー小型不定型の剥片を生産するもので，石核の表豪雨而を作業lliiとしてI 交互剥j離の手

法と求心的な打点移動によ っている。

17T⑬:灰褐色~灰色に風化した安山岩である。風化が遂行し表蘭はかなり荒れて.ざらついている。

爽雑物は積褐色を呈する 。 同一母~:は. 小型不定型の剥j片 2 点で，総重量は3.6g である 。

17T-⑬ :褐色に風化した安山岩である。風化が進行し表商にはφO.5mm以下の小孔が多数あり 全体にさ

らついており，ほかの安山岩とは越を異にしている 。 同一母岩は，ナイフ形石~ 1 点， 加工痕ある弱j

片 I点 小型不定型の剥片 3点で。総2室長は13.7gである。

17T-⑫ :淡黒灰色に風化した安山岩である。微細な黒J点、が多数あり ，全体に硬質な質感である。問一Jま岩

は.中型不定ll'Jの剥片 2点で。総重量は7.7gである。

17T司⑬.灰白色に風化した安山岩である。ゆ1-2 mmの爽雑物を含み。全体にやや軟'l'iな質感である。肉

-fま岩は 中・小型不定裂の剥片 2点で町総重量は14.6gである。

17T-⑬・ 縄色に風化した安山岩である。風化が進行し.表蘭はかなり荒れて，ざらついている。伊l 母岩

は.i契形石告書I点 (小製品).中ll'J不定裂の剥片 1点で.総重i[:;li72gである。

17T-⑬ 灰色に風化した安山岩である。灰白色の縞が入り，微細な小孔が顕著である。φ1-2聞の白色

の拠雑物が散見される。自然面も灰色で 緩やかに湾曲する。同一母岩は，小型不定型の主計j片2点.

耕]片素材の小型の石核 1点で，総重量は30.0gである。なお.最IJ片2点は表裂で接合する。

17T-⑬， 淡累灰色~灰色に風化した安山岩である。賛褐色の微細な窪みが点状に多数ある。同 母岩は，

模形石器 1点 (中型品).中 小型不定型の剥片 5点で総重量は23.7gである。

17T-⑫ : i炎患灰色に風化した安山岩である。全体にきめが細かく f硬質な質感である。φ1-2胴の爽雑

物が散在する。同 ー母岩は，使用狼ある剥i片 l点 中型不定裂の剥片 1点で 総重量は14.6gであ

る。

17T-⑬ 淡灰褐色に風化した安山岩である。黄褐色の微剰な径みが迷結して線状になっている。同一母岩

は. ~lJ器 1 点，石刃 1 点小型不定型の剥片 l 点で，総重量は 15.7 gである。

接合資料は，石刃 l点と削器 1点であるが.これは. I下総ll'J石刃再生技法」のように，大型の削

総の欠損品から小型の石刃を剥離したと想定されるものである。ただし l削器 (転用されて石核)の

本体は.出土していない。

17T-⑬ :風化が均質ではなく .淡縄色の部分と灰色の部分が斑になる安山岩である。ゆl師以下の爽雑物

を多誌に含む。同一母岩は僕形石器3点 (中・小型品).大 中型不定型のlj!!J片6点 (接合して5

悩体)で，総重量は110.8gである。

17T守@ 淡灰褐色に風化した安山岩である。賞褐色の微細な緩みが点状に多数みられ 全体的には17T-⑬

母岩に似る 。 同一母岩は.中 ~U不定型の剥j片 3 点 (接合して 2個体) で. 総重量は 13. 1 gである。

17T-@ 淡黒灰色に風化した安山岩である。寅褐色の微細な窪みが点状に多数みられるほか， φ1-2凹

の爽雑物が散在する。同一母岩は，削務2点 (後合して 1個体).模形石器 l点 (大型品).剥Jt素

材の石秒、2点で.総量裁は96.5gである。石核は1 厚手の剥}十を素材として，小型不定裂の剥片を生

産したものであるo

17T-⑫ :淡禦灰色の地に細い黒灰色の紛が平行して入る安山宕である。φ1-2mmの爽雑物 (鉱物)が散

モEする。大型の石刃 2点 (接合して l個体)の単独資料 (53.5g)である。

17T司③ :黄色みを帯びた淡累灰色に風化した安山岩である。黄褐色の徽剰な窪みが点状に多数みられ.や
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や紙質な.l.fl穫である。φ1-2mmの各種爽雑物が散在する。大型の石刃 3点 (接合して I個体)の単

独資料 (20.1g)である。

17T-⑫ .赤みがかった褐色に風化した安山岩である。本母告も17T⑬母岩と同様，ほかの安山岩とは異な

るJ様相で，房総半烏周辺で得られる中・小型のP-J際を用いたものかも匁lれない。小型不定型の剥片 I

点、の単独資料 (5.8g )である。

17T⑫ :青みがかった灰色に風化した安山岩である。きめ細かく .綴草野で，硬質な'l'fl恐があり .主主灰色の

微調百なE重みが点、状にみられる。小型不定型の事l片l点の単独資料 (4.4g )である。

17Tー⑧ ・わずかに青みがかった淡累灰色に風化した安山岩である。全体にきめ細かいが やや軟'l'fな質感

である。φ1-2四の白色の爽雑物が目立つ。中型の石刃 i点の単独資料 (9.5g )である。

17T-⑫ .わずかに青みがかった淡累灰色に風化した安山岩である。}'I{白色の微細な建みが点状に多数みら

れ。やや軟質な'l'f!惑である。全体に爽雑物は少ない。中型の石刃 1点の単独資料 (4.3g )である。

17T-⑧ー iiR黒灰色の地に細い黒灰色の紡が平行して入る安111岩である。φ1-2凹の爽雑物 (鉱物)が散

見される。自然聞は灰色で比較的平坦である。同一母岩lまv 模形石器 I点 (中型品)で.総重量;は

232g である。

17T-⑧ 灰色から淡賞褐色まで色調が変異する，軟質な頁岩 (黒色頁岩)である。1"1ー母岩は，剥片37

点.石核2点で，総量il1:は162.1gである。

接合資料は. A;小型不定型の剥l片2点 (援合して l倒体)と石核 l点によるもの B;剥片3点

が接合して中型不定型の剥片 1個体となったもの.C:剥l片 2.'えが接合して中型不定型の$11片 l個体

となったもの， D:剥片2点が接合して中型不定型の剥片 1個体になったものの4者がある。

石核は 厚手の剰l片を紫材としたものが2個体出土しているが，剥片類の接合率が懇いことから。

出土した2倒体以外にも剥l片剥雄作業の行われた石核があり .それが鍛出された可能性がある。

自然而の残された大型の剥j片類がみられないことから.自然面が除去され.さらに複数個体に分割

された石核 (あるいは石核素材)が持ち込まれ。それぞれから中・小型不定型の剥片が生産されたと

考えられる。

17T-@ ・灰白色ないしは貧灰色に風化した，きめ綿かな頁岩である。同一母岩は.模形石器 1点.剥片3

点，砕片 l点で，総重量は6.4gである。模形石;殺に小型不定型の剥片 I点が接合するが.接合しな

い資料を含めて小型品が多い。

17T-@ :黒灰色から黄灰色まで変異する.絵空管な頁岩である。自11~if 2点 (接合して 11閤体)の単独資料

(58.3 g)である。

17T-③ 1主演褐色に風化した，軟'l'fの頁岩 (黒色頁岩)である。大型の石刃 3点 (接合して 1個体)の単

独資料(j68g)である。

17T-@ :自然面は淡!天緑色，内部は背灰色で，負担理の少ない良質なチャートである。削告書 I点の単独資料

(28.4 g )である。

17T-@ ; '1t灰色の地に ゆ0.5-3凹の鉱物を多盆に含む流紋岩である。同一母岩は 事11片4点.石核 l点

で，総重訟は39.1gである。円僚を分l1iilしたものを石核の素材と Lて持ち込み.小型不定裂の剥j片を

剥離している。

17T-③ :灰白色で粒子の細かい 硬質の砂岩である。同一母岩は，剥片 2点。石核 1点で，総:重量は34.3g 

である 。 小型不定型の~J片，中型厚手の不定1111の剥j片が順次剥離された後， 後者を石核の素材とし

て，さらに小型不定裂の剥片を言明j離している。本体の石核は.搬出されたと考えられる。
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17T司③:i高密色と灰白色の部分が混在する.半透明の潟溺である。問一母岩(;l:.ナイフ形石器2点と砕片

1点で構成きれ総霊長は10.8gである。ナイフ形石若手は 2点とも完形品で，搬入品と考えられる。

砕片は.ナイフ形石器の再加工等に由来すると考えられる。

17T-③・策灰色半透明の務溺である。同一母岩は，ナイフ形石総 1点.使用痕ある剥片 1点。事j片 l点

で，総重盆1:16.6 gである。十イフ形石苦手は上半部の欠失する破煩品，事j片類は中型不定型で，自然

面は残されていな1.¥0 搬入品と考えられる。

17T-@ :赤穆色半透明の務溺である。小型不定型の剥片 IIIの単独'e(科 (26g)である。

以上のほかに.母岩分類のできなかった資料に.安山岩の石器が114点ある。内訳は.ナイフ形石器 1

点，商IJ器 1点.模形石器6点.加工痕ある剥片 1点使用板ある最IJ片 I点 弱l片100.'主 砕 片 2点.石核2

点で総重誌は205.1gである。

3 )出土造物 (第17-25図)

はじめに.安山岩以外の石材をもちいた石~若手について その内容を記述する。

ナイフ形石器 (第17図 1-3) 

Iは 務総による縦長不整形の剥片を用いた.2側縁誠撃のナイフ形石器である。素材の打面を基端部に

残し左側l刻全体と右側縁の基gj5寄りに 急角度の調獲加工を擁している。調整力11工の大半lま，素材の主婆

剥離蕗側からなされているが.左側縁の一部は表面昔話からもなされており.表裏いずれの薗からも調整加工

面がみえにくくなっている。 2も，務瑠による縦長不整形の智IJI十を用いたナイフ形石苦手である。素材剥l片に

対して右側 1/3ほどを縦割句した後，その切断蘭に縦かな調弦加工を施して，先端をとがらせている。

素材の打商は，基端部に残されている。なお Iと2は 同一母岩の搬入品であるc 3は 務斑によるナイ

フ形石器のま主部破片である。左右両側縁の調整加工は.粗く不紛いであることから，製作途中で欠jl'{した未

製品の可能性が高し、。

削器 (第17関4・5)

4は.頁岩による大型厚手の縦長剥片を用いた陶器である。上下二つに折れて出土したが 裏面をみる

と折れ衝の周辺 (上部l土右側縁e 下部は左側l縁)に粗い調整加工がみられ それぞれ折れ商で止まってい

ることから，上下が分かれた (折ったか.折れたかは不明)後に.それぞれに調整加工がなされたことがわ

かる。5は チャートによる機長剥片を用いた削器である。表面右側縁に。やや急角度の調整加工が施さ

れ、粗い刃部が付けられている。裳面左側には平坦な調教加工がみられるが，これは打繍の高まりを除去し

たものと考えられる。表荷には自然磁が広く残されており 案一材を剥離した原石が中裂の円型車とわかる。

石刃 (第18図10)

10は，黒色頁岩による大型の石刃である。表蘭は 主要剥離頑と向一方向の華IJ緩wと自然面で構成され

る。打面は平短な 1枚の剥灘蘭で 頭部調整などの石核調整はみられなし、。本資料は_ 3点の破片が接合し

ているが.まだ完形には至っていない。中央の破片には‘裏面の左側に調整加l工があることから，大型の石

刃が4分割されて使用された可能性がある。

接合資料および関連資料 (第17図6-9. 第18図11-17)

・17T③母岩崎17図 6-9) 

6は 砂岩による剥片 2点 (7・8).石核 1点 (9)の接合資料である。はじめに。上位の打函から

7→ 8+9と阪次剥雌された後 後者については，左側縁から 8を含む機長剥片数枚が表裏面から剥殺され

ている。9の右側l縁には細かな刃こぼれがあり.石核以外の用途にも用いられた可能性が高い。

. 17T-⑧母岩 (第18図11-17)
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11-17は 頁告による同一母岩の資料である。11と12は，それぞれ破片が接合して中型不定型の剥片各

1個体になったものである。13は 剥j片2点 (接合して l個体:14)と石核 1t，( (]5)の接合したものであ

る。17の石核についても問機であるが厚手の剥片を石核の素材として 求心的な剥離手順で小型不定製の

剥片を剥離しているょうすがうかがえる。15.17ともに 議蘭には剥片言皆材の石核の主要剥離扇が残されて

いる。

以下では.安山岩による石器群について.その内容を記述する。

ナイフ形石器 (第19図25)

25は . ~部湖整のナイフ形石器である 。 縦長不整形の剥片を素材として，基部と先端の左側l縁に調整加工

が施されている。 なおe 素材の主袈剥紙面1は.~糊! 医i表薗の布織にみえる事l離衝であり 1 主主2舗には自然面1の

打簡が妓されている。

自IJ 務 (第19図24)

24は.縦長不整形の剥片を素材として，その両側縁に者11かな調E草加工を施した削様である。素材の打荷i音s

および末端部は欠損する。

石刃 (第一19毘'fl8-23)

18-23は.大 中型の石刃である。いずれも れ而は剥維商 l枚による平坦打聞で.頭部調整あるいは石

核の1JIIJi1ii調整など石核調擦の痕跡はみられない。また 表聞は 裳而と同一方向の剥離薗で有罪成されてお

り町設打闘を耳jし、た形跡、はない。18の表而左側上部の縁辺には組い義l総面がみられるほか. 19の裳函左側

の縁辺には刃こぼれが，23の表面右側の縁辺には細かな剰j雛爾が連続する。それぞれ，同一母岩はなく，製

品として搬入されたと考えられる。

加工:iJ~ある剥片 (第22図44 ・ 45 )

44・45は 不定型厚手の剥Jtを素材として その 1側縁に粗い剥j錐面をもっ加工披ある剥l片である。ただ

し， 二次的な剥離衝が粗いことから.石校の可能性も残る。両者とも.-1"半分は大きく折損している。

使用痕ある剥片 (第20図26-28)

26は . 縦長不銭形の剥j片を利用した使用痕ある剥j片である 。 全体に剥書~加の凹凸が少なく!両極宇n控に

よって得られた剥jすを用いた可能性がある。27は，両極打撃ではなく，通常の剥離による縦長不整形の剥片

を用いた使用痕ある剥片である。鋭利な右側縁に刃こぼれがみられる o 28は‘不定型の剥片を利用した使用

痕ある剥片である。剥離i時に打点で二つにおlれた大型の剥片を素材としており .鋭利な右側縁に刃こぼれが

みられる。なお白右側j縁の中央は欠領しているためはっきりしないが 刃こぼれが右側縁全体に連続してい

た可能性がある。

言明 片 (第20図29-32)

29-321ム大 中型不定型の剥片である。図示した資料は，両極打繋によるものではなく，通常の交互剥

高It等によ って得られたと考えられる。

線形石器 (第21図33-39 . 第22J~4 I)

それぞれ.両犠打撃による資料である。各資料とも，こまかな憤れは上下 1対で，表裏面に残る 2次的な

剥際面の剥l離方向も上下方向に限定される。大ききや厚きにパリエイションがみられる。

石核 (第21図40，第22図42・43・46-50)

40は， 両極手T態と通常の華1)般の併用と考えられるが. それ以外は， 交互~Jj厳によって表泉両面を作業部と

して用い、中 小型不定型の剥j片を生産する剥片素材の石核である。

接合資料および関連資料 (第23図51-59，第24図60-62，第一25図63-73)
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第4表 第2地点出土遺物組成表 1 母岩別組成表

母岩骨号 石材 Kn T r s s Pi BI R f U f Ab FI Ch Co ノEJ3h fμすtト 傑 重量

17T① 安山岩 3 15 2 21 179.6 

171'.(l) 安山岩 2 2 36.9 

17T① 安山岩 2 3 50，0 

171'① 安山岩 3 4 38.3 

17T⑤ 安山岩 l 2 19.3 

171'.@ 安山岩 l 2 28.1 

171' .(v 安山岩 i 4 106.7 

17T.@ 安山岩 2 72.7 

17T.@ 安山岩 2 2 4 45.4 

17T.@i 安山岩 2 2 3.6 

17T.@ 安山岩 3 b 13.7 

17T4P 安山岩 2 2 7.7 

17T⑬ 安山岩 2 2 14，6 

17T.@ 安山岩 l 2 7.2 

17T.@ 安山岩 2 3 30，0 

17T⑪ 安山岩 5 6 23.7 

17T.@ 安山岩 l 2 14，6 

17T⑩ 安山岩 3 15.7 

171'.@i 安山岩 3 6 9 110，8 

17T4I) 安山岩 3 3 13.1 

17T.@ 安山岩 2 2 5 %.5 

171'⑫ 安山岩 2 2 53.5 

17T.@ 安山岩 3 3 20.1 

171'⑫ 安山岩 5，8 

171'4!l 安山岩 l 4.4 

171' 4!l 安山岩 l 9.5 

171'.@ 安山岩 l 4.3 

171'.@ 安山岩 23.2 

17T4) 頁岩C 37 2 39 162.1 

17T.@ 頁岩C 3 D 6.4 

17T.@ 頁岩C 2 2 58.3 

17T.@ 頁岩C 3 3 16，8 

17T.@ チャート 28.41 

17T-@ 流紋岩} 4 5 39.1 t 

17T-③ 砂岩 2 3 34，3 

17T.@ 環f宮 2 3 10，8 

17T-@ 耳語瑠 i 3 16，6 

17T.@ 務3由 2.6 

その他 安山岩 l i 6 l l∞ 2 2 114 205.1 

17T.R① 砂岩 。4 137，9 

171'-R② 砂岩 。 6.5 

17T-R③ 流紋岩 。i 56.6 

171'-R<D チャート 。2 180，4 

合計 5 。7 18 13 3 9 。202 4 16 2n 8 2010，9 
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第5表 書~2 地点出土i立物組成表2 石材別組成表

石材 Kn T r s s Pi 81 R f U f Ab FI Ch Co 合計 機 重低

安山岩 2 4 17 10 3 8 154 つ“ 12 212 1254.1 

流紋岩 4 5 39.1 

頁諸c 2 3 40 2 49 243.6 

チャート l 28.4 

砂岩 2 3 34.3 

湾1高 3 l 2 7 30.0 

流紋岩 。 56.6 

砂岩 。 5 144.4 

チャート 。 2 180.4 

合計 5 。7 18 13 3 9 。202 4 16 277 8 2010.9 

. 17T-⑨母岩 (第23図51-53・57-59)

51は，小型不定型の剥片 1点 (52)と石核 1点 (53)の接合資料である。厚手の剥片を石核の素材とし

て，交互剥l線の手順と求心的な打点の移動によって!中 e 小型不定型の剥j片を生産している。

57は.小lli!の縦長剥片 (58)と小型の石核 (59)の接合資料である。基本的なあり方は17T-⑬母岩の54

と同じで，はじめに大型の剥片が58を含む部分と59とに分離しその後，一方からは58が剥離され. もう 一

方 (59)からは剥片数枚が剥離される。

. 17T⑬ 母岩崎23区154-56)

54は，小型の石刃 l点 (55)と削務 (56)の接合資料である。両者は.折れlfiiで緩合しているが.55の石

刃を剥離した本体は出土していない。おそらく .大型の削音寺が折れた段階で一方を石核に転用しそれから

55が剥瞬きれたと考えられる。これは.房総半}品における立川ローム府W層から羽層にかけての照準でl お

もに東北ffft頁岩を用いてなされる 「下総型石刃蒋生技法Jと共通の手法といえる。

. 17T-①母岩 (第24~60-62 . 第25図63-73)

60は.使用痕ある剥片 3点 (2個体 ;66 . 68) .剥IJ)十13点(10個体 :61・63-65・67・69-73) 石核 2

点(l個体 ;62)の緩合資料である。 作業手順は.以下のとおりである。

①大型厚手の不整形な縦長剥片を石核の素材とする ②素材の打面周辺部を切断する (6]).③表面を打

商 裏面 (主要剥総面)を作業面として固定し.左右に振れながら僚長の剥片を連続して剥離する (63→64

→65→66→/ A67/B68→69→70→71→72→73: AとBの前後関係は不明)目 この際，打商は素材剥片の表

面をそのまま用いており ，打商問整等はみられない.①末端に石被が残る (62)。

なお.45の加工侠ある毒事j片は.接合はしないもののE 本母岩に帰属すると判断した。

3.第3地点 (第26-41図.第 6'7表)

1)慨要

第3地点は.調査範閣の南端で.台地の中央やや西寄りの地点に位置する。石著書群の出土したグリッド

は.18T-47・48・57-59グリ ッドの 5か所である。

プロックの媛綴と形状は 長輸 9m.短軸 5mほどの範聞に. 395点の石持・僚が分布する。ただし.出

土状況からみると 調査区外にプロ ックの広がることが予想される。

出土層{立は立川ローム層W層下部を中心として. 1 m ほどの高低差をも って包含されている。なお.プ

ロックの立地は，南北方向は.おおむね水平であるが.東西方向は [9"1こ向かつて下っている。
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石器組成は ナイフ形石捺2点.台形石君主 l点目別怒 l点 機形石総25点，加l工mある剥片15点。使用痕

ある剰l片7点，台石 l点，剥片321点.石核19点.機3)久石器の石材は，安山岩20点，流紋岩7点，房総

半島南部長員閲ilfの頁岩 (頁者A)37点.東北地方南部産の頁岩 (資岩B)2点，産地不明の頁岩 (頁岩C)

9点"畿灰岩5点チャート299点砂岩9点. jJ~務 4 点.礁の石材は. 流紋岩 3 点である。

流紋岩の擦は いずれも同一母岩には分類できない資料である。このろち 2点、li. 直径 3cm程度の小円熊

の磁鎖品で.被熱の有無ははっき りしない。もう I点は.中型以上の円磯のごく一部で.もとの大きさは不

明であるが司赤化しており ，被熱した可能性がある。

2)母岩の特徴と内容

本地点では，石器392点のうち299点について母岩分類した (76%)。内訳は 安山岩 2母岩(181'① ・

② :11点) .流紋岩2母岩(181'-③ ・⑬ :7点).砂をま 2母岩(181'④ ・③:7点)。凝灰岩 1母岩

(181'-⑤ : 4点).頁岩A2母岩(181'-⑦ ・③:32点).頁岩B1母岩 (j8T-⑫ 1点).頁岩C2母岩

(181'-⑨・⑩:2伐).チャート 161芋岩(181'-⑪~⑬ ・⑬~⑧ 。235点)である。主体となるチャートにつ

いては 被熱によ って色調!質感の変化したと考え られるものが一定金含まれており。これらは接合資料以

外.母岩分類できなかった。以下 各母岩の内容を記す。

181'-① .内部 自然而ともに淡黒灰色~灰褐色に風化した安山岩である。自然面は紙ヤスリ状で.緩やか

なllll商!と なっている。ゆ1mm以下の爽雑物を少iIJ:含む。|百jー母岩は，模形石器 i点(中型品).中・

小型不定型の剥片9点で，総:重量は77.5gである o

181'③:内面，自然面ともに淡黒灰色に風化した安山告である。自然面には爪痕状の傷が多く 1 緩やかな

助商になっている。模形石器l点 (中型品)の単5!l1資料 00.5g)である。

181'-③:自然爾は縁がかった黄白色，内部は青みがかった灰緑色で.申1-2mmの爽雑物を多量に含む流

紋岩である。同一母岩はt 1:13 ・小型の不定型の剥l片6点で!総重泣は52.5gである。

接合資料は.;fT而を共有すると:¥t1定される中型不定型の剥片 2点が，表裏で接合する。表面を構

成する剥離Tmは，表面 (主要剥離蘭)と一致するものと90ft異なるもの。180g[輿なるものなど多様

で1 最IJ片剥雄作業にあたっては，求心的な打点の移動が考えられる。なお，接合資料等からみて，本

母岩は。母岩消費半ば以前の作業工程に関与する資料と考えられる。

181'-① .5震灰色に風化した目粒子の比較的粗い砂岩である。原石は，表裏に平坦商をもっ.8cmx 8cmx 

3cmほどの円礁と想定される。本母岩は もともと台石として機能していたが，途中で石絞に転用さ

れたものである。同一母岩は、合石本体 (石核) 1点P 中型不定型の>JIJ片3点 (接合して 2個体)

で。総重量は180.1gである。

接合資料は. A;台石本体に剥片 1点が接合したもの. B;折れた剥片が楼合して l倒体になった

ものの2者がある。

181'-⑤ 緑がかった淡黒灰色に風化した きめ細かな砂宕である。同一母岩は。中・小裂不定型の剥j片3

点で.総霊堂は11.3gである。剥片の表面に研磨痕のみられる例があることから，本母岩は.刃部磨

製石斧の刃部再生に関与した資料の可能性がある。

181'-⑥.緑がかった灰色に風化した凝灰岩である。大小の爽雑物を多量に含む。問一母岩は，小型不定型

の剥片4点で，総重量は6.1gである。剥片の形状，石材害事から，本母岩も刃官官磨製石斧の製作ない

しは再生に関与した資料と考えられる。

181'① 灰緑色に風化した，節理の発達する頁岩A (鎖岡~の頁岩)である 。 主主化g[が商く ， チャートに

近い質感である。同一母岩は，機)影石器4点 (中・型各2点).中 ・小雪Z不定型の剥片24点.石核3
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点(談合して 2倒体)で.総:llHilは233.8gである。

接合資料は. A ;作業中』こ折れた石核2点が接合して 1倒体になったもの B;模形石器 1点に中

型不定型の剥片3点が接合したもの c 石核 1点に中型不定型の茄l片l点が接合したものの3者が

ある。

同一母岩全体をみる左 資料は多いものの大型品が少なく また向然爾の付着率も小きいことか

ら.原石が持ち込まれて初期の作業工程から実施されているわけではなく，数個に分割Jされた石核の

素材が持ち込まれ.両極打態と交互剥離によって.中・小型不定型の事j片を生産する.後半期の工程

に関与した資料と想定される。

18T.③ 部分的に褐色を術ぴた灰緑色に風化した，法化度の高い頁岩Aである。陶器 I点の単独資料 (6.4

g)である。

18T.⑨ .淡幾灰色に風化した 珪化度の高い頁岩c(産地不明の頁岩)である。自然商は爪痕状の傷が無

数にあり .rltr蘭をなすことから. )京石は円際と想定される。中型不定型の剥j片 I点の単独資料 (342

g)である。

18T⑬ '黄白色に風化した 軟質の頁岩c(産地不明の頁岩)である。大型不整形の縦長剥片 1点、の単主主

資料 07.4g)である。

18T‘⑪・ 内部は灰緑色で.節潔商は糧褐色の.良質なチャートであるo 同一母宕は，台;形石器 l点。線形

石;持4点 (いずれも中型品) 使用痕ある剥片 I点 中，小型不定型の剥片 10)占で，総1Ii註は882g

である。接合資料はないが.剥片類の形状から，交互剥j鍛とこれと部分的に|拘わる両極打撃とによっ

て剥片生産が笑泌されていること.本遺跡内には作業途中の石核が持ち込まれ，]1}ぴ持ち出されてい

ることが惣定される。

18T⑫ 内部は紫がかった褐色。 自然蘭は明灰緑色で，節理がきわめて発途した組惑なチャートである。

同一母岩は，模形石器4点 (小型品)，中・小型不定型の剥l片13点，石核2点で。総重量は205.7g 

である。

接合資料は.A 中型不定型の剥j守が表裏で接合したもの.B;小型の模形石器3点が表裳で接合

したものの 2者がある。

石核は.分iW際を素材として.打函・作業面転移を繰り返して各所により中型不定!l2の剥j守を生産

したものである。得られた剥片の一部は.両犠打悠によって.さらに小型の剥片が剥隊されたと考え

られる。上記18T⑦母岩と同様.Jl1{石ではなく分割磯が持ち込まれてと惣定される。

18T】⑬ :灰緑色を主体として白 2者褐色やE音灰緑色.灰白色などの部分が斑になっており，灰白色の節理が

発達する.きわめて粗主主なチャートである。同一母岩は 機形石器3点.加工痕ある剥片 7点.使用

痕ある言明片 2点.調j片86点 (接合して82倒体).石絞9点 (接合して 8個体)で.総1Ii:!まは469.2g 

である。なお。数f量的には.本遺跡においてもっともまとまっている母岩ではあるが，頑j片S制緩作業

の工程を理解し得るような.良好な接合資料はない。
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接合資料は。 A;分翻軍事素材の石被 1点に小型不定!l2の剥片が接合したもの. B:二つ以上に折れ

た郡片素材の石核2点が接合して 11間体になったもの，C:打点でこつに折れた小型不定型の剥片が

接合して 1個体になったもの， D;打点で二つに折れた中型不定童話の剥片が.接合して 1個体になっ

たもの.E τ 二つ以上に祈れた大型不定援の剥片が接合して l個体になったもの. F:二つに折れた

小型不定型の剥片が緩合して 1個体になったものがある。

石絞は分割磯.剥片素材等で多数存在するが.大型で自然蘭の付脅する剥片がみられないこと!iK



石本体の中心的な石核が出土していないことから.演J片荊l荷量作業の進行した石核が持ち込まれ.本遺

跡で作業がなきれた後.蒋び持ち出されたか.あるいはよそで製作された石桜素材の分割傑 厚手の

剥片等が持ち込まれて，剥片生産がなされたのか，はっきりしない。

18T-⑬.内部は青みがかった灰色~灰緑色，自然I凶lま明緑灰色で 節理の発遥した粗悪なチャートであ

る。同一母岩はE 線形石器 l点 (小型品).加工痕ある剥片 3点!使用痕ある事11)十2点.l:t'小型不

定型の剥片39点.石核 1点で，総:重量は194.5gである。

接合資料は. A;力II工痕ある羽]片 I点，中型不定型の郭l片3点が表裏で接合したもの. B;小型不

定型の剥j片2点が表畿で後合Lたものがある。

拳の半分程度の石核E 自然面の付着した剥j片等が含まれるが，原石からの工程で生じる大型の剥片

はみられないこと.全体の資料が少ないことから.作業後半の石核が持ち込まれ，頭l片弱j荷量作業が行

われた母岩と考えられる。

18T-Q量:黒褐色~灰色，褐色などの紡が顕著なチャートである。自然聞は光沢があり，助率が大き いこと

から，J東石は小問機と:ffi5Eされる小型厚手の不定型な剥片 1!.立の単独資料 (7.9g )である。

18T-⑬灰白色の地に赤褐色や黒褐色の縞が入るチヤ}トである。l司ー母岩は 中・小型不定型の剥片 2

点.石核 l点で総丞琵;は30.4gである。

lST-⑫:日音褐色に風化した硬質綴密な頁岩B (東北産の頁岩)である 。 小~不定型の薄手の剥j片を用いた

使用痕ある弱j片I点の単」放資料 (5.1g)である。

1ST.⑬;内部は灰緑色，自然面は賞褐色で，大ノj、の爽雑物が多量に含まれる流紋岩である。剥l離面は機片

と同様.滑らかではなく，粗悪な石質である。中型厚手の不定型の剥片 l点の単独資料 (22.8g)で

ある。

18T⑬・ 赤褐色ないしは続褐色の地に，思灰色の絡が入る事1惑なチャートである。同一母岩は。加工痕あ

る事11片2点，使用痕ある主計l片 l点 中・小型不定裂の郡l片18点 (援合して17偶体).小型で分割線素

材の石核3点 (接合して2個体)で，総丞fu:は139.1gである。

接合資料は.加工痕ある剥l片1点大型不定型の事IJ片2点 (i妾合して 1個体) 石核2点(接合し

てI個体)で将軍成される。構成資料は少ないが.分割111撃を石核の素材として剥片剥鍛作業を行い，終

了するまでの各資料が含まれている。

なお，遺跡内には複数悩体の石核が存在しそれぞれで作業を行ったと考えられる。

18T-@ 育灰色の地に赤褐色の縞が入るチャートである。同一母岩は 中型不定型の剥片4点 (接合して

3倒体)でl 意志霊t誌は23.7gである。

接合資料は，二つ以上に折れた不定製j事手の謝j片が接合して I個体になったものである。

18T-⑧;灰色がかった緑色の地に，褐色の小さな茸fが入るチャートである。同一母岩は.狭形石器 1点、

(小型品)。中型不定裂の剥片1点、で.総重量は15.9gである。これ以外には，紛かな資料もみられ

ないことから 搬入品と考えられる。

18T⑫:黄白色の地に，黒色の斑が入るチャートである。同一母岩は.機形石器 1点 (小型品).加工狼

ある剥l片1)弐中・小型不定型の剥片 4点で総量蛍は21.5gである。

18Tー③.灰色の地に.黒灰色の絡が入る.節理の少ない良質なチャートである。同一母岩は.中型不定裂

の剥片2点で.総重量は9.3gである。

1ST.⑫ 総がかった灰白色の地に，明褐色の縞が入るチャートである。中型不定裂の剥片 l点の単独資料

(6.5 g )である。
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18T-4量灰緑色の良質なチャートである。小型不定型の剥片 1点の単独資料 (3.3g )である。

18T.@ 灰白色の地に，褐色の斑が入るチャートである。小型不定型の剥片を用いた加工痕ある剥片 1点

の単独資料 (3.2g)である。

18T.⑧:内部は灰白色の地に.黄灰色の紛が多量生入り， 自然面は糧褐色のチャートである。小型の石核

(分訓練素材)1点の単独資料 (1l8g)である。

18T⑧.背みがかった淡黒色の地に，灰色のモヤが入るチ守一トである。 機形石器 l点(小型品)の単J!ll

資料 (2.5g)である。

以上のほかに，母岩分類できなかった資料として.安山岩にナイフ形石器2点.剥片7点.頁岩Aに剥片

5点.頁岩Bに剥片 1点.頁岩Cに剥片 7点，チャートに模形石君事3点，加工痕ある郡l片1点，剥片60点砂

岩に剥j片 2 点.凝灰岩に剥片 l 点がある。 チャートや頁岩Aのなかには，被熱により色調ゃt't!~などが変化

しているものを一定詰含んでおり，母岩分類を困難なものにしている。

3) /1:¥土造物(第31-41図)

ここでは，石材 母岩ごとに石器群の内容について記す。

安山岩(第31図1-8)

lは，横長剥片を用いた 2側縁調整のナイフ形石器である。左側面は裳側からの調捻1m工だけであるが.

右側縁は裏側からとともに表側からの調整加工を併用している。2・3は.中型の線形石器である。2は.

紫材の主要剥離蘭が表面左側に残り‘上下両端がわずかではあるが.潰れている。3は.調整加工が片面に

偏るが.表商 (左側の商)は多方向からの剥離商で構成される。右前は!調整加工がほとんど及んでいな

い。4-8は.大・中型不定型の剥片である。事j片の表面は.基本的には.主婆溺l雌聞と同方向の剥離面で

構成される。なお 3-8は.同一母岩 08T① 母岩)と判断した。

流紋岩 (第32図9-12) 

18T③ 母岩 (第32図9-12) 

9は 静tlJ守2点 00・ll)が表裏で接合した資料である。打点を時計四りにずらしていった結果.10のよ

うに表面と袋商にある剥総額の剥縦方法が90度終なることとなった。 12は，表~両面が自然面と上 F方向か

らの事!首位簡で構成されており，打繍が発達していないこと。打商が線状であることなどを勘案して.両極打

撃によると考えられる。

砂岩 (第33図13-15.第40図89・90)

・18T① 母岩 (第33図13-15)

13は.台石を転用した石核(15)とiflIJ片(14)の接合資科である。台石は。もともとは8c皿x8c皿x3 cm 

ほどの小型量りの蔚平な円礁と推定されるが，表面中央部には短い線状の傷が無数に付いており.模形石器の

台として使用されていたことが想起される。小振りの円礁を用いた台石は.務総半島東部の襖形石器多出地

域では， しばしば認められている (例えば山武郡松尾町赤羽根遺跡)。台石として{史朋された後，表面を主

たる作業面にあて.自然簡を打荷として。不定型な剥片を剥離している。14は.15に接合した不定型の昔前l片

で.表面は自然面で液われている。なお.同一母岩としてもう l点， 14に類似した剥片がある。

.18T⑤ 母岩 (第40区189・90)

89は，表面の部隊商が研臓によって.部分的に消されている清j片である。90は目表面上部の自然部にわず

かながら研磨痕跡が認められる。本例は町周囲の剥j雛面の方が研磨面よりも新しい。以上 89・90とも.刃

部磨製石斧の刃部再生作業に伴う量IJ片と考えられる。
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頁岩A (第34図16-27 第39図78)

・18T① 母岩 (第34[羽lト 27)

161立。拠形石器 I点 ([7)と剥片 3内 ([8-20)の接令資料である。般合資料については l分割蝶を打

核の紫材として その七位に打l耐を設定する ψ [-.位の打l師を!日いて 周凶から19→ 18・20の剥片が梢l離さ

れる。 ③段終的に残された17には 打l而が線状で F端部に小脱棋な1H1話があるなど わずかではあるが両

極打繋の板跡がある という手順である。ただし 接合資料では 小明の行岐を用いた通'品の剥n~生産であ

る。なお。 19の剥片に限って 県変 熱舷砕など被熱の形跡が臨i-liである。

21は 剥片 l点 (22)と石被 i点 (23)の接合資料である。厚手の剥片ないしは分割傑を石核のぷ材とし

てi 上端部を中心に 一部航 F端部をも打fmとして 不定砲の剥n-を生産している。22も t端の打1mか

ら剥離されている。なお. F端部には節里lll(fiが伐るが。それ以外はネガティプな剥縦断に被われており イi

Q

C

C

 

1. 18T・57・181
ナイ フ形石器
安山岩 [その他)

2.7g 

( 

mu 
m倒
閣
一ど三〉 4. 18T-57-101 

制片
安山岩 (18T.(j)) 
3.1g 

.~~ 
ζ 二二ご〉

7. 18T-57.158a 
剥片
宮山岩 (18T.(j)) 
6.2g 

o (2ノ3)
z 

くこ〉

ぷ戸

くここ〉

2. 18T-58-152 
横形石慰
安山岩 (18T.(吾1
10.5g 

5. 18T・58-18
掴l片
安山岩 (18Tψ}
7.5g 

起歪ジ

く二二二〉
10cm 

第31医I第 3地点出土遺物実i則図(1)

-、~

853悶
。D

3. 18T-58-19 
槽形石器

安山岩 (18T.(j)) 
9.0g 

-=q 

て二二〉
6. 18T-57-146 

制片

安山岩 (18T.(j)) 
6.4g 

B. 18T-5Eレ23
制片
安山岩 (18T.(j)) 
33.8g 
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核の.#HI時の剥離I回はIljJらかでない。

24-26は 仁記接合資料と同一1;;討の剥J'，-. 27は 4核である。27は 分別傑をぷ材と して 作所より

中 小型不定型の剥J-j-を生延しているが..#材l時のI面も残されており あまり多くの剥fiを剥離した悌子は

ない。26の剥片はI 大型厚手で 石核のぷ材になりうるものである。おそらく よそで原引を分却IJL. 26 

27のような沈を本ill跡に持ち込んで 咽l片生産がなされたのであろう。

18T.@母岩 (第39J翠78)

78は 小型の円IJ~1fである 。 '1'!l'lの不定型な剥片をJTIいて.表面右側縁全体と左slIJ闘の一部に調推JJIIJーがな

されている。本石協は ほかに同一昨特はみられないが よ記18T⑦母岩と同級の仁松で得られた剥Jtを

朗いたと考えられる。

頁岩B (第39凶79)

ー 18T⑫ 母岩 (第39図79)

79は Uff怯j色に風化した頁狩 B (点」ヒ躍のよじ守)による使用保あるポIJ片である。小型不定型の剥片をllJい

ており 表而右側縁の鋭利な縁辺部に刃こぼれが見られる。

頁岩c(第40図88)

1ST-@)町岩 (第40函88)

88は 黄灰色に風化した頁岩c(産地不明のamによる剥片である。石刃に似た形状ではあるが。表而

を構成する剥離而が不規則なため 石刃とはしなかった。表問中央の剥離1mが形成された後 これを打而と

.."内

百三三〉

C ご二つ
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9. 18T-58-164 
18T-58-241 

剥片
ヨ恒鼠岩 (18T.QJA)
39.3g 

11. 18T-58レ164
剥片
斑敏岩 (18T.QJA) 
28.5g 

o 

守三三ア

くこ二〉

/〆

ζ〉

(213) 

第32図 第3地点出土地物実測図 (2 ) 

10. lBT-5Eレ241
制片

清敏岩 (18T.QJA) 
10.8g 

12. 18T-59-217 
制片
醐岩 (18T.QJ) 
7.8g 

IOcm 
3 
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二"--¥  
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第33jgj

13. 18γ.57-1 
18T-57-12 
砂岩 (18下 .A) 

172.78 

vくヨ

15. 18T-57-12 
台石

o 

砂岩 (18T①A)

1伺 4g

第 3地点/11上遺物実測医j(3) 

(2/3) 

14. 1ST-57.' 
制片
砂岩 (18T-'1:A) 

4.3g 

10cm 
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マフ弓
。$ 

18T -48-187 18T -48-200 
回一同

出向
島

~Q) 
ミ芸〉

…-
/1 ，í)~ ( ) ト¥

19. 18T-48-157 
制片
頁岩A08T-7 B) 
4.9g 

6 

/司

訟も
18. 18T -48-200 

剃片

頁岩A(18T-1 B) 

2.3g 

くこご7

p
…R
P
…
 

ヨ

抱

一石賀市

む

3 

~@ 

4 
口

gョ

21. 18T-58-261a 
18T・58-310
頁岩A(18T-7 C) 

22.4g 

命自
《アq

どご〉 25 1m却 3
剥片
頁岩A(18下 7) 

24. 18T -48-123 
制片

頁岩A(18T-7)
5.6g 

~ 
〈三二ユ

日:
18T-58-140 
右犠

26. 18T -48-190 
制片
商岩A(18T. 7) 
45.4g くコ

頁岩A(18T . .(7 A) 72.0g 
IOcm 

第3地l.l:(tl¥t_i世物:lfiUiJ也J(4 第34凶
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して i安組l離l(fiとは1((交する )jl"JIこ剥雌がなされている 訓)'，'U(の初WJの段附に'Jじる州)'，なのかも知れ

ない

チャート (第35JχJ28-.1O 第361ヌ141-48 抗371χ1'19-58，第381叫59-68， ~\391χ169 - 77' 80 第101χ182-

87・91' 92 抗41凶93-981

18T-13 )手引 (第351叫28-40 司1'¥361χ141-48)

28 ' 39WJII J:Jiiある剥)'，-， 29はfoJ:川副ある剥"'，30-38' 401ま れ州剥)'， である 401;1 1: r吊;が欠1Iiする

がI 比較的I'，!下の剥1'，で わ般の，1;村になりうる叫ぶをも っている それ以外は jill'ì;~' の '1' 小別小石引の

剥"・で ぷ1Mを構成する胡l離1111の川賞Vil"1が i史、州骨ff:llliと 致しないものも合まれており 1f/.iを作所に

移動しながら紺JI'，"'H(を行っていたことが従える

41-'14は イ1伎である いl一時れではあるが 分別傑咋をわ伎のぷ材にIIJ'、 Hllliと11';r'llliを軒i繁に1;}jか

Lながら .j-，¥，'jまりの縦長剥gを剥離するもの ('11' '13) 剥J;をわ伎のよ材と Lて 鍬l毛の剥"を剥離す

るもの (44・'151。などがあり 巾純な情成ではない

461;1 剥1; 1 山 ( 48 1 とれ怯 l 山 ( 4íl の1~ {~ft料である 11' 1: IIIiをぷ長l山jIlliにあて 公 11 剥南~を川い

て。械氏側rilJの剥"を'1産している

以 1'" ~<I 主(';.は 接介しない'1' 小別の剥I;'mが事 l，tにあり また1'/Tの剥1;十分'，1同僚を111， 、たわ核も多

数伐されているが 1 ' 1 蛇 1M を Il、 く 伐す kJ\~の剥)'，は乏 しく 伐された'it利からでは 似イ1からの11'"1利を

iI'lうことはできない したがって ほかのまとま っているりれと |υm よそで初JYIの仁川がなされた後に

イ1核;，;材ゃ ー日:M1'1:の進行したわ肢が持ち込まれ それぞれから'1' 小刷+克明の剥)'，が剥離されたと JFえ

らilる

18T-12ほれ (司1¥371χ149-58)

491;1， '1'明イ、広明の剥"である ぷIlliは ド'ltJfiiJ離IlljとI，;J-Jil")の組l離Illiとともに逆)jl")からの剥離1Mも

あり 打点が!品開をめ ぐるイI肢から仰られたと州;じされる 50は 不定押Jの剥"を剥離したイI核である 作

業1Mは比較的|別泌されてはいるが 1f/.iは I~i返されず イl伎の附1mを移動 している 51もィ、正明の剥川を'1

PEしたイi械である

52は 悦 )f~イ i?:-f 3/.( (53-55)の後fT資料である うr川燃を，1;材と して |卜Jil")の加幣によ って:つの

イ1総に分かれている 54がイ î?'ff~体で 53， 55は剥"に近い刊怖のものであるが 抜介状況をみる と縁辺部

を小心に して的:;tIIUが多 く それぞれに対してわずかながり s関税加 lがなされた とJ5-えられる

561立 小山 J\~の剥 "'2 山 ( 57' 58)の接合資料である 求也、的な-tf/.I移動によ って 剥g'JI障が行われた

とみることができる

18T.I'1 I 主 ';;. 羽~381χ159-68 1

59・63は小別ィ、定引の剥);"，60は 小明の洲口をJIJいた i史 IIHJiある剥1î~である 61は イ、;EJ¥m下の洲1

J1~のー端 ( }i:. 1M;': sJII IIII 1に胡l縦割Iをもっ IJII Uiiある剥J¥である 62は 分割線を，1;材とするイil査で }i:.袋

l山，jIIIiを作業IIIIとして 求'L、~'J ttH 内移動と交正剥離によ って 中。小型不定型の洲口を生産している

64は IJII [jIlあるJfiiJJ¥ 1山 (681と剥)'，-3 ，'，'.( (65-67)の綾合資料である。66を除くと 打IIIiは欠tJlする

が。おおむねI，;Jじ打l耐を111いて 66→67→ 68→ 69の町1に不定相の剥IJ1;-を剥離している 68は !i.(1fI1の)i.側縁

に調整jiiがみられる。

18T.III'Ji'十 (第391司69-77)

69は h形イi?'ffである 礎的lの法制iを小'L、として、1'J!lな訓幣JJIL[がみられる。70-731立。'1'仰の縦形行総

である 71・72ともにド"'.部が欠mするが いずれもィ、igJJQの剥J¥を素材としており!拠形イifu~特イIの長軸
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26. 18T -58-227 
加工疲ある制片
チャ ト{18T .13} 
5.1g 

〈こコ 312E路 6
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~そご二
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¥ 世用銀ある制片
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く 工二〉
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18T.59-66 
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B.5g 
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37. 18T-51-6 
1胸l片
チャート (18T-'13)
9.6g 

.. 

39. 18T・58-306
加工自慢ある刷片
チャト (18T -@) 2O.4g 

33. 18T-5与263
制片
チャ ト(18T.13)
11.5g 

。φmu 〈こ二〉
34. 18T-4~与 1由

制片
チャ ト(18T.13) 
6.2g 

て友二〉

A 

首1'¥35医l 第3地点Il¥t遺物実測図 (5) 
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4ζ二三〉
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制片
チャー ト(18T-13)
5.9g 

開閉旬S
38. 18T-58-248 

制片
チャー ト(18T-'，3)
12.1 g 

40. 18T-58-296 

42P'l片
チャー ト(18T-@)
17.8g 

(2/3) IOcm 
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41. 18T.58-254 
石織チャート(18T-13)14.9g 

FR'7三~

ι./、r 、:L〆

。

43. 18T -58-312 
石核チャート (18T-13)25.2g 

ら
46. 18T-58・287

18T-59-1 

チ ャ ート ( IBT~" A)
28.4g 
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(213) 

47. 18T-5Sレ287
石棺
チャート (18T-@A)

25.6g 

IOcm 

ミ~

と三
ζ〉

， 

42. 18T-59-142 

石篠
チャート (18T-13)

39.3g 

44. 18T.59-245 

石緩
チャー ト(18T_13) 

14.1g 

も
ζご〉
て》

45. 18T-58ト26

18T.58-162 
1附片
チャ ー ト(IBT-@;B)

12.5g 

ー.

選込ζ21
〈三~ 叫 18T-59- 1

制片
ャー ト(18T-@A)

第36凶 第 3地点出土地物実!日1)図 (6 ) 
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くご三三h 49t8Y581日a
制片

チャート (18T-@I)6.6g 

智

50. 18T -40-5 石織チャ ト(18T-I?)63.5g 

て;コ

嘩句最
どごコ

54. 18T-57-71 
欄形石器
チャート (18τー15-8)
4.3g 引 18T-48-134 石桜チャー ト(18T-I?)48.9g 

56. 18T-48-191 
18T-57-74 
チャト (18T-@AJ
40.8g 三〉

切 モフ
角川
U
M

硝一

泊
喝
一
開チ制

局
ww
A

A
wv
f
 

ぬ
紗
ム
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v
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噛
…ア

曲

一チ
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18T-57-74 
制片チャート (18T-@A)8.4g 

第37医l第 3地点w土遺物実測図 (7)

電P

くこ〉

58. 18T-48-191 
制片
チャート (18T-@A)

32.4g 

o (2ノ3) 10cm 



<:c2己

~-@ 
〈ここコ7

59. 1ST -59-182 
制片
チャ ト(18T..;14)
2.4g 

C
 

孟
U
乙ク

60. 18T-57-145 
憧周tIある剥片
チャー ト(18TOQ?) 
2.3g 

62. 18T.57-88 石鎗チャト (1ST..;.1・)76.4g 

64. 18T -40-6 
18T-57.56 
1ST-57-96 
18T-59-7 
剥片

チャト (18T-@A)
25.9g 

回
匂
一時

ャート (18T⑪AI

D~ 己主
ヤ ト(1BT .@AI 4.9g 

第38図 第 3地点出土地物実測図 (8) 

(2/31 
二二工二二

61. 18T -47-46 

ム …チャト {18T..:l吋

13.8g 

c
p
 

Q
m
w
o日

v 

66. 18T .57-96 

ζ〉二〉 制片チャー ト(1BT.@AI

宍空三込

匂~~
68. 18τ-57-56 

加工贋ある制片チャート (18T.@AI
4.5g 10cm 

i 
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ど〉
75. 18T-57-183 

世用衡ある剥片
チャー ト(IST-!.!) 

14.0g 

にわ

(7~0 
小て~

チャ ト(18T-II)
8.60 

ι二三〉
n. 18T-57-，∞ 

制片

チャ ト(18T4}:) 
11.2g 

Cご三〉

乙玄る て?

80cg日
~ 周衡ある剥片

くゴ 器 -8 ) 一一

会診

口さ害支ミヨ
乞乏亙?

80. 18T-57-84 
制片

チャ ー ト(18T-'3)
7.9g 

夫、唱司、、、
白、、、、、、司
、守、r 、‘、
、、、、、、、

“巳 ..ー
}、 、、、、、

'J 

-、白、、も

J プ <:-之 A， ..t-♂伊

、¥、一----

ζ二~
81. 18T-58-76 

制片

頁岩C(18T.(j)) 
34.20 

。 (213) 10cm 
1 

第39図 第 3地点出土遺物実測図 (9 ) 
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4ヤマう旬fIJ
く〉世ト 18T-，25} ζフ 田r5 )

jdb 

。
ミ
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ム

o

b

88， 18T .58-6 
制片
頁岩C(18T-陥)
17.4g 

〈こ二二二=- 89 

戸〉
87. 18T48-113a 

11<1片
チャー ト(18T-ZJ)
5.4g 

モF
B明~~

品
T-59-308 

石緩
チャト (18T..16)
lB.9g 

18T-57-' 1 
11<1片
砂岩 (18T笥.l.)
3.0g 

くつ
92. 18T-57-86 

制片

チャート (18T-@)
9.5g 

90. 18T-57-4剥片砂岩 (18T....'a:)7.5g 0 (2ノ3) l()cm 

第40[1<[ 第 3地点IB土泣物実測|副 (JO)
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94. 18T-48-119 

/ 
r 

93. 18T-48ト119
18T・57-'51
lBT.57-186a 
18T-5Eレ139
18T.58-'41a 
チャー ト(18了、哩AI
68.08 

暦。θ
くコ 95. '8T守58-139

加工1)."，る蜘l片
チャー ト(18T・19A)
2.3g 

Cと二 三〉
18T-57，'B6a 
剥片

チャー ト(，8T-19A)
44.9g 

電電

《司。

くご〉
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97. 18T-48-10 
制片

チャート (18T.@1
8.5g 

96. 18T-58ト141a 石篠

18T-57-151 チャ ト(18T.@AI
20.8g 

ミ7
宮室雪窃勢。

o 10cm 

第41図 第 3地点出土造物実出l医J(J 1) 



第61< tíl3 地点出 lニ jfi物組成夫 - 1主 {~);tJ組成 1<

IfJ: (; l昨り イiH K n T r s s III H f じf .. ¥ b FI Ch Co i'¥" ，H・F 瞭 'R r.t 
181'.1 官山{; 9 10 ii.5 

18T.2 官山('; 10.5 

181'.3 流紋'{; 6 6 52.5 

18T.4 砂'l{ 3 4 180.1 

18T.5 砂'li 3 3 11.3 

181'.6 説1*';: 4 4 6.1 

18T子 7 1'1 (;ヘ 4 2.' 3 31 233且

18T.8 (i('{ A 6.-1 

18T.9 J-f，{:'C 3-1.2 

18T.1O fi'{iC 17.4 

18T.11 チャート 10 16 88.2 

18T.12 チ常一卜 13 2 19 205.7 

18T.13 チ ，.- ト 3 7 2 部 9 107 469.2 

18T.11 チ弓ート 3 2 39 46 194.5 

18T.15 チベート 7.9 

18T.16 チベ ー ト 2 3 30.4 

181'-17 l'i'r';-s 5.1 

18T-18 流紋('; 22.8 

18"-19 チ ベ ト 2 19 2 2'1 139.1 

181'.国 チ令 ー ト 4 23.7 

18T. 2 ~ チ 今一ト 2 15.9 

18T.坦 チ 守一ト 4 6 21.5 

18T.23 ナ 守ー ト 2 2 9.3 

1 8T-，~H チ ャート 6.5 

181お チャー 1 3.3 

18T晶 チベー卜 3.2 

18T _2i チ、ート 11.8 

18T.21I チペート 2.5 

その他 チ 弓ート 3 ω 刷 117.3 

その他 '火山'l;' フ J 9 24.8 

その他 場i国 3 17.8 

その他 (i 'ii f¥ 3 3 14.5 

その他 rJ('i-日 2.9 

その他 臼('rC I 7 6.3 

その他 砂('; 2 2 1.6 

その他 凝灰'(;. 12.2 

その他 討ift'ri 。 3 18.4 

A 計 ヲ旬 25 。15 7 321 。19 392 3 21<拓2
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第 7友第3地"川

イ H K n s s 日l Ii r じf 、b ド l Ch C 0 {¥" ，H" 時

官山'(~ 2 2 16 2日 112.8 
流紋"('t / J i5.J 

fi'f-i A 4 29 3 3i 25'I.i 
(( (';日 フ 8.0 
t~ ('t C 9 9 Si.9 

凝凶'(f 3 3 18.3 

チ守一ト 18 15 6 243 16 2開 1350.0 

砂Yi 8 9 193.0 
s-I耳目 3 4 1 i.8 

流紋r-; 。 3 18A 

f干，ft 2 25 。15 7 321 。19 392 3 :ll同 2

方liiJの;!pJれによ って。 栄村の打l而がなくな っている 75は f~川副あ る剥) '， である 。 イ i a~の'1'央に峻があ

り イ-j})のずロステ y ドフレイクのように 械を打1MとLてイl側の剥離rMが形成されている 漠rMのん一抑l縁

に刃こぼれがある 74 . 76 . 77は 剥川である 74は縦長の剥11で ぷ1mを構成する剥離1(110)剥離Jjl'i)は

おおむね五斐剥離Ifriと一致する 76.77は 航長の剥11である ぷrMには 多hriJ川、らの，!JI離I師がみられ

る。掲載した以外にも剥片舶があるが いずれも接介はしなかった と出II:-J，iは 徹人 されたものであろう

培、

18T-15)lJ:ii ( 司)391~180 )

80は チャートの川僚をぷ材とするわ舷の破片 (剥)'，.)である 1I立に設けたHllliを111，、 小相イ、定相の

，!JJ片'1艇を.0:1ズILたようであるが f~， 10途中で節Pi!に沿って 大きく'，I~Jれている

18T'2L-2S1主計 (第401泌182-87)

ここでは 数世的にまとま っていないほれについて まとめてB記す 82は 悦形イl持である 不定引の，!JJ

J-1を備位に L. ~端を切断した後に Icドhl")からのIJII穆によ って 形成されている。ぷllii右側線には 卓

材剥けの打 Ifiiが残る。83-87は 川I 小'¥2の不定相の剥)'，-'lJ'iである。83の袋luiイi側縁には 細かな剥離痕が

連続する

181'，191主計 (第411χ193-98)

93は 加 URある剥1'，-) ii， (95) 剥112山 (接合して 1I同体 94) 行絞 2}.¥ (接合して l例体 96)

の般合資料である 11'10 U'，の下町lは l分割傑をイi核の/i;材と Lて 大相小克明の剥)'，- (94)が剥離され

る.1唖4を，!JJ離した剥離IfITが定れたflilPi!lfliであったためか この1mを作業IfITからはずして 作所から1-11小

1:1の剥片を'Ui'iしており その過れで95のぷ材も剥離される 3小型の石般が残る という流れである。95

は 一部欠如するが ぷ材の打1M閥辺に急角度の調核加工が施されている。

97は 4</lJ:計のなかでは形状の整った剥)'，'， 981ι 小型不定型の剥}-jを生産した石核である。

4 第 )-3地.'.¥J，'ij辺の11¥1-，遺物 (第421~J)

第 [-3地内J，'ij辺から /1¥.1::した いずれの地山にもMkliLない行総について記す。

lは 淡黄J'I(立半透明の府消を111'、た'1''ti不整形の縦長事前rJ)jである。表1m!正半部には 裂而とは逆方向か

らの剥縦I而が観察されるがI これはれ岐点材l時の組l離IfITの可能性が日"，2 I~，灰緑色に風化した凝灰岩を

)Hいた中型不整形の縦長剥gである，l<lfiiには 仁Fr両JJlo)からのィ、整形の剥片l師がある。 3 般尚色から

民褐色に胤化した疎化した頁持をJfJいた大型不定仰の剥片である。石材は 県南傾向産と想定される。表聞

は節用IflIに沿って大きく i1pJれた l枚の剥離而で 石核はかなり大型の剥片を用いたと考えられる。4は 鼎
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色ィ、透明で 申2-4 mmの央雑物を多祉に合む.'P'U/flイ1をI11， 、た q . 押~"íTのィ、定 J\~の ，，!lJ I\ であ る わ材は 栃

木県市原山産のI可能的がおい。去I両を構成する剥荷量I(IIは おおむね ~~lfIiに近い剥離Ji I"1 からのものである

5は 淡灰uに胤化した りよ Iti 訂i 附障と:tUíË される a ('~' を川し、たJ)，人削指である 大別イ、松形の縦長剥"1を

紫材として。打而に続 く 側緑とぷ端 ßlII に草~Imから湖牧1m [を施している。 )-4は 立川口 ム kv，~:; 2 ，':1.¥色

帯周辺からのtl¥1こで 第 )-3地山とおおむね[IiJ時間!と想定されるが 5は ソフトローム肘以上部からIH

tしており !ニ総出現mJに州泌する可能竹がある。

<I1l 

くここコ
1.17T.Q8-1 

1胸l片
，.瑠 (その他)
7.1g 

3. 16T-46-1 

制片
頁岩A(その他)
48.2g 

ζニコ
.s6ごとb

ζ二二三〉

o 

モア

〈三コ

~ヤ

く二二〉

5. 17T-99 括
頁岩A(その他}

挽入削揖
21.8g 

12131 

第42図 遺構外I:H土遺物実測図

2. 18U-33-1 
刺片
恋Bi岩 (その他)
12.2g 

4. K-008 括

剥片
黒曜岩 (その他)
32.6g 

10cm 
i 
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5 第101地点 ( 司~43-45 I;.!J. ~~ 8 . 91<) 

1 )概安

第101地点は。本i且を跨 ぐ一般道路のおよ恥i1: ')1で倹11¥した地点で h地、l'JlI.I(lj中央部に (，i:iltする イ1慌併

の11¥.tしたグリ γ ドは 7N.Q9グリ y ドlかJYrである

ブロァクの脱悦と形状は 凶作 2mほどの川 lf~の範聞に 6 山のイ'6...fが分布する iI ¥ 1肘fv:は 、i'.1 1 1ローム

，，， VI ，'1から ¥H'1にかけてで. 1山を除いて。 l;tlf水・ドに包fTされている

イI?ff制li&:は ナイ 7形行総 2ll 剥川 3.'.1/ イiI主 I/l イ i?'~ ィ i材は .'.I."HIfiイI5 /l μ~::. 日 ( !I(.Iヒ雌) I }.'.i 

である

2) 1主計の特徴と内作

本地目では。イI掠6出すへてに対してi主't';.分茸lした I"J ， J~{i. .' .I.~ 日記イ i 1 1・J'ii(101. I 5山). m;日 l

l手沢 001.2 1 .'.''.)である

10トi 部分的に，/iみをf17びた '11色ィ、透明で良質の引附イlである 日州産とJ5えられる

1，，1-1主，/;.{j: ナイフ形イ!日品 Il.( (先端部般1'，') 小I¥'H;;仁明の剥)'，'3山、 剥 1'，' ，l;材 の小刷のイi枝

l内で 総司i.tは7.4gである ナイフ形イi6.~の先端部佐川は 整った形状ではないことかり 製(;

途中に'1じたと年えられるものである また}小引ィ、定'Wの剥}-jは ナイ 7形イI?~の訓鞍l)!III ， ではな

く 辿'，'(;の剥)'，であること 小明のわ伎がけ っていることから プロァク lλlで小規悦な剥1，"1員長を

行っていたと与えられる

101.2 淡制色で硬貨綴'tf， なr，(('-;.で *~υF と与えりれる ( μ('; B) :{I jJ点材 のナイフ形イi?，品 I，(( (完

形) の r~ 主J~I'i科 (9.1g)である

3) /1¥ bl't物 (第'131χ1)

ナイ 7形イi(出 (第431宜11)

lは 頁't:.sによる行刃を111~ 、たナイフ形イI?~である 友海の剥離ltuは すべて1"1-))1"1から剥雌されて

いる ，l;材の打IIIisPIを先端部にあて。イ I側 1)"-縁と/ι側の)，1;部に調幣1m1:を行っている 先端部以外は細か

な調整1m1:で ぶ材i主軸と石慌のl毛軸がほぼ一致する形態である

イi 核 (第431ヌ12) 

2は ;' .• 1，¥11出イ[によるわ絞である 1UMを附成する>lil離1Mは小刷であるが. Jニド[11lj)jlirJか句紺l身の剥J'rーを柑l

服している。袋1mの一部にぷ材時の>lil鰍[(rjが伐る I:f立は 1'1手の剥)十を切断したTfljを打l而として11"、てい

る。
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第 8表 第 101Jt!!点出土遺物組成衣 -1まれ別組成長

円1(;'冊zり イ1 H K n r r s s p 日l R f U f A b 1'1 C h C 0 什 I~l 喋 iR Ilt 

101① よ，1~Hljl石 3 3 7.4 

101.@ l~ {~f B 9.1 

fi ;ll 2 。。。。。。。3 。 6 。 16.5 

第9表 第 101地点出土遺物調l成衣 2 -{i材別組成衣

石 材 K n T r s s Pi BI R f u f A b 1'1 C h Co ノ与 汁 傑 if( I社

よ日時l石 3 3 i.4 

頁岩 B 9.1 

A 子| フ 。。。。。。。3 。 6 。 16.5 
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第 1節 古 墳

湖1i:対象となったNJj占I貫俳1;1lIij刷132年吋H与においては。liij Jj 後f1 l t白3J~ 11 jJ白23J~が 1Iイt していたが。

.fJ1イ仁はliij}J後f11 trt 2 JS; Pltn 3 J~ に明 IÎ が残什するのみである

今 1111の;制作は i trt II:の伐イ「する 6}JJ(I: . 7 ~J 1'1't . 8 ~;. ttt と ぷ l 除 i、により I.'~i昨のみが検11¥できた K

005， 011-022りである

61;-1'11 

i湖1i:I，Uヒ点部付近に1立lnする。調1i:1川占外北側に隙持 して作品するIjij}j 後川崎のJ.ldi障の 司自;と抑4できる

訓告1><:で検11¥できたのは 全体のギ';4分の l何度と 与えられ I'i .t自の J，~1携の i珂 コーナ一部分にあたると 思わ

れる IMI犯はla):.申mで約6m la小申'"で1.5111を拙1Iる 深さは内側純分で半')30c皿 見L側部分で10cmを測る

検111されたM1i昨はj¥'l憎体芯1mであるローム 1:.IJliからの彫り込みが浅 く 特に*側部分にrilJけて深さを減 じて

制もt'激に狭 まっていく このことは州側日五分がちょうどコーナー吊i分にあたるのと *側部分の卜場が1'4

側に比 Lて向く 1< 1甲府も薄いことかり J;~ii昨 n H'が111地形の傾斜に制約されていたと 目、われ 州側部分のl1tl

削IJIIが'土問えにはもっと刊かったことがJJ;(J);jと与えられる

守1""" ... 1 ... 

，(， .. ' ，~ 

t ， 
i. 
A 

4 

￥、、噌
手、p、

・、
‘d 白、主 、

6 ¥}Jftm t:遺物制策1，
暑い 器随 法Ji ，. 

』副佑
[1ft 
器rIt <21.5> 

円r.!縦給 IIl:f1i 14.8 

/l(・6
[ 1ft 

2.1 器高 < 9.1> 
円問Ji/鎗 I民間

liJ鎗
11日

2-2 器高 < 6.2> 
川間liJ給 11m 13.0 
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7号ttt

s調子E区北東部付近に1立lnする。正I惜の*側のず'13分の 1WlitがIi'により 削減しているものの ttt li i'I f，j>の

泣存度は極めてlH('である。ただi世情出辺でtttli.制部がやや11'(線fr'1にな り 州仰lには後IltのIi'r.-，制作lメ外から

!軒下してきた摘がtMiの慨をfjlJっている部分が等白紙lを定的てl白紙lを作り IHしている。また点側ではl柱。〉向IJ

平により等尚線の急激な1"1り込みがみられるが 泣作l立のlHfな部分からは川f白と判断して1m;主いないであ

ろう 。

iIl棋はtttJ王部分で南北16m 問椛を合的て23m. *IJ可13m (現状)• '/tl I，'r.-ま でを合的て 18mをiillJる I白II:

の高さは地山から2.15m.111点|からは1.601(従 uを測る。川端は全体にイ、整形な印象を受ける 特に」ヒ

凶部にみられる非日線の1、みは問I障を舷1揮する棋のせいだけではな く刷楠本来のものである 断Ifllは浅い じ

'1'~2を~する。 胤絞 1iI;，¥2.9 01 -4.4 m 深さO.2m (縦認1M)-O.9m Ul'tJJ'の111長J-.lflIl を洲る

I貫1iの築成は 仁附断l而の観察によれば Illt( 1"lIi にHしてロームプロ yクを多く合む l二桝と'1.1，色 l 尚色

1-.主体の l二肘が木、ドに 71肘をな している 111去 lがtrt!í' 術部で '1' 9，とに I;I J か つ て Jft杭がìi~ くな っ ているのは

1-.1上によるためと考えられる。

タ11非施設はtttliのほぼ'1'央部かり去 1-ド約70cmから検出された It.lt 1-， q tの本li'il立非とみえて鉄鉱 山JJ1ft. 

ぴ(1 色粘|ニの検 11\によ り初めて~I\非施設と判断できた このため胤jffのイF伝は昨認できなかった。遺物は

2.3m x l.2mの範聞から11¥1こLた。鉄織の/1¥1:状iltは大まかに3プロ ック (A-C)に分かれている。このう

ちs.Cプロ ックは刃部が慨ね市阿JiI"Jに[IIJけられているが。 Aプロ yクは，t点にliljけられていた。l在JJは

切先を府凶に向けて鉄鍬Aプロ yクに隣筏してrnかれていた また鉄鎖やIfUJか匂やや距雌をmいてJJrが

やはり切っ先を沖J1'YにI;'Jけて11¥ 1している

ill併l向日I'Jには附九長ん形の I-)Ji(}毛制12.5mx ~J.告 II I.Om. i'1'さO.2m)は遺物の11¥ 1はみられなかったもの

の 11色粘上の/1¥I や形状かり茸l指 すると Ili~貰に係わる ~I\~~施 t没の可能刊 が"可 L 、

/1¥ 1 造物は崎正雄|から多 l止の L持が11¥1". Lている。附i止でいえば6-JJ附にかけてと なる。内科はW!!}

23品i 多祉の i師器郎 仙旬、愛小相 I:':(;~; からな っ ている これらの L~~はすべて人為的に!元東されたも

のと.1&'，われる。itllすべきは多)ti:の1'-1'，'1二持とれ製梓titidl『のイfイtである。これらは .-11t(t築造過粍に地鎖的な

祭配が執り行われた可能性を'J、唆すると lιわれる また ~I\ ~ド施設かりやや離れたI貫 正斜而の衣上 Ifi Fから

竹王が 1，((/H t L イl製模造品は岐li:の南側酔:却のやはりぷ ua卜から/1¥土しているが これらの泣物は~Il

非終[，直後にIJl打。1-.1こi立棄されたものが転治したものである可能tlがI"Jい。

坦l非施設から /1¥1:した鉄鍬は長 τ/'1形式のメJ部で長茎のものであった。}J部は長さ2.5cm-3cm 師 I cml~1

f査の1mに概ね収ま る。また脇快をイIするもの(J4 . 15 . 25 . 26)も少数みられ。これらは刃部が長さ5cm

幅1.5-2cmとやや大型である。iJLt状況からみると 多数の長 e 角形式と数本の脇扶をイjする鉄量産とを組み

合わせて loiIJ~~ されたようである。
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77 



二亡Iご 主当 二

5 

:ョコZJ

仁コE二に三三二

11 

定 二11二

《-
F ・一一 仁kT

~在コ一一

こιJ二ζじ二

〈コ二二仁 豆島二千 二

弓二三弓:ccIF二

<~ I __________ ¥ 

f - iー

78 

D 
ヒ

(1/2) 5cm 
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7号境白土遺物飯事表

番号 器犠 法量四 縄 監 i色調 怯存度 蝿 考

須恵器
口径 13.0 

器商 4ヲ |口縁部ナデご体部内外面lロクロ。 崎灰 口縁部~底部112
蓋

底径

土師器
口径 (J5.8J 

2 
耳

器高 <5.8> 体罰内外厨ナデz 黄総 ロ緑邸ー一体認¥4 内外蔚暗影 外面スス付着

底径

撞恵器
口径 (l2.4) 

口縁切開吋荷 (口樟部即位州
3 

董
器高 <5.0> 体邸内外面ロクロs 暗灰

部¥14 かっている
底径 11.4 

口径

4 
土防器

器高 <4.0> 胸部内外面へラナデ， 位 脚部片
高耳

底径

口径 月:部底部外面ヘヲナデ 内面ナ

コ
土獅器

器高 <6.0> デ 車 部 外 面 ナ デ 内面へラナ 明褐 坪部底部 部 郷郵l
高坪 111ま完存 裾部欠損 駒郡外面車彩

底径 デ=

口径

6 
土飯器

器高く6.0>
勾:部底部内外函ナデc 胸部外面

淡縞
/iI;坪 へラナデ、内面〈ラケズリ ロ 一部

車径

土師器
口径

7 器高 <72> 
高坪

底径
:/:.1)，轄部ナデ= 都

口径

8 
土師器

器高 <8.3> 
胸部外面へラナデ、内面ヘラケ

柄褐
高耳

底径
|ズ，}0 

口径

9 
土師器

器高 <8.4> 
胸部外面ヘラナデ、内福ヘラケ

協
高杯 ズリ。 裾都ナデ。 部

底径

土婿器
口径

耳部底認ナデc 胸鍛内外面ヘラ
器高 <10.0> 明褐 坪部下端部~駒郡 外面全体耳都内面赤影

高耳
底径

ナヂc

土師器
11 器高 <11.0> 部ア体部ナデ。腕部内外面ヘラ 明褐 坪部1"3 I海部l!4

高時
底径 c 

土師器
口径 (6.0) 

!口制ナデーベ 略褐12 
埼

霊長高 9.1 
デ、内面ナデ。 部完存

底径 42 

口径

13 
土鱒i!>

器高 <8.4> 腕部へラナデ.内面ナデマ 褐 体部~底部主存t哲
底径 4.8 

土師器
口径 06.4) 口縁部外面ヨコナデ、内問ナデ

14 
費

喜善高 <4.0> 4 口辺部外商へラナデ 内面ナ 総

底径 ブーE

土師器
口径 (19.6) 

口縁ーコナ デー|
u; 

聾
器高 <32> sデ口含辺部外面ヘラナデ 内面ナ褐 口縁~口辺部l!4 口縁部外国ヘラ暫き沈線

底径

土師器
口径

底辺郡li3 車部ほI!
16 器商 <3五〉 底辺部外面ヘラナデ、内函ナテ'0 栂

費
底径 8.0 

完存

土続器
口径

ローヨコナ叶 |淵17 器高 <22.0> 口縁部~瞬節1/4
聾

底径
腕部外面ヘラナデ、内面ナデ。

18 
土師器

口径
悼邸~底部はほ完存

器商 <1.5> 体部内外部へラナデc 褐
手f童

定径 3.0 
(ロ縁一部欠損)

口径
土師器

器高 <L9> 棒銀外面ナデ、内面ヘラナテ~ 褐 体部~底部1/4
手銀

底径 (4.4) 

土鈍器
口径

20 器高 <2.1> 体都内外面ナデ。 爾 体部l!4 底部113
手控

経後 (4.0) 
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帯4f 器純 itJi:叩 調 !:¥ 色調 11<: ({ 1.[ U臨

ー上師時
[ [ff. (，1.4 ) 

21 器A 3.0 1宇都内外l*iffili!i縦 尚
[ [柑紘一節 休部~

千山
1I'!:i't. 

成制[5 

t師器
[ [II 

22 F担
器向 <2.7> {本ilIl外1Mヘラ ナデ 内ifliナデ 淡悩 休部 -$ liS:郷ι イF

Ji(lf 6.0 

!ニ師出
[ ilI 62 

23 出向 3.0 体制外I而術劇~!、内的Iヘラ 光復 冊目
[i[主主形 [[[悼部一

H\~ 筋)
11);世 5.4 

1:師器
! 日華

24 
下tt 器商 <2.7> 体部外[f(jヘラナデ.内1Mナデ i先制 ほ辺f$-!JH必3，[ 

'I1王 5.6 
[IH: 

25 
i師器

器応 <3.0> 体鵠外[mlli:M!内面ヘラナデ 位』 休部、成郎[.[ 
Tor.i 

liS:Ui (6.OJ 

l師器
11托

26 
T~ rl~ 

出席 <2.2> i本部外Iftiヘラナデ、内{拘iナデ 怯} 体総-11);郎[，[ 

J~if. 5.6 

l'師時
11ft 5.'1 

11輔 -1((部はほ疋({
27 

手抑
器向 2.9 {本郎外的l術11ft{/!内泊1ヘラナデ ，"~\悩 (11総一部欠1111
九:<:H，4.2 

t師r; 1I!t 5.8 
は日正形 (11陪ー

28 
手作

器高 3.8 f与郎外山t1iJJ!i線、内的Iヘラナデ 晴樹
ilIl欠1111

IJt世 4.8 

i創出
[ ilI 6.6 

29 
l'州

器，17; 3.0 (宇部外耐IIi:ilWi内[fIIヘラナデ 制 [ [10-底的12 

底日 5.8 

」師器
U任

30 器向 <1.9> f宇部内外的1ナデ 附尚 底辺鰐~底部['1 干位
眼目 7.0 

t師器
[ l!f. (8.21 

31 
下位

器局 32 {宇都外[i!I街頭彼l内lfiiヘラナデ 淡怯』 11悼郎、応部1" 

IIH正 6.0 

t帥出
rli王 6.6 

32 2itl'1i <3.0> {宇都外的iH街頭痕l内1Mヘラナデ 時間
r rh¥-応部12 底部

lN 
底任 (5.0) 

1 5 

i師時
11出 (7.2) 

33 器向 3.0 体部内外刷ヘラナデ 能j 11輔~底部14 
手作

底t量 (6.01 

上師器
[1ft 

:レi 器商 <2.1> 体ilIl~~而へラナデ 内面ナデ 時制 lif辿郎1 4 .~部25
手作

底桂 (821 

D日 6.1 

35 
l師器

器自 4.4 f令部外的1術創鋭、内凶iヘラナデ 持込
11柑 ~3 " 体部-Jif:11間6.1x 4.6 (i1iつ]

r~ rll 
庇t王 '1.6 

郷nニ1I

111王 6.i 
36 

i師器
出向 '1.8 体節外出!術11ft{/!‘内耐ヘラナデ 尚

[ 110-(宇都3" li!:.部
下位

底桂 5.0 
~(r-

t師器
111王 (7.41 

37 器高 1.5 体郎外断術顕~í 内凶1ヘラナデ 時間
口組一部 体鰯~底

T~N 
底t王 (4.01 

部14 

上師器
11ft 

38 器商 <4.9> (~$内外側ヘラナデ 淡慢4 休部14 
H'l 

ほiI

t師器
11ft 

39 器向 <3.0> 体部外t国街頭t庭、内而ナデ 淡制 [-[砧郎~体郷片
T'位

/J'!:{予
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書サ 祖甑 出 量 依存度 繍 考

'0 
t製品

四f?G 3.&m 外世 1.3cm 11(量 5.5g 孔世(O.4c副
符玉

.1 
<i製品

民き 4.9<園外控 12<阻 ~'l量 12.3g 孔桂(O.4CIII)
菅 E

42 
.fi製品

同f?R 4.&:m 岨 '1.0四 閉さ1.6<皿11(量 38.5g 4耐健川
砥石

43 
1i 

長き 4.2cm 幅 3.5<固昭さ 2.&国車畳 22.4g
畦石

.4 
1i 

間作品 11.5cm 岨 3.4c聞 1'1'き 2，5cm 彼量 1 48.6g 
不明

45 石割償遺品 外在 2.lx2.(岡市さ 02四 重量1.9g iL 2倒アリ (0.I5cm1

46 布製慣遺品 外rt2.1 x 1.7cID l'1-き 0.3四重量 2.5. イL2倒アリ 10.2<副

'17 ii製機遺品 外11 2.6x 2.6<困 l早さ O.3cm 放置 4.3g 孔 2醐アリ (0.15c田}

'18 
石製根遺品

問符n 3.3)( 1.4cID Jg.さ 0.3四重量t2.8. 孔 11国アリ<O.I5c副
鍵 '

7号1ft(主体師)/l¥t置物阻ま議丘

骨号 機聞 法 量 依存度 鋼 ~ 
鉄liI品

処1fCo 82叩岨 O.7c岡原 き O.4c銅賞匝量 7.7g
鉄器

2 
既製品

同ii民 12.&聞帽l.2cm /ff.き O.J5cm 可<11; 23.10 
直刀

3 
位製品

四存民 7.9cm 幅 0.9cm IVき O.4CIII ifi:量 8.5g
院圏直

4 
位製品

四千f民 112<聞 幅 O.7cm 1'1-き 0.$ラC聞 ro【量 13.0.
民自儀

5 
n製品

[刃}同存民 6.&0 岨 l.l田 原さ 0.35<0 .， lI: 6.4. 
民自伝

{嗣}間作民 7.5cm岨 0.5<岡 17き 0.35<鳳重量 6.9.

6 
鉄拠品

同存n 42四幅 1.3cm 1'1き 02cm 司~. 5.5. 
鉄繊

7 
最製品

{刀)蝿<<-H: 3.3cm幅 Uk園 昭さ O.3cm 電量 2.7g
陸踊底

(柄) 間存!~ 6.lcm 幅削団原き O.35cm 量量 6.0g

8 
位製品

四ff.N: iO.Scm 岨は四 1'1さ 0.35<酒量量 8.9.
鉄鉱

9 
並製品

(刃)岨f.f.O: 4.Jcm 帽 0.&. 1'1さ 0.35<回 電量 3.7.
肱S依

(柄)間存民 2，5cm 帽 O.7c回 申さ OA5c悶 1'. 1.2. 

10 
鉄製品 時存民 IO.6cm 岨 l.2cmυ~ ) 0.55cm (柄) l引き 0.3<園(刀) O.4cm (嗣) 軍

院銀 量 9.9.

11 
住製品

間作n 6.9<:固岨 O.Scm 障さ 0.45cm 重量 42.
院銀

12 
怯製品 同作民 8.7叩岨1.4叩(jJ) 0.&回{柄) l草さ 025c固 {月) O.4c皿 (柄) 重

世銀 量 9.0.

13 
E来型品

(jJ)蝿存民 7.4恒輔l.Ic皿 1'1さ O.35cm 重量 7.9g
民a肱

(柄)妓存N: 4.Ocm 岨 0.5c湖 1'1き O.45cm 量量 1.5g 

14 
肱製品

υ').1)間存O: 3.3cm 幅 l.lc圃 T'/.さ 0.4clI 重量 3.9.
酷厳

(月ー2) 冊存民 4.9<周岨 O.8cm 甲~ 0.5cm重量 4.lg

(柄)残存民1.9cm岨 O.4cm 車さ 0.3<困量量 0.3.
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番号 岨闇 法 量 依存度 備 ~ 

15 
既製品

揖存民 7.&湖幅1.4四 J'lき 0.4団 m量 8.60
肱厳

16 
民製品

(刃}残存畳 7.0四幅1.7個 師き 0.35c羽 Js.l!:: 7.5g 
民餓

{柄) 間存~ 1O.Ocm 輯 0.7clII 1.'1-さ aぉc. 軍最 11.1g 

17 
島製品

四存JX 25.lc田幅1.7cIII 厚さ O.6cm 電量 75.6.
直刀

18 
鮭製品

間1.f.H: 3.6cm 幅 O.6cm J.早さ O.6cm 'ift量 'l.2g 
位鰍

19 
世襲品

間存民 4.5c四岨 O.6cm f7.さ 0.45c岡市量 4.6g
鉄徹

初
量制品

同イ'{-R 6.2cIII 岨 0.&岡原さ 0.251.:111 1RI: 5.2g 
鉄鋼鹿

21 
融担品

間存民 6.lcm 幅 0'&. 原さ 0.45c冒日11量 6.9.
民自民

22 
鉄製品

四r?R- 5.3cm 幅 0.9四席~ 0.5cm量量 5.0.
民自腹

23 
位製品

時存民 7.7四輯 0.&酒 ''1さ 05cm重量 7.8g
院a匝

剖
肱製品

時存民8.8叩幅1.4cm J!lさ O.'lCIII 重量 8.9.
位厳

25 
酷製品

時存民 10.Oc四幅日cm I1事き OA5cm 量Il 11.6. 
鉄組

26 
民製品

間存民 lLOcm 帽 1.4cIII I早さ 0.3c田唯M: 9.8. 
鉄融

幻
鉄製品

政存R- IO.3cm 岨 O.9cm 閉さ O.35cm 重量 10.8. 
民自依

28 
民製品

同存O: 9.6c:m 岨 0.&園町き 0.35c固.'ir!量1O.7g
陸鎗

29 
院副品

時存f! 13.9cm幅 0.7cIII I早さ O.4c固抵監 13.3. 
鉄鉱

却
酷製品 四lf..G: 7.4cIII 幅 0.7cIII(JJ) 0.&111 (柄) i早さ 0.2c. (})) 0.4c聞 (柄} 重量

鉄鉱 6.2g 

31 
位製品 間存長 II.Ocm 幅 0.9四 〈刃) 0.&. (柄) 原さ 0.25c.(刃) O.4CIII (嗣} 重

陸銀 量叩00

32 
鉄製品 同作民 12.Ocm 幅 0.7四{刃) o.sc. (柄} 躍さ O.45c園 (刃) O.4cm (柄} 明匝

位量 量 13.9.

33 
民銀品

(刃) 同存 1~ 3.7咽幅I.Oc岡原き 0.35c固茸量 3.40
民量

(柄) 問符~ lO2cm 幅 0.&. 原き O.4ScIll 電量8.5g

丘3



8号墳

調査区南西部付近にf立鐙する。道機の全体の約2分のl程度が調査区外にかかる。墳丘が残存している o

規模は残存する境丘が東西幸!'Jll.3m 南北約14m 高さ約4mを測る。外周からは東西約50m. 南北約32m

(現状)を測る。周櫛は上辺で4.55m-4.30m.底辺で3.95m-1.55m.深さO.3m. r人j周で上辺で3.30m-

1.60m. 底辺でO.70m-2.20m.深きO.6m 外周と内周の|羽は4.02m-2.50mを測る o tt!形は確認調査i侍の状

況では後世の自11平により方形と思われたが 本調査による周溝の検出により二重に周波を巡らす円t~と判明

した(隣接する未調査区内に前方昔日の周i非が存在する可能性もあるが ここでは仮に円墳としておく )。 残

存する漬丘は.裾gllから周溝までの距離が北側で約7m 西側と東側で各約9mとなってお円。後世の大規模

な自11平を受けている。また南側，;t急践となっていることからも削平の激しさが伺われる。

主量葬施設は検出きれなかった。調査時点において少なくとも墳丘，あるいは噴丘と周溝の|習には残存して

いなかった。

墳丘の築成は削平により盛土過程のすべてをあきらかにはできないが.断面図の観察により可能な限りの

復元を試みる。まず旧表土直ょにj調講掘削によると思われるロームプロ ック主体層を水平に積んでおり。こ

れが盛土の基盤熔であるとみられる。次に墳丘企画の中心部に黒色土主体層を小丘状に盛り上げた後。この

小丘に向かつてーこれも周溝の』罰則によると怠われるロームプロック主体廓による土手状の盛土を築いてい

る。さらにこの土手状盛土を足がかりに小丘にむけてローム主体層とi碕褐色土を1I層に積み上げて，ノj、丘が

複い隠された時点で盛土作業は一旦区切りを迎える 。 ここから再びローム主体層 (2度目の~土基盤層つ)

を盛った後.墳丘中央部に黒色土による小丘?を造り.これを覆っていくように蒋ぴ盛土して墳丘を完成さ

せている。この時点では中央に向けてやや窪む略水平面が築かれており ，さらにこの窪みを埋めながら墳頂

部を盛り上げ境丘を完成させてしゅ。以上の復元案によれば，大きく分けて 2段階の墳丘築造工程が想定で

きる。第l段階は，一般的な積丘高2m程度の境丘を築くのと同じ工程であり.第2工程は第 l工穫と同じ工

程を繰り返している。結局. 3mを超える墳丘の潟さは.たとえるなら古墳を縦に 2つ重ねることによって

作り出されている。

出土造物(第57図~第65図) は埴輪，土師{{~.石製品.鉄製品等である。

埴輸は内局 ・外周とも出土している。ほとんどが磁土上層からの出土で， ぬ71をのぞいて胴中位から下端部

の破片がすべてであったといっても過言ではない。出土状況から縫測すると，埴輸は比較的最近まで墳丘裾

部や内周と外周の聞に原位置をとと@めていたと考えられるが。後世の削平によりほとんどが土砂とともに消

失 し 周1枠内に転落した僧体の下半音fSのみがようやく残存していたと考えられる。種類は円筒地輸がほとん

どであると考えられるが，朝顔形域 (Nol)を思わせる倒体もみられる。また形象埴輪片も多くみられ.No 

24-No33 (内J謁).ぬ52・55・56(外周)は形象埴輸の一部と思われるが，全体を復元できる個体は存在せ

ず.器種は不明といわざるをえない。

土器はほとんどが墳丘盛土内からの出土である。土師器は受，鉢.釜，高均'.小型雪量，ノ!、型務台.須恵昔話は

き盟片がみられる。このほかに石製品では管玉片.石製模遺品(有孔円盤)が出土し軽石もみられる。出土

層伎は墳丘築造の第一工税の盛土内に概ね収まる。このため 7号墳のケースと同様に地鎖的行為の可能性も

想定しなければならないが.本墳の場合は周泌が多くの竪穴式住居を敵機しており，その際.遺物の混入さ

れた覆土の可能性も考慮しなければならない。
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8 号3町内閣i~出土遺物制務災

番号 器樋 法量 '" 開lI! 色調 依 存 度 備事

相鎗
n!l 

~$~Hfü ケ1] (，テハケ)
|刷郎|器商 <7.3> 明悩

阿筒lIJ鎗 デ

2 
組鎗

<7.5> 胴部外面ハケ 11 (.テハケ}
明尚 I!胸部

円問JiI・6
耳石ー

内面ナデ.

lIJ・6
D!l 

胴節外面ハケ目 {タテハケ}
3 l器高 <10.6> 匹尚 刷部 鍋忠世

内筒埴鎗
嵯桂 一

内面ナデ.

組鎗
|口控

刷節外面ハケ目 (タテハケ1• 
IJIl:辺鯨4 |器商 <12.0> 瑚l悩

円筒拘置給'

信号 : 
内面ナヂ.

刷部外面ハケ目"テハケ)
5 

埴鎗 官官τ百五r 灰働 |刷総 Yi!ll胃
円筒埴給

直宮
内面ナデ。

コ桂 ー
刷部外面ハケ日 (タテハケ)

|刷師6 円埴筒埴鎗If; 幅瓦三両> 吻l尚
1.存続

内面ナデ。

嶋 巨同~底3量さ高ttE iE 

|酬附同ハケ円(タテハケ)、
|刷都7 円簡単給 <8.5> 内面ナデ.

IVI糊

|刷内而郎外ナデ面.ハケ目 (タテハケ)8 円h間a埴給給 一器一高 <12.5> ゆl尚 |刷飾

底佳 一

品官三
|刷都外面ハケ日{タテハケ}

|酬9 ~I尚
内面ナデ.

相鎗 |刷内部面外耐ケ1.1(タ川} |胴師10 明"。円筒埴鎗 ナデ。

埴If;
口径

J、ヶ日(タテハケ)
11 庖五つ5.5> 明精油 Ir;γ 

円筒埴給
厄 I主1百五

ヲ面ナデ。

埴鎗
日程 一

t而ハケ~ (タテハケ)
|附12 器商 <3.5> 

阿筒埴鎗
イI:;?)

13 
lIJ鎗

口得 (〈13295〉1 

ハケ目(タテハケ)
|附

|。
門間埴鎗

司部外面ハケ目 (タテハケ)
14 h直~_ H吾高 <4.7> l吻l絢

門間拘置鎗 口語
佳 00.61

'0 

lIJ給 日露
佳 一

ト聞ハケ目 {タ テハケ} |州15 高 〈且日〉
円情埴鎗 厄

怪 (9.71
， 0 

組If; 日露
佳一

~~面ハケ日 ( タテハケ} |州16 高 <17.5>
円筒lIJ・6

|底桂 (11.61

埴鎗
口桂

ケ目 (タテハケ}‘
|明尚 |帥17 1.，.高 <17>

円間拘置給
1""1事 /lq

18 
埴鎗

<65> 
ケ目 (.テハケ)、

|明糊 |底部l可筒拘置鎗
23.6 

' 0 

ロ律 ー
ケ目 (タテハケ)‘

19 
埴・6 高官τ百五> |砂崩 |底部

円筒埴給
医1王寸疋百

デ.

口桂

却 h直鎗 層l <5.3> |剛尚 |蜘片 |側責
厄盃

M 



番号 器値 佳 量 咽 自問 量 色" 依存度 傭~

ロ怪 ー

21 liI!la 器商 <5.3> 

底桂 一

|附 補給片

22 ~旧器a口E桂径桂商 <6.一-一0> 
明糊 相鎗片

23 線・6 器高 25 |酬 相鎗片

雇E桂

組Ia
口桂 一

24 明絢 形象埴鎗片

お 量拘置鎗
1>...埴鎗 <7.8> 明鮒 形象拘置給片

崎直信
日笹

話
車...1直鎗

器高 <72> 灰明尚 口輔鶴片 現車置

底桂 一

h直Ia
ロ怪

'n 
形....直鎗

lli高 <7.8> 明樋 底徳片

|底匝 ー

当直鎗
日程 ー

盟
l>"'liI!鎗

llill 叫 1> l明網 形"'liI!・S片
|忠臣 ー

拘置鎗
庄一

外面節句Hき 内面ナデ四
形象拘置鎗

器商 <5.4> 明楢 刷偲片

底僅

組鎗
】 桂 一

却
1>...拘置給 I器隆高径 <10一12> 

I~rjj鋳り付さ・内面ナデ l明欄 閉館片

相鎗
口世

i 外面'‘ ~Hさ、内面ナデ31 
車...犠・elli高 <9.0> 明欄 割郷片

|際世

崎直・8
口佳 ー

担
1>....直鎗

<7.0> リー内面ナデ 明樋 胴B¥¥片

組Ia
33 

車象祖給
<11.5> m リ.内面ナデ 明綱 廟郎片

|庭健

liI!鎗
口佳

34 
円摘績給

|器高 <6.4> 
ケ自{タテハケ)

明褐 胴$片

底怪

組鎗
コ桂 ー

35 
円筒崎直鎗

器商 <10.0>
ケ目 Lタテハケ} |附 刷B¥¥片

底桂 ー
， 0 

崎直・6
口桂 ー

高
円筒埴鎗

〈且2>
ケ目{タテハケ)

明禍 刷B¥¥片

荷車鎗:r; 
円筒埴鎗 偉土

ケ目{タテハケ)、
明倒 胴邸片

土箇器 ヨコナデ、内面ヘラナ
38 

高坪
器商 <7.0> 赤鰯 関節~揖侮14 

'0 

覇軍器
宝 ー

却
葺

<10.0> .'"萩「 内面ナヂ. 鼎縄 日韓部片

覇軍器
圭

40 量高 <5.5> l一&時ロ ロクロ.口辺部外面タタI
壷

ま径 一
.内面ナデ.

口辺郷片

97 



法 量 依 If 度 備~

民~ 16.7cm 幅 4.3cm昭さ 02叩 重 量 244.3g 4面舵朋

間存Jf 4.3cm 帽 1.&掴 l~ き O.2cm 電車 7.lg 

8.J}J.R外周溝出土遺物観祭占

3寄サ 器機 法量 cm 調整 色調 依 存 度 慣~

h直鎗
1田一

引"ト剛ハケ 11 (タテハケ)
43 |器商 〈且1> 1"1糊 刷鮪

円間相鎗
|臨世 ー

. 
組緒

口世 ー
面ハケ日 (タテハケ)

''1絢 刷舗44 器商 <5.5> 
円間相・6

liI・s e ト聞ハケ日 (タテハケ)
45 <7.5> "1制

門間植鎗
(9.3) 

。

組・6
口桂

明 E ト聞ハケ目 (タテハケ}
明例措46 1器商 <4.0> 叩底書事

円筒埴鎗
|底世 01.3) 

。

埴鎗
日程 ー

ハケ日 {タテハケ}、
"1尚47 

円筒祖給
<5.0> 

00.8) 
。

h直鎗 ハケ日 {タテハケ)
48 <4.0> 明尚 雌鍬1/6円筒嶋鎗 |器 デ

|底桂 05.8) 

均E鎗
日程

J、ヶ日 {タテハケ}
49 

門間植給
|器商 <5.5> 

h百デ。 "1尚 同，叩底部

|底世 01.0) 

相E鎗
日監

L而ハケ 11 (タテハケ}‘
明拠地 刷締開

円筒埴給
<5.6> 

デ。
12且

51 liI給 <5.2> 明縄訪

底怪

相~
コ住

明縄訪52 車縁組鎗 器肩 <10.1> 地鎗片

底桂 一

崎直鎗
U世 ー

刷節外而ハケ目 (タテハケ)
明縄53 円筒埴鎗 器商 <8.0> 内面ナデ。

胴鱗片

埴鎗 憾Hげ|唖1量f世高世E 〈laーー2> 54 明制 胴郷H

55 嶋監 -!fjtl!埴鎗 12 明倒

組鎗
口世

日
形象岨~

器高 <1.7> 明禍

底桂

口佳

57 組鎗 器誕 <2.3> 明倒

|底桂 ー

土師器
口桂

I~錦外面ヘラナデ‘内面ヘラ先 明悩58 
荷停

器高 <4.0> 脚部上部

土師器 郎外面ヘラナデ内面へラ先
59 <5.0> 明尚 脚部上飾a司郎

土師器 部外面ヨコナデ内面へラ先
国 〈邑0> ;ff.倒 脚!!I上!!I

高耳

98 



番号 器檀 法量四 圃 置 色調 依存度

"・
考

上師器
口径

脚節外面ヘラナデ、内面へラ先
61 器高 〈亘，> 吻l尚 脚廊

高時
反E桂

4質

上師器
口怪

62 器高 <1五〉 体陣内外面倒顕1II ゆl泌 底辺郎~底部， 5 
下位

底世 3.0 

上師器
U佳 5.8 

63 器商 2.8 体郎内外面術甑1II 切l糊 体節12 底部23 
下位

底世 3.8 

上師器
円世 (5.7) 

刷 器商 2.8 <<>織内外面指顕縦 ゆl糊 日韓~隆徳13 
下位

底世 ('.0) 

骨号 機甑 法 量 依存贋 鋼 If 

65 
t製品

同7i民 2.0Cm外径I.lcm 叩き 0.2四 重 量 2.5g 孔怪0.4叩
上蝿

品
石恒品

同riU 4]，四幅 3.4畑町き 1.3c・亜量 321. 5副使間
III石

67 
石

揖liU 5.1cm 幅 2.5cm l7-さ 1.8cm 草量 60. 
慣石

曲
鉄製品

間停民 32佃幅 0.4四f7.さ 0.3<嗣 策量 28.
釘

69 
肱製品

間移民 3.8cm帽 0.4叩仰さ 0.3佃 量量 2.60
'1 

70 
蝕劉品

間作.G 4.2c1ll 帽 0.3<皿 l草き O.3cm 重1: 2.3. 
'1 

8サ'n盛上111土壇初制暗ま

71 組III 外面タテハケ.内面ハケ H

72 1 lil・s 外iIiタテハケ.内面ナデ

拘置鎗

73 1 円'首相給 <3.6> 外面タテハケ.内副ナヂ

lil給
74 1 円筒組倫 |器高 <82> |外面タテハケ 内循ナデ

峨鎗
75 1 円筒埴鎗 |器商 <13.8> |外面タテハケ.内而ナデ

lil・s76 1 門間hE，el器高 <9.1> |外面タ テハケ、内耐ナデ

h直鎗
n l 内問h直鎗 |器高 <4.5> |外面タテハケ、内面ナデ. |明尚 |底辺部~底部iノ4

lil鎗
78 1 ドl筒組鎗

拘置鎗
円筒拘置鎗 |器商 <19.1> |外面タテハケ 内面ナデ.

曲 lil循|
円筒lil・e器商 <4.5> |外面タテハケ 内面ナデ |明褐 |底辺部~車部1/8

虫9



書サ 器岨 法量 c固 調 整 色鋼 世存 Ji: 備 Jt

植鎗 口桂 ー
|外面タテハヶ、内面ナデー 刷機81 器高 <19.9> 刷酷~底飾

円筒拘置鎗 旧l底凪器I佳世高圭
組倫

|外面タ テハヶ、 内面ナデ. 母l地82 
円筒嶋給 (〈38a3O〉) 

嵯偲

83 
埴鎗 口世 ー

|外面タ テハケ、内面ナデ。 明則 |圃盤 lIl:世11.3x12.3cm (亜つ)

寵孟相鎗
1外面タテハケ、内面ナデ。 刑制制 刷続~取締ほ{ま定作 底径10.0x 12.3cm (壷つ)

円筒埴幅

埴鎗 口世 14.8
外面タテハケ、内面ナデ。 淡'VJ尚85 器商 <272> 胴綿~底係

門間拘置給 底旧|凪器怪径世商 112 

届
埴鎗

明剥醇a農相給 <7.7> 

I/l給
口世

'"制87 

書88 
拘置給

'VJ鮒形象継総 8.1 

89 土銃器 器商 <4.0> ι ヂ.庇郁ミガキ. 明尚 耳$1/3
高時 |底佳

土師器
口怪 04.31 

も面ナデ. 樹 |柑113回
高時

<5.7> 

土師器
91 

器台
|器商 <5.8> デ、内面ハケ目。 明悩 |脚部~蜘 2側穴アリ

|底桂 05.01 

土師器
口桂 一

。而デ. -J(働92 
高t不

L高 <4.9> 時都内口揖Jt

上師器
16.81 

93 
器台

7.9 門 汁凶 目. 賞縄過 | 柑 凶 附ν
|底佳 11.0 

土師器
口桂 ー

"袖百一 ラケズリ後ミガキ. 亦尚 |底口部側完存州 時94 |器商 <5.8> 
JJt 

|底世 3~ 
デ.

土師器
08.61 

95 
鉢

<7.5> 4面J 目、内面ナデ. 働淡明拠品 口融~胴上郷116

士郎器
112 

同 <8.4> |外面ヨコナヂ・内面ナデ. 褐 日韓~胴上部3/4 外面タール状付婿物7') 
費

調車器
コ佳

97 器 <7.6> 外面タタキ目、内面ナデ. 灰尚 日韓徳 日夜拭宜アリ
聖

底宝一

土師器
宝 06.41 口縁係外面ヨコナデ陸ミガキ.

褐明楢
日韓錦 1/3 胴上前

98 器商 <15.8> 胴部外面ヘラケズリ陸ミガキ、
費

底怪 内閲 ミガキ.
1/4 

四
須2器陸空

外面櫨杭文.内而ナデ. 期尚 ロ輯郁片

lω 



昏号 園町 法 量 Il氏毎度 備 ~ 

l凹 胸器
間存.a JO.6cm 岨虫9c岡昭き 2.1cm 1<量 235.50

不明品

101 
石製品

四1f.!A 4.lcm 帽 2.7cm 早さ L4cm 重量 21.30 3面使JU
砥石

102 
石

長さ 2.9四幅 3.Ocm聞きl.&m 重量 5.50
軽石

103 
石

畏~ 3.1cm 岨 3.Ocm 閉さ 2.1cm 量量 2.7g
畦石

104 
鉄製品

畏さ 3.5<:皿帽 4.4c田 原 さ O.5cm 重量 11.8g
わん醇浮

J(路 石製構造品 長さ 2.9cm 帽 3.lcm 厚き O.5cm 重量 7.50 孔2倒アリ ωl団)

I価 石製慣遺品 畏き 3.1c悶岨 30c回 i事き 0.4佃重量 6.00 孔2悩アリ (O.lcm)

107 
石製品

照平?/l， 42佃幅 1.4cIII 妓存瞭 O.4cm 重量 3.90智玉

8号明その他出土壇物副察袋

骨号 器橿 法量 ，. 掴 藍 色調 依存度 備 J! 

ロ桂

108 
岨鎗

器高 <11.2>
外面ハケ目 {タテハケ}‘内面

~1 1Il 底辺締~底鏑
円筒埴鎗 ナデ.

底桂 10.0 

土師器
口怪 (52) 

口雄総外面ヨコハケ。口辺鶴外
l凹 器高 <42> 明絢 口融鰍112

聾
底怪

而タテハケ、内面組いハケ，

土師器
口桂 06.6) 

口融部外面ヨコハケ、内面タテ
110 

聾
器商 <4.0> 

ハケ。
絢 日韓錦片

庇世

土師器
日程

111 
豊片

器高 明糊

底世

土師器
日程

112 
量片

器高 明補 日韓鱗片

底僅

土師器
ロ桂

113 
壷片

器商 制 刷師片

庇桂

土師器
口佳

114 器商 <2.0> 外面指副IJ{.内面ナデ. 出総 口融錦k担i
ミニチュア

底佳 2.6 

骨号 櫨顕 佳 量 依存度 備 少， 

115 
石

亜き 1.6c皿幅 2.3cm原さ 1.4cm 亜量1.50
畦石

116 
石

長さ~9c.岨 3.3<:固厚き 2.3<:田 重量 5.00
軽石

117 石 担存長 7.Ocm 幅 4.5<:. l~ き 390m 重量 169.40 

118 
石

長さ 6.lc羽幅 42cm l¥!さ 3.3cm 重量 81.80
石英

119 石 同存!A 12.Ocm 幅 6.&:m 厚さ 3.Ocsl 重量 421.7g

120 
飲製品

残存畳 6.4四幅 2.9cm 早さ O.lcm 重量 16.10
不明品

間存畏 8.5<:皿 幅 2.3cm障さ 0.1四重量氾40

101 



K -0 1 1号

湖査区南東部付近に位位する。調査区域の表土はぎ終了後.遺構確認、而であるローム上前に周溝のみが検

出された。したがって噴丘は後世の削平により消失Lたものと考えられる。

墳形は周梢の形態から円tnであったものと思われる。規模は墳丘部分で点西18m 周溝を含めて25m. 南北

18.5m.周滑を含めて23.8mを測る。閥溝は上辺で6m-2.30m. 底辺で4.40m-¥.oom 深さ0.7m-0.3mを

測る。

周溝は月間丘側では上場 下場ともほぼ円形に盤形されているのに比して，外側は不艶形であり特に南東部で

は大きく外に狼り出す部分もみられる。一見すると遊山部の突出に伴うようにも見えるが。 I貫丘側には痕跡

はみられない。断面は緩やかなU字形である。

主体的な主主務施設は噴丘部に存イ工したとみられ 残存していなかったものの。周構内には従属的な担葬施

設が6基検出された。これらの土坑は KD -002に鉄鎌が日1)葬されていた程度で 他の土坑からは造物の出

土はみられなかった。しかし土防を観察すると すべての土坑が周構の主な地獄土帽である黒色土を主体と

しなおかつ類似した形態と規模であることから K D -002と問機に市tnに伴う埋葬施設と判断した。K

D -00 1は東側の周溝の外縁に存在する。形状は隅九長li形でやや不整形である。長軸1.8mX短軸0.8m.

深さ0.6mを測る。遺物は出土しなかった。 KD -002は南側の周溝の内縁に存在する。形状は隅;!L長方形

で 規模は長軸2.3mX短軸l.Im 深さ0.501を測る。/1l土遺物は鉄鉱が2点 (Nn16. 17)であった。 KD-

003は南凶側の周溝の外縁に存在する。規模は長軸¥.28mX短軸0.701 深さ0.301を掛1)る。 KD -004は北西

側の周樽の内縁に存在する。規模は長軸2.13mX短軸0.701 深さ0.501を測る。遺物は出土しなかった。K

D -005は東側の周構の内縁に存在する。規模は長紬1.30mX短軸0.63m 深さ0.101を測る。遺物は/1.¥土し

なかった。KD-006は南側のJtii悼の外縁に存在する。規伎は長軸2.42mX短軸0.9801 深さ0.4801を測る。

遺物は出土しなかった。

なお 墳丘の内側にみられる不整方形の周溝状の遺構は プラン確認当初は二重周械の内側の問機とも見え

たが精査により北京コーナ一部分がK-0 1 1号の周携を切っており。古噴とは別の後世のili榊と判明し

た。東西11m. 潤泌を含めて13m 南北9.201 周溝を含めて12mを測る。周構は上辺で¥.5m-0.6m 底辺

で1.0m-0.2m 深さO.lmを測る。遺物は出土しなかった。

K -012号

調査区南部に位置する。調査区成の表土はぎ終了後 遺術確認而であるローム上部に周溝のみが検出され

た。 したがってtn丘は後世の商1)平により消失したものと考えられる。また遺憎の約2分の1(円tJ'tと怨定した

場合で 南半分)は湖査区域外に存在すると思われる。

墳形は周溝の形態から円噴であったものと思われる。規模は墳丘部分で東西17m 周溝を含めて20.6m 南

北 (6.9)m. 周溝を含めて (8.7)mを測る。周溝は上辺で4.5m-1.7m.底辺で2.9m-0.7m. 深さ0.501を

測る。

境丘はほぼ正円形であるが 周構外縁はやや不整形であり東側調査区際で広がっていく機相を見せる。周

溝覆土は繰色土を主体とする自然堆積であった。

境丘内部には K-01 1号と同様に円形の周溝状の遺構がみられるが.磁土は暗褐色土府を主体とするもの

で後位の所産であろう。東西4.2m. 周溝を含めて7m. 南北2.4m. 周溝を含めて3.701を測る。周溝は上辺

で2m-0.7m. 底辺で0.8m-0.3m 深さ0.401を出1)る。造物は出土しなかった。

102 



;ァ。
" 叫

~. ，・

@ 

"""三

.~調

."・2

"岨

C 

第師団 K.() Il~}災測 III

O 、
"‘' 

、

" 

。"""

.~臼

103-104 
(111∞} 

.，・"



トー K心11号

K-Q 1 1 土居観明 (A-A') 
，. .色 ローム稔少量

2 晴褐色ローム勉 ロームプロ γ ク少畳
3 奈縄色ローム抱1>.

-→ 主ι 一旦35α抽m

K-Q 1 1 土膚餓明 (8-8') 
S 風色 ロームね少量

2 黒褐色ローム勉1>.
3 黒褐色 ロームね布陣後り状

B' 

4 県婦色 ロ ムブロソク少.

5 鳳燭色 ロームu爾降り紋

6 褐色 ローム租少E

.. ・褐色 ロム泊多量 ロムブロ γ ク少E
5. l医綱色ロームね少量

7 槍燭色 ロームね多量
6. .褐色 ローム阻電降り状 ロームプロ Jク少量

---s;. 34.8凹m
内局 外局

c ~34 .8凹m

K-O 1 1 土膚鋭明 (c-c' )内周 K-O 11 土居股明 (C-c' )外局 K-Q 1 1 土眉股明 (0-0' ) 

1 茶褐色ローム組少量1 暗褐色ローム位指降り状 1. .色 ローム松精降り状ロームプロ yク少量
2 鎗褐色口ームブロ ック電降り状 2 明褐色ローム治 ロームブロ yク沼降リ状

3. .褐色 ローム総少.

2 風色 ロム租少.
3 黒色 ロムプロ ック多量

4 
E 

~34.5凹m

K-Q 1 1 土膚臨明 (KO凹 11
1.廃褐色 ロ ム租少量

2. .渇色ローム抱適当量

3 崎褐色 ロームプロ γ ク多2
. • .色 ローム租稽降り状

o (1/40) 

d 綱色 ロ ム 往多E
5 豪樋色ロム粒少量

E 

E 

KD-OOl 

2m 
s 

。

4 茶褐色ロームブロック多量

5 晴褐色ロームプロック多量

(1ハ∞)

A 
F 

ー..L34.3∞m

K-Q 1 1 土'鋭明 (KO∞2)
1 風色 ローム粒適当. ロームブロック少量

2. l廃綱色ロームプロック11降り状

3 織渇色ロームブロック違当量
4 鳳燭色ロームブロック多量

5 奈褐色ロ ムブロ ック多量

第67図 K-Oll号断面図 K-Oll号内 (KD-OOl・∞2)実祖IJ図

0' 

5m 

F 

F' 

KD-002 
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K-Oll-t}lilニiニ;t物観照表

番号 器檀 I 怯.皿 簡藍 色鯛 依存度 備考

土塙師器 旧l旧辰陛鹿三旦桂世後一 II 
司岨盤 コナデ.体陣外面へラ

|制
口雄~体節3/4 脱却

iラ先l/!アリ
ナデ、内面ナヂ. 完存

脚ズ冊リ。外国ヘラナデ、内面ヘラケ 明尚
蜘2 土師器 器3 叫 7> 脚鱗片

高杯 底佳

土師器
日程 ー

ら幽ヘラナデ、内面ヘラケ
惨i尚 |剛片 脚鱗外面魂蒋3 器事 <7.4> 

高時
.11J 

ズリ.

口僅
|開ズ柿リ.外聞ヘラナデω 内面ヘラケ

|明尚 |脚部片
ヨZき 戸郵土師器 層面三百五4 

前耳
幅蚕 τ 

土師器
口世 16.2 

吋話デ. |附 1..館内Z "M 祐一ニk税5 
高坪

|器商 <7.1> 
|旋律 一

III 8.8 
明織6 

土師器
|器商 8.7 門円山デ. 1111完昨

柑
厄亙 2.4 

土師器
日程 16.0 

ヨコナデ、内面ナデ.馴
巨樹|器潟 <7.5> 口悼徳~刷師7 

聾 -フナデ.
l底佳 ー

26 

|尚 |完串
土師器

2C ナヂ. 外面i且施アリ8 
手控

口 2.6 

|尚 |完車
土師器 層面三盃 ナデ.9 
手担

|底桂

土師器
口珪 2.6 

a百

|機 |完車10 出荷 2.1 ナヂ、内面ナデ.
手提

14 

II 
土師器

<1.7> 向外面ナデ. 絢 口雄鰯欠nt
手控

極亙ー
l世 5.6 l完H 再存 仰川底飼12 

土師器 I器高 2.4 外面ヘラナデ.内面ナデ. 剣
手控

|車世 2.6 

土師器
11圭ー

13 |器商 〈 2> 外面指顕疲.内面ナデ. 側 体節~成脅1112
手短

直徳

口径

14 
土師器

器高 内面1へラケズリ， 制 1111完形 外而給手責みl/!アリ
手控

底桂 5.4 

番号 瞳曹 佳 量 T 依存度 繍 考

15 
最製品

四存甚1O.6cm 帽 は咽1'1-さ 025cm重量 14.1g
刀干

16 
政担品

残存長虫9c皿幅 0.9cm軍き 0.2cm重量 4.9g
刀子

17 
最製品

間存畳 3.lc岡幅 I.(km 車き O.lcm 重量 2.5g (刃.1)
刀子

院存亜 5.lcm 帽 O.5cm L'f.さ 0.15<皿重量 2.lg {刃.2)

長さ 2.Oc園幅 O.5cm 重量 0.5g (柄}
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K -0 1 3号

調査区南東部に位置する。調査区域の表土はぎ終了後 遺構確認而であるローム上而に周構のみが検出さ

れた。したがって噴丘は後世の削平により消失したものと考えられる。また遺構の約2分のIは台地の目IJ平に

より消滅している。

墳形は周溝の形状から方月間と判断できる。 規模は境丘部分で東西 (6.8)m 周f障を含めて (8)m 南北

10.1 m. 周f揮を含めて12.6mを測る。周構は上辺でIm-0.9m. 底辺で0.7m.深さ0.2m-0.5mを測る。J調講

の断而はU字形を呈する。周t稗内からは士郎総}十が出土しているが時期を判断できるものではない。

K-014号

調査区東部に位位する。調査区域の表土はぎ終了後 遺構確認商であるローム上面にJIi!溝のみが検出され

た。 したがって噴丘は後世の削平により消失したものと考えられ，検出された胤溝も確認而からの彫り込み

が浅いため 西側と南東部の一部が消滅していた。また遺構の約4分のlは台地の間IJ平により消滅している。

境形は周溝の形状から円噴と判断できる。 規模は境丘部分で東西 (7.8)m. 周溝を含めて (9)m. 南北

9.4m. 周t揮を含めて12mを測る。周溝は上辺で1.5m-0.9m.底辺でIm-0.5m 深さO.2mを測る。周構の

断商は逆台形を呈する。遺物は出土しなかった。

K-005号(160地点)

湖査区南京都に位置する。幅約3m松/Jtのトレンチによる閥携の一部のみの検出であり I 知l地である現表

土而は平らであるため 後世のl剖坐等により噴丘も消失している。ただし墳丘の一部の可能性を残す高まり

が存在する。

規煤はtJ't丘部分で東西16.6m. 周溝を含めて20.2mを測る。周溝は北側上辺で2.2m. 底辺で1.4501. 深さ

0.15m 南側上辺で2.15m 底辺で1.70m 深さ0.20mを測る。周溝の断面は逆台形を呈する。遺物は出土し

なかった。

K -015号(160地点)

測量E区中央部に{立位する。幅約3m程度のトレンチによる周溝の一部のみの検出であり。知l地である現表

土而は平らであるため，後世の|品i艶等により墳丘も il~失している。 規模は現況で東西2 1.0m (周溝までを含

む)を測る。周i1/l.は北側上辺で3.2m. /.底辺で1.23m 深さ0.40mを測る。周溝の断而は逆台形を呈する。

遺物は土師器杯2点 ミニチュア土器I点 石製機遺品勾玉l.~ 滑石1点が出土したが。いずれも H-023か

らの流れ込みと思われる。

K-016号(160地点)

調査区北西部に位位する。周溝の極一部分を検出したのみで 遺物の出土もみられず覆土地、ら古噴の周溝

と判断した。

K -01 7号(160地点)

調査区北部に位置する。j濁溝のコーナ一部分を検出したのみであった。遺物の出土もみられず覆土から古

漬の周溝と判断した。
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第71図 K-013号実測図 出土遺物

i 34.9∞m 
A' 

K -01 3 土眉践明 (A-A') 
1 摘渇色 ローム粒少.

2 噌燭色 ローム粒種降り状

3. 1事褐色 ローふお多血

一旦34.9∞m L 

級協縁家

~34.7∞m 

K-Q13 土膚臨明 (C-C') 
1 崎褐色ローム飽少温

2. 1廃褐色ロームブロック適当.

3. 1廃渇色ロームブロック多量

ーエ'-34鋭lOm

K -01 3 土居鹿明 (0-0') 
1 無事.色ローム組少畳

2 明褐色ロームプロγク多血

3. ;If褐色ロ ムプロック適当量
4. 1慶褐色ロ ムブロック多量

K-013 土層脱明 (E-E') 
1 噌褐色ローム敏少量

2. 1度情色ロームブロック適当量

3. 1医綱色ロームプロック多血
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第72図 K-D14号笑測図
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K-018号(Iω地点)

調査区北西部に位置する。H-023 (A) ・ (B)を破壊する。幅約3m程度のトレンチによる周械の一部

のみの検出であり。知l地である現表土而は平らであるため 後世の開墾等により境丘も消失している。規模

は現況で南北21.0m，周溝を含めて30mを測る。周溝は北側上辺で2.3m 底辺で1.9m 深さ0.40m 南側上

辺で6m 底辺で5m 深さ0ωmを測る。周溝の断面は逆台形を呈する。

K-019号(Iω地点)

調査区中央部に位置する。幅約3m程度のトレンチによる周海の一部のみの検出であか畑地である現表

土商は平らであるため.後世のl剣墾等により噴丘も消失している。規模は現況で南北22.0m，周溝を含めて

30mを測る。周溝は北側上辺で1.0m 底辺で0.5m 深さ0.15m 南側上辺で4.5m 底辺で1.5m，深さ0.40

mを測る。周溝の断面は逆台形を呈する。
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K-OI9 土層鋭明
1 鳳褐色ローム泊予やや多〈、ロ ムブロ γ ク少量含む、健筆りやや有り K-01Sト2
2 緬色 ロームプロ yクやや多〈 ローム組子多量、やや明る〈鱒まり有り
3 明禍色ロムブロ γ ク小粒少畳 大"を0や多〈含む ロ ム泊予多量 鱒まりやや有り
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K-020 土膚桜明

1. aJl色ローム包子多量、ロ-;.プロ νク中位少

虫 館まり有り
2 崎燭色ローム拍子やや多〈‘ロ ムブロ yク中

総多量、鱒まり有り

K-02Q..l K-Il20-2 
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門

A
W 総g

3 

o (114) 20cm 

第76図 K-019号 ー020号災測図出土遺物
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K-020号(160地点)

調査区中央部に位置する。幅約3m程度のトレンチによる周溝の一部のみの検出であり。畑地である現去

土而は平らであるため 後世の|別強等によりtn丘も消失している。脱棋は現況で南北20.0m.Jtii障を含めて

38mを測る。胤構は北側上辺で2.8m 底辺で2.2m 深さ0.20m 南側ヒ辺で3.5m. 底辺で2.8m. 深さ0.40

mを測る。関税の断而は逆台形を呈する。

遺物は植輪片が4点出土した。

K -0 21号(160地点)

調査区中央部に位置する。幅約3m程度のトレンチによる周溝の一部のみの検/J1であり 却11地である現去

土I町は平らであるため.後世のl用墾等により明丘も消失している。北側の周溝のみ検出。周溝は北側上辺で

4.0m 底辺で2.3m 深さ0.30m。

遺物は相輪片がl点tl.¥土Lた。
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K-022 ロ土ー居ム阻胞明子やや多い事+

1 鳳褐色 抱 ームプロ ック小僧:J>.含む 務務務
~34α)()m 

2. .褐色やや明る〈 、ロ

kdO22(・12ハ凹}
5m o 

K-022.1 

実掛1)図 出土i監物第77図 K-021号 022号
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K-022号(Jω地点)

調査区南部に{立i置する。幅約3m程度のトレンチによる周i悼の一部のみの検出であり白知l地である現衣上

而は平らであるため 後世の開墾等により tJ't丘も消失している。規僕は現況で南北24.0m.周溝を含めて30

mを測る。周溝は北側上辺で4.l0m.底辺で2.0m.深さ0.70m.南側上辺で2.5m 底辺で1.30m. 深さ0.35

mを測る。it3i障の断面は逆台形を呈する。

K.()15号出土遺物観曹占

2 

3 

土師器
勾:

上師器

昨

上師器

手控

瞳姐

圃豊

圃締内外面ナデ.

体郎内外面ナヂ.

法 量

間存Jl 4.1咽幅 2.3岨庫き 0.4咽董量 8.0.

Eき 4.3ca帽 2.9<・車さ 0.4四重量 7.5g

K.()加号出土壇物制串占

番号 器障 佳量 cm 闇藍 色圃

埴鎗
回1王ー

円筒崎直鎗
器商 <7.6> |外面タテハケ、内面ナヂ. |説明尚

h直111
2 

円筒繍鎗
<7.1> 1外面タテハヶ.内面ナデ・ |附

組111
3 

円開局自鎗
<10.3> |外面タテハケー内面ナデ。 棋惨1尚

埴 鎗
4 <8.5> |叫面タテハケ、内面ナデ・

円筒樋鎗
陣惨1111

K.()21号出土遺物観晴嵐

タテハケ.内面ナデ.
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依存度

胴上半係

依存置

依 存度

|附片

|附片

|胴師片

|胸部片

備考

リ

底~線剣アリ

備考

孔l鯛アリ (0.150・}

慣考



第 2節 竪穴式住居跡

寺方古月間群で検出された竪穴式住居跡は l時間l不明の H-010・o1 2を除いてはすべて 5世紀代の竪

穴式住居跡であった。このため竪穴式住居跡の記載はすべてここでおこなう。

H-OOO (第78図図版63. 67) 

調査区南西部 18T.27 . 28.37.38グリ ッドに位置する。8号tJ'tの内周に3分の2緯度を敵機される。遺

存度は不良である。形状は方形を呈する。

磁土は. 1暗褐色土の単一土府。

床面は比較的堅鰍な平坦面である。壁郡は東南部で約44cmを!日IJる。!司構は南部コーナー付近のみ検出

でき.幅22cm 深さ4.8cmを測る。ピットは床面に2本検出された。柱穴はP.l (径70cmx 65cm. 深さ

51.7cm) . P.2 (径34cmx30cm 深さ79cm)を測る。

本跡からI.l¥土した2点を図示した。

H-OO 1 (第79・80図図版18. 19 . 63 . 67) 

翻ヨ'E区中央部やや南寄り 18U・19・28・29・38. 18 V .20・30グリ γ ドに位置する。K-011号の外周に

一部を破壊される。i監存度は良府である。規模は宇IJる範囲で544cmx 530cmを測る。

磁土は 人為堆積で4帽に分帰される。

床面は比較的堅綾な平坦面である。墜高は南東部付近で約29.0cmをi国lる。周n昨は西~南部で検出。相

28cm-22cm 深さ6.6cmをiWJる。ピッ トは床面に5箇所検出された。主柱穴はP.l (径48cmx 35cm 深

さ44cm) ー P.2(径60cmx 32cm 深さ27.6cm) . P.3 (径40cmx 34cm 深さ 15.4cm) ・P.4(径64cmx 

58cm 深さ66cm)4本検出された。南東コーナーに位置する長方形のピッ トは貯蔵穴と思われ.長軸82cm

×短軸75cm 深さ35cmを測る。

本跡、から出土した12点を図示した。

H-002 (第81図・図版20.63. 67) 

調査区中央部 17U .57・66・67.77グリ ッドに位償する。単独で検出された。逃存度は良好である。規艇

は426cmx 456cmを測り 形状は方形を愛する。

覆土は.人為堆積で4府に分帰される。

床面は堅敏で，主柱穴と貯蔵穴を結んだラインの内側が特に硬化 している。壁高は南東部で約44cmを測

る。周溝は全周し 幅24cm-16cm 深さ6cmを測る。ピットは床面に8箇所検出された。主柱穴はP.l (径

52cm x48cm 深さ77.4cm) . P.2 (径62cmx 60cm 深さ73.3cm) ・P.3(径64cmx48cm 深さ82cm)

P.4 (径57cmx48cm. 深さ73.9cm)4本検出された。P.5は出入口施設に伴うピットで径24cmx 24cm 深

さ33cmを測る。P.5を囲うように平商半円状の土手状に隆起した硬化蘭がみられる。この硬化而上にはP.8

(径22cmx 20m. 20cm。深さ29.0cm)が存在するがこれも梯子穴の可能性がある。P.6(径62cmx55m 

深さ37.6cm) . P.7 (径68cmx63cm 深さ44.lcm)はいずれも貯蔵穴であろう。

本跡から出土した5点を図示した。
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第78図 H-O∞実揖1)図出土遺物

調整 怯存度 備考

口融部ヨコナデ.胴部外面ヘヲ
ケズリ撞ナヂ、内面ナデ.底部l明働
ナデ。

品tr(胴節一|胴酷舛面摩耗している

H-∞I出土壇物似事理

120 

法 量

2.8x 2.&m内径 0日xO.5c回車さ 2.6cm 重量 19.1.

部ヨコナデ.劇部外面ミ
内面ナデ.

位存度 備考
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K-O 11 土膚観明

1 黒色 ローム飽少鑑

2. "褐色ロームプロ ック少量
3. "褐色ローム飽傭後り状
4 黒褐色ロームプロック少.

B' 

K-Ol1号外周
一旦34.900m

4m 
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ハU
口

Q
4口

-~

ζミ

協
働

20cm 
t 

(1/4) 

量
o 

5cm (112) 。

H∞I実祖国 出土遺物 (1)

ミガキ、内面ナデ.

第79図

骨サ 掴顕 法 量 依存度 備 考

3 
石

長さ 4.9cm 帽 5.9cm 障さ 3.5c. 重量 )4.9. 
軽石

4 
石

圧さ 2.20岡柑 3.Ocm軍き O.7cm 重量 O.6g
嵯石

5 
石担襖遺品

民き 2'&. 帽 I.&m 1'1.き O.4CIll 重量 3.0. 孔 )l1liアリ(0.3x 0.1四)
韓

ナヂ、内面ナデ.
土師器

商坪

土師器

商耳

6 

7 
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日韓部ヨコナデ.刷師外

ヘラケズリ 下部ミガキ.

ナデ.

土師器
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(1120) 1m 

12 
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11 
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第80図 H-∞lil't物出土状況園 出土遺物 (2)

番号 器L檀 法量四 開 藍 色圃 世存度 惜 場，帳

土師器
日程 92 

口融酷ナデ.刷部外面ミガキ.
9 器高 7.4 明裕 完蕗

~t 
底桂 3.0 

内閣ナデ.

土師器
日程 11.4 

ロ縄開ナデ.胴都内外面ミガ ほほ完形 (口融部一 孔 1鯛アリ (0.4x O.4cm)内外
10 器高 16.1 赤

聖
底桂 4.0 

キ.底部ナデ. 都文捌} 面赤串スス甘靖

土師器
ロ桂 08.8) 

日韓都ヘラナデ。廟部外面ヨコ 日韓1/3 胴飾~底部
11 器商耳 3Ll 明褐

聾
庇怪 26.8 

ナデ、内面ナデ. 完存

番号 薗鱗 法 量 世存度 備 タ， 

12 
石

長さ ll-'<m幅 52佃 躍 さ 5.3<湖量量 61.7.
軽石
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第81図 H∞2実測悶 炭化材及ひ・焼土出土状況図・ /JJ土遺物
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H-α)2/s上量絢観雪量ま

2 

3 

土師器

時

土師器

量

土師器

量
ヨコナデ.刷鯨外面ヘラ l

|暗糊
ミガキ、内面ナデ. I 

語 量

蝿存J'! 8.1四揖存帽 5.4cIII 重量 192.8.

民き 4.6cm幅 2.4cIII L'1き O.4c加盟量 5.60

H-003 (第82図図版63)

日韓~ロ辺錦1/5

日韓~刷上郷1/4

位{? IJ! 情"

未成品

調査区中央部 17U.69・78.79・89. 17V.60・70・80グリ ッドに位置する。 K-011号の外周に一部を般

域される。遺存度は不良である。規模はお&m(南北 推定) を測り。形状は方形を呈する。

被土は存在しない。

床面は間1)平されていて主柱穴 貯蔵穴 炉 問溝の一部のみ検出。周溝は南西コーナ一部分と北壁部分のみ

残存して.幅20cm.深さ5.&mを測る。ピットは/;!i'TI而に5箇所検出された。主住穴lip.J (径42mx42cm. 

深さ83cm) ・P.2(後106cmx 102cm 深さ78cm) ・P.3(径36cmx 34cm 深さ72cm) . P.4 (径50cmX 

46cm. 深さ80cm)の4本検出された。南西コーナーに存在する長方形のピァトは貯蔵穴と思われ白長軸

96cmx短軸ωcm 深さ40cmを測る。炉はP.1とP.2のuuの床面に付設されよ く焼けている。

本跡から出土した4点を図示した。

H-004 (第83.84図・図版21. 63 . 64 . 67) 

湖査区中央部 17 U .71・72. 73 . 82 . 83 . 92 . 93グリ ッドに位置する。 8号墳の外胞に一部を破右翼され

る。遺存度は不良である。規模は780cmX 825c mを測り 形状は方形を呈する。

覆土は.人為的堆積の暗褐色土の単一土層。

床面は中央部に硬化面が認められる。 ~.t町は南東部で約45.5cm を i則る 。 周溝は北西部分を除き全周 L. 幅

18cm. 深さ3cmを測る。ピットは床而に7箇所検出された。主柱穴lip.1 (径30cmx30cm. 深さ60cm)

P.2 (径45cmx 35cm 深さ70cm) ・P.3(径40cmx 34cm 深さ38.7cm) . P.4 (後30cmx 24cm. 深さ

&m) 4本検出され.他にも補助柱穴P.5(径20cmx 16cm 深さ39cm) ・P.6(径38cmx30cm. 深さ8cm)

2本検出された。南西コーナーに存在する長方形のピ ットは貯蔵穴と思われ 長軸II&mx短軸82cm 深さ

18.6cmを測る。

本跡から出土した20点を図示した。

H-005 (第85・86.87図 ー図版21. 22・23・64・68)

側主E区北西部 16 U-43・52・53，54.62・63. 64 . 65 . 73・74グリ ッドに位値する。単独で検出された。

遣存度は良好である。規模は830cmx 810cm を測り，形状は方形を呈する。

覆土は 人為地税で9庖に分庖される。

床面は床而は比較的竪鍛な平坦而である。盤高は南西部付近で約50cmを測る。周i障は束壁部分を除き全

周し 幅24cm. 深さ5cmを測る。ピットは床而1に6箇所検出された。主柱穴はP.l (径46cmx36cm. 深さ
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H-∞3実刑l図 ・出土遺物第82図

間 聾 色岡 依 存 度 備 多， 番号 器櫨 法量掴

土師器
ロ桂 (7.6) 

口融部ヨコナデ.刷都内外面ナ
明側 口融師1/3

小型
器商 <3.7> 

デ.
底桂
口桂

胴節外面ヘラケズリ、 内面ナ
鮒 底辺部1/3 底部1/5

土師器
器商 <4.5> 2 

デ.小型
底桂 (4.0) 

土師器
日程 112.0) 

口惜酷ヨコナデ.園部外面ヘラ
縄 日韓胴上部1/63 器商 <7.5> 

ケズ').内而ナデ.小型
底桂

土師器
口桂 112.6) 

日韓鮪ヨコナデ.胴部叫面ヘラ
制 口融1/4 胴上部1/24 器高 <5.8> 

ケズリ所々ミガキ.内面ナデ.費
底桂
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第84図 H∞4tl:1土遺物 (2)

H ∞4出土遺物観帯型

器櫨

土師器

坪

2 
土師器

杯

3 
土師器

耳

4 
土師器

坪

5 
土師器

耳

6 
土師器

大型耳

7 
土師器
高時

8 
土師器
満杯

9 
土師器

完昨
面赤車 外面タ ール状付

わん アリ

10 I 土師器
わん

II I 土師器

量
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書サ 器植

土師器13 
ミニチュ7

t師器14 
ミ4 チュア

土師器15 
下位

書掛 崎商

16 土製品

羽口

17 土復品

土錘

18 土製品

上蝿

19 
酷製品

世器

却
石製品

砥石

桂 量

民さ 92四 幅 ao四 廠き 5.2<:嗣 電 量 回7.lg

法量 c圃 圃 聾 色 測

日程 3.6 
器高 1.6 体傭外面指孤a賀、 内面ナデ 惨1制
成径

口旺 32 
器商 2.4 体部外面術副O¥.内而ナヂ. "1尚
底径

口任 (4.0) 
器商 2.5 体節外耐t街頭O¥.内ifliナデ 絢

底t王

法 量

問存民 3.1c箇幅 1.0四量量 12.7g

外世 3.3x 3.0園内世 O.9xO.75cm聞き 2.4団量量

22.9. 
外 佳 4.0x 3.&・内陸 0.8xO.8c冨障さ 2.45co量量

38.82 
間存民 Ul<m幅 l.lCII I.Yき削個定量 2.60

同再民 25co 幅 3.&. ~宮さ O.7cm 重量 12.2. 

色ゴf IJ: 

依存度

完E

居眠

体師113嵯飾1/4

位 存度

一一一~ー.J
剥締節分 mり跡アリ

備 If 

備 'l' 

3面使川

75cm) . P.2 (径34cmx60cm.深さ78cm). P.3 (径65cmX 54cm 深さ82cm)・P-4(径87cmx74cm 

深さl∞cm)4本検出された。炉と正対してi立1世するP.51;tIl¥入口胞設に伴う ピγ トで径154cmX 72cm.深さ

44cmを測る。南陸中央に存在する不正柿円形のピットは貯縦穴と思われ 長軸190cmX短軸114cm 深さ

24.3cmを測る。炉はP.lとP.2の!日1の床而に付放され 長径120cmX短径75cm.)1;[さ24cmをi則る。

本跡から出土した16点を図示した。

H-006 (第88図ー図版68)

捌査区南西部 18T -67グリッドに{立位する。M-016と8号境の内周に大半を依壊され.北東コーナー付近

に貯蔵穴と思われるピットのみが検出された。遺存度は不良である。

覆土は 人2主的J1Hi'のaff褐色土の単一上帰。

床而は軟弱。段高は約20cmを測る。周溝は幅29cm.深さ3.&mを測る。ピットは貯蔵穴が床面にl箇所検出

され.長軸総cmX短紬82cm.深さ24.&mをi則る。

本跡から出土した3点を図示した。

H-007 (第89・90図図版23・64.65.68・71)

期資区南西部. 18T.38・47. 48 . 49 . 57 . 58 . 59グリ ッドに位位する。M-017に一部を破壊される。遺存

度は良好である。規模は6ωmx670cmを測り 形状は方形を呈する。

覆土は.人為J1t積で5層に分届される。

床面は堅鍛で硬化I師が全面的に広がる。堅商は約30cmを測る。周溝は全局L.幅35cm 深さ9.cmを測る。

ピットは床面に5箇所検出された。主位穴はP.l (径48cmx46cm。深さ92cm). P.2 (径40cmx42cm.深

さ92.4cm). P.3 (径44cmx40cm.深さ89.3cm). P-4 (径52cmx44cm.深さ89.6cm)4本検出された。南

西コーナーに存在する隅丸方形のピ ットは貯蔵穴と思われ 長嶋90cmx短軸85cm 深さ45.9cmを測る。炉

I;tP.lとP.2のrluの床面に付設され 長径72cmx短径54cm. I早さ5cmを測る。

被土下層から多量の焼土と炭化材を検出したため。焼失家屋と思われる。

本跡から出土した17点を図示した。
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¥ 
4-10 . 

。

A ③
何E
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@ 
内

P.2 
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A 

一旦33.200m

~33.2凹m

4m H-005 土居鋭明
1. .色 ローム粧少A 銭土プッロク若平
2 槍褐色ローム組後土粒少毘
3. .褐色ローム粒規土租少A.幾土プッロク若干
4 繍褐色ローム粒炭化租多量、ロームブロック鰻土勉少量
5 噌褐色後土紛多昼、ロームブロ ック少量
6 稽褐色ローム租少a後土ね若干
7 稽褐色炭化村総多昼、銭土組多E
8 裕禍色後土組多A
9 崎褐色ロームブロ ック 炭化プロ ック少畳
10 白色粘土

o (1/80) 

一旦32.5∞m
0・

H-005 炉)土層鋭明

1 後土 鳳灰を少量含む
2 緒褐色健土勉多量含む

o 
t 

(112) 5cm 

第85図 H-005実測図炉断商図
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長
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第86図 H∞5炭化物出土状況図 ・出土遺物(1)
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(114) 200m 

@日 4工7j ~.
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亡コ
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松山
一 I¥¥¥¥LJ

o {νa 5cm く〉
第87図 H∞5出土遺物 (2)

H ぼ15出土遺11園事葺

器雇

土圃器

坪

2 I 土師器

坪

3 
土師器

鉢

4 
土師器

高時

5 
覇軍器

置
‘也

土師器
口桂 142 日韓ヨコナヂ. 輔自I~画ヘラケ

6 I 器高 却3
壷 II桂 6.0 

ズリ植ミガキ.内面ナヂ.

円値 ..，、
7 

土師置

聾

8 I 
土師器

豊

9 I 土睡置

葺

10 I 土・器
畳

アリ 内面所々
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eき 機闇 佳 量

11 
土銀品

蝿存畳 5.2c.o帽 2.0.耳障さリ圃重量 14.4g
不明

12 
石担煩量品

民さ3.2団帽3.2岨原さ O牝・重量 6.6.
後

13 世不寝明品 揖存JA 6.U<m 帽 (調定不能) 原き 0.5c圃重量 2.7g

14 
石

民き 3.7cm 幅 2.&温厚さ1.5c皿量量 5.1.
軽石

15 石
I~ さ 2.&田幅 2.9<温厚~ 1.&園調匝量 4.3g

輯石

16 石
民き 6.5cm 岨 4.&m 1!1.さ 2.7c固電量 38.6.

軽石

、h
/ミ|

M-016 

U Li 
o (1/80) 4m 

2 

どブ
第88図 H-006実測図出土遺物

f1-低J6出上遺物観癖現

1-1)- 械翻 法 量
石担品

間存11 9.7四幅 4.Ocm 車き 2.1四重量 n.1.
砥石

2 
石哩品

間存JI! 9.&. 幅 5.l c困層さ ~I四重量 94.1.
眠石

3 
鉄担品

間存Il 3.&園幅 3.1佃摩~ 0.4四重量 9.8.
不明
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2面世m

2面世m
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第89図 H∞7実測図 出土遺物 (t)

H-Q07 土膚観哨

1 渇色 ローム位少鑑鍋.リ恵い
2 贈褐色ロームブロック適当量
3 崎綱色後土租多量
4 噌褐色ロームプロック適当.
5 噌褐色民化泊予多量

門
川

20cm 
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13 
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(1/2) 5cm 

第90図 H-007出土遺物 (2)

日 間7出土遺物阻事現

器1通

土師器

前坪

2 
土師器

Jli勾:

3 I 
土師器

増

4 
上師器

柑

5 I 土師器

~t 

6 
土師器

2甘

"鍋 口融112

胴陣内舛面ナデ. I明剥 口融112 口辺幅1/4

錦ヨコナデ.刷師陣面ヘラ l
I~J側

内閣ナデ

している
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ロー・ヨコナ亨割II~面ヘラ幽
+ヂ.内面キデ 凋

口昌18胴・13 胴S内面調書Lている

目録‘ヨコナヂa ・町・内外面ナ
デ 置 !11

口量11主存口E・刷・向語・s掴み・(7・J
1 4 

.". ， 恒E司阻 画E • 嘗昆 .. "" 
. .， 

9 b‘a石.. 見存長 Zゑヨ・帽2.1圃摩き QJC・量量6.2. 3画使用

10 。径.百.. 量さ :.2m岨 aョ. IJ!き 4凶ョ・ 量量 16.90 

11 百健'EE晶 I!き 7魚沼幅4.11圃厚き aョ重量2&;&

12 石ft隈E品 畳き‘J!ca圃5..;1圃修~孟2m 重量32.4.

13 石・晶
舛径LlxU)圃畏さ LI圃IJ!き0.:;.圏直量2.og 孔佳世2唖j

王

H E 
I!き 12.9ca・I ;セ温厚さ&伝ョ重量磁坦"

台百

15 
象観品

飛存I! lJaO唱o.x.厚き o.x. 重量3.9&
釘

16 食・E晶 1・建存I! 主主2・ 圃 QJC・ '事き o.x. 重量 .-6g 
fl' 

-・n

l
 

-，
 

l
 

儀.~

E 
商事量怯ョ唖ll.6aI IJ! ~ 0ÆÔa0量量 I~

H-008 第91図・図寂23.00

調査区南部. 18じ-50・51.ω-61 .6直グリγ ドに位置する。遺栂の豹 3分の 21主調査区媛外に存在するe

遺存度は不良である。漫穫は説沿n 東西推定 を濁り 形状は方形を呈すると恩われる。

覆土は 人為堆績で7層に分層きれる，

面は.検出できた毎分においては硬化面が広〈存在している。墾高は七クションの観察によれば約40cm

を濁る。周溝は 幅笈)cm.深さ8..xmを測る ピy トI!.fi正面にS箇所後出きれた己主位穴はP-1 径45cm

x44cm 深き6¥cm . P-2 径44cmX 44cm. i;;;きi4cm 2本検出された。P-3 径42cmx41cm_深さ

24.6cm . P-4 径筑)cmX漬lcm. ~き23cm 1:'福助往穴と恩われる。北西コーナーに存在するピット I!貯

麗穴と息われる3 炉I!P-lとP-2の聞の床面に付注され 長径i4cmx短径話回1 厚き2cmを濁る。

本務から出土した3点を図示した。

H-009 第92・93・94.95図 ー図版24.25.00・“ 68・69. 1¥) 

査区南西部. 18L"-31・32・33・41・42・43・51・52グリ ッドに位置する。単独で検出された.遺存度は

良野である。規穫はT.JJcmX 140cmを調。-形状I!方形を呈する。

覆土I!. 人為堆積で7層に分層される.

面は堅績で主位穴の内簡が硬化している。望高I!企画部で約3L6c皿を濁る。属講は全周L 樋20c田 i;;; 

き4cmを測る，ピットは床面に11箇所検出されたs 主住穴はP-1 径36mX 34cm.深さω..xm) ー P-2 径

35cmx4Ocm_深さ 100cm . P-3 径34cmx32c皿.深さ似cm . P-4 径37c皿x27cm.深さ笠Icm 4本綾

幽されたs 炉と正対して位置するP.51!出入口笛12'こ伴うピットで径おcmX 29cm. i;;;きl1cmを濁る。南東

コーナーの長方形のピフトはIT厳穴と恩われ.長袖120吃皿×短姐筑)cm 深さ26.3c田を濁る.炉11P-lとP-2

の聞の西よりの床面iこ付設され 長径iOcmx短径討-cm.厚さ17.4cmを濁る。

炉と正対して位置するP-51こ近接して平面コ字形の土手状の盛り上がりがみられる.

本態から出土した49点を図示した。
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制 l図 H∞8笑i則図 出土遺物

H-田8出土遺物制策費

器摘

土師器
高原

2 
土師器
2甘

3 土師器
高杯

H-ぼ19出土遺物制，量産

号| 器岨

土師器
係

2 
土師器

係

3 I 
土師器

時

4 
土師器

郎

5 
土師器

均:

6 
土師器

時

7 
土師器

坪

ア7之

4 
o 
k 

(114) IOcm 

H-008 土膚敏明

1. .色 ローム勉少量
2 暗綱色ローム抱少量
3 綱色 ロム勉少量
4 網島色 ロ ム勉多量 級土給少量
5 ・色 ローム抱少畳
6 燭色 ロームプロ γ ク少畳
7 褐色 ロームプロック多量

ナデ‘内面ヘラケ

口緑~出郷1/4

口融鶴ナデ。体部外面へラケ

リ挫ナデ、内面ナデ.

口融部ナデ. 体部外面へラナ

ヂ.内面ナデ.

ヘラケズリ桂ナデ、
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口融~体節1/4

ロ輔~体締lノ4

日韓~体節1/4

日韓~口辺部1/4

日韓~底部114

日韓-(宇都1/3

内面スス付着苦
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H-009 土.a明
t ソフトローム 昆色土少・zλ
2 虫色 ローム包少量童λ
3 虫色 ロ-L.曽少量 .化祖，llλ
4 .色 ローム極少量、民化・やや多〈亙λ
5 ソフトローム 震土'.量化祖ー 虫色土量入

6 ft土7 I健化.
W//////A出WNm勿勿勿勿勿勿勿勿W////N.最後W///////A揖

o 仰 を剛 4将、

、寸| y ktF司 Jぞ

人ぐ1iス ¥'/パ え そ寸 二Z
/7 ¥」ヲ じ~~

o (1/.) 20ロn ¥----Jトで三三シ/ 9 

第92図 Hα)9実調図・出土遺物(1)
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〉 ドι 〉寸一一ぐ23

24 

25 
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26 

27 

o (114) 20cm 

第93図 H∞9出土遺物 (2)
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29 

o 
ヒ

(1/4) 20cm 

一命32 一段:-(JJ-
匂妙31 ~ 口 ζ〉

f コ

降曾母題9
38 。 のお 。

ζ〉

@
4白

@ 

CIl 

o (112) 5cm 

@ @ 
43 44 

(DJ ① 

o (1/1) 2== 5cm 

第94図 H∞9出土遺物 (3)
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く1]

45 
，(]--

ι0--
ζ 壬 勺九一、 f ー J 二ごむ:

o (112) 5cm 

第95図 H-∞9出土遺物 (4)

寄サ 器慣
口径法. 周監 色圏 依存度 備考

土師器 '" 底師8 
五不 塵5

UTデ、内面ヘラナデ. 吻1働
|一部

ロ樟師欠航体酷112
9 

土師器
ラナデ、内面ナヂ. 晴樹

埴 底部完存

土師器 l口辺陣外面ヘラナデ.内面ナ
Iflt.m係 111.10 <'1.5> 倒

J1t 

土師器 脚10偲外面ナヂ、内面ヘラケズ
|脚部片11 

高時
<4.4> 暗尚

土師器 脚'10節外面ナヂ、内面ヘラケズ
|脚部片12 

高坪
<4.8> 暗禍

土師器 脚'10部外面ナデ、内面へラケズ
|脚部片13 

高時
<4.6> 制

14 
土師器 都内面ミガキ. 脚部外面ナ

尚
高耳 内面ヘラケズリ.

土師器
l両院 i 目.幽由剖百，

|郎部底一辺徳徳川 附15 
高耳 ラケズリ.

拠地

土師器
16.4 

| 時 制16 
荷停

<4.9> 悔 うけている

土師器 内閣ヘラケ
17 

前杯
器高 l> 

ズリ. 揖節手，
明ぬ

底置

18 土師器 l旧陪同口署誓世世高ーで〈千子65l生6回1> 一 面ロラ揖ヘナ酷ヂラ.ケヨズ脚コ部リナ.外デ.面 フナデ、 内 明働 | 時師1/3 
部完存裾

高坪

土師器 <5.0> 
コナデ。円訓甑由机而

19 褐 日韓ー胴上半師1/5
量買 。

土師器
1九輯酬師脅外宮内面釧 1、ナラデナデ、.向薗ナ I部日上韓締師lほAほ完存 胴20 

量E
<92> 純8

土師器 !口融部主凱刷師~
21 

量置 1...."'. 剛
ナデ. 拠品

....1¥;.11 
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骨サ 依存度 鋼考

土師器
16.4 

22 
壷

<6.1> デ. 1国側 口蝉~胴上半俄完{i:

土師器
初 6

口融締ヨコナデ.胴上郷ヘラケ
お

豊
<5.0> 

ズリ後ナヂ、内面ナデ.
制 口雄~胴上半部lノ2弱

剖
土師器 口輔部ヘフナデー胴師舛面へフ

赤車 |完口輯存冊底目都欠闘倒はほ 扇、、事
量 F需

ナデ、内面ナデ.

土師器 デ口.雄内総面ナナヂデ..園田外面ヘラナ |存口線底~部底l辺13師ほほ完25 晴尚
聾

土師器
ナデ、内面ナデ. 胴部外面へラ

!日韓師ほ日完存胴
26 明尚

聾

土師器
13 2:1 

聖
<142> ~ I ， 0 純治 外面醐陀している

28 
上師器

略尚 胴総3/4
聖

. 
土師器

l胴存上部~底部ほ日完29 
聖

<27.6> フナデ、内面ナデ. 砂1111 内面制高している

&0 

骨号 植閣 法 位 存 度

却 土土担揖品 揖存~ 4.6cm 帽 5.3cm 早さ I.Ocm 重量 18.7g 

31 土不嬰明品 間存J:i 1.7四時存幅 1.8cm 車さ I.lcm 重量 2.6. 孔2側アリ (O.2c園)

32 軽石石 圧さ 1.9cm 岨 2.lc温厚さ O.!km重量1.0.

お 軽.fi石 長さ 2.7cm 幅 2.6cm 摩さ l.8cm 重量 1.8. 

担 軽ゐ石 民き 25c.岨 3.71国車さ 1.&羽重量 2.4.

35 軽石石 |長さ 1.8cm 幅1.7.国障さ1.4四 重 量 12.

指 軽石石 長さ 2.6cm 幅I.!km揮さ1.1四重量 I~.

37 軽石石 民き 3.5cm 幅 3.4岨 車 さ 2.7閣 重 量 8.9.

38 経石石 圧さ 3.5cm 幅 4ふ酒躍さ 2.7c固重量 10.6.

四 経a石 民き 7.3<.幅 5.7国軍き 4.6c箇重量 47.9g

40 

ぜま長
畳き 7.5cm幅 6.7団事き 3.&m重量 537.

41 |外佳 0.4x 0.4団厚さ 0.2cm lI:lt 0.1. 孔世 (O.lcm)

42 石玉担品
l外怪且4xO.4叩摩書 025c.重量 O.lg 孔世(O.l5cm)

43 .fi袈王品 外世 0.45x O.45cm 車き 0.2cm重量 0.1. 孔世 (O.I5c.)

44 ガ玉ラス 件世 O.5xO五団内世車き 0.4叩重量 0.1. |孔桂(O.I5cm)

45 石砥感石品 民き 10.Ocm岨 7.6c固揮さ 4.2個重量担2.3. 2面世間

46 鉄愉姐製品' 揖拝畳 20.&. 幅I.lcm 厚さ 0.4四重量 39~g

47 酷不思明品 揖存畏 3.0思園 幅 1.4cm 閉さ l.5cm 量量 I ~g 

48 証鍾拠品 残存11 3.6cm幅 2.5叩揮さ 0.2掴量量 5.0g

49 眠袈s・品 残存11 4.!km幅 0.2c.車さ 2.5cm 重量 6.3.
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H-OIO (第96図図版25・69)

調査区南西部， 18T.39， 18U.30グリフドに位置するa 単独で検出きれた。遣存度は良好である。規模は

320cm X 31 ocmを濁り 形状は隅丸方形を呈する。

覆土は.人為土佐穣で5層に分層される。

床面は直床で硬化面がみられる。。 望高は北西部付近で約392cmを測る。周溝.ピットは検出きれなかっ

た。床面北西部に存在する焼土は炉と恩われ.長径1&田 X短径l&m 厚さ52cmを測る。また炉に正対し

て砂質粘土塊が壁際に検出されたが堅〈引き締まっており 階段状の出入り口施設であろうか。

本跡から出土した2点を図示した。

H-Oll (第97図・図版26)

調査区南部 18U.52' 53.62.63グリ ッドに位置する。遺構の約3分の2は調査区壕外に存在する。遺存

度は不良である。規模はぬ牝rn(東西推定)を測 り.形状は方形を呈する。

覆土は。人為堆積で2層に分層される。

床面はP.2付近から中央にかけて硬化面がみられる。壁高東部付近で約9.3cmを測る。局溝l立北東コーナ一

部を除き全局し.幅16crn 深き3.7crnを測る。ピットは床面lこ2箇所検出された。主柱穴I;:P.l (径筑lcmx

おcrn，深さ49c皿) 'P.2 (径32crnX 32crn 深き53crn)2本検出された。

本跡からは図示できる遺物は出土しなかったa

E
O

。a'円
i
l
l

a
 

¥d--1. 国

A -

戸ーーー. / 
o (114) ，Ocm 

s 、、
~. 

，ー〆
A' 

回 ζ二~2
一生-34虻陥n

A' 

o (11回]

H-010 土..足場， 11色 ローム往多畳

2 事褐色ローム笹 口-1.ブロック多E
3.事相.色ロ-1.位多.、後土担少.
• . 11色 ローム殴少僅

5.茶・・色ロ ム鐘1・.4布、
3 

o (112) 5cm 

第96図 H~lO実測図・出土遺物

H -010出土量治慣書量

度.ヘラケ

u圃幅6.4喧厚さ2D<ョ重量i12g 3画世用
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富
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一
@
向

G 

電五亘Z

A 

B 
調査匡外

A ~34蜘m

H-O 1 1 土膚銀明

1 種褐色ローム包適当・
2 渇色 ローム松少量

(1180) 4円、o 

ト1-011実測図tii97図

(第98図)H-OI2 

18 U-60グリ ッドに位世する。単独で検出された。遺存度は不良である。規棋は18 T -69， 調査区南西部。

形状は隅丸方形を呈する。2ωcm x234cmを測り.

ピットは検出きれなかった。床面は軟弱。u高は北京付近で約52cmを測る。周溝は検出きれなかった。

図示できる遺物は出土しなかった。

(第99. 1∞図図版26'66'69'71)H -013 

H -014を敵機する。遺存度は良好であ18 U -37 ' 38 ' 47 ' 48・57.58グリッドに位置する。湖ff区南部

する。る。 規彼I~ωOcm x 6おcm を測り.形状は方形を

人為堆積で7届に分層される。積土は.

幅床蘭は直床で平坦である。壁腐は北京都付近で約32cmを測る。周溝は北西コーナ一部分を除き全周し

ピットは検出きれなかった。3Ocm.深さ62cmを測る。

途中で本住居は床面が使用された痕跡がみられず.柱穴も検出されなかったことから何らかの理由により

143 

建築が放棄されたものと恩われる。

本跡から出土した17点を図示した。



イ

A 

主一割田Om A 

o 
t 

('/80) 4m 

司~98 1州 H -0 1 21i i則 |米|

11 -0 1 4 ( ~991~1' 1叫l:ti26. 66) 

調1f.IX:'1':A部 18U・57・58グリ ッドに似 lrtする。

11 -013にf.jどを似品開される。 遺作肢はィ、此であ

る。形状は )j形を l止すると 且lわれる

1盟十lまI 人1.)Jllfnで21Mに分制 される。

成[(Iiは略鍛である。噌IfhはItiJl[Hili:で約18cI11を出1I

る。l附障はl軒京都分のみ検 /1¥L. 中1~22c l11.深さ

8.8cl11をillilる。 ピ ァトは1，lC[fIiに 1ml計検/11され 1ti 

縦火と思われる。任64cI11x 42cm 深さ40.8cl11を測

匡
長
湯
再
出
|

る。

4<跡;から/1¥ 1~ した l 山、を |ヌ|ぷした

1-1 -0 ¥ 5 (第1011ズ1.1叉l版26.27.66.67.69) 

J制作|垣市部 18U-56 . 57 . 66 . 67 グリ ァドに似

i町する 8 ~J-Jn の同榊にi世榊小火を舷j指される。泣

イ?Il!:は不良である。胤悦は520111x 51 OCI11をil¥IJり。形状は}jJf~を ほする

lぷIfITは・ドJUで略鰍である 日 016に対して一部貼りほしている。明日は.1ヒ州部付近で約20.7cmを測る。I，+ij

I昨は市川-ltiJl[コーナーを除き全I.'ilL. 制24cm.深さ 14.3cmを胡1Iる。 ピットはI.UI1に5箇i9i検/1¥された。

lミ住穴 1~ 1' - 1 (筏45cmx28cm 深さ59cm)・P-2(符45cmx 38cm 深さ59cm). 1'-3 (作40cI11X 36cI11 

i深さ61cm). 1'4 (1干45cmx43cm. 深 さ43cm)'1 本検/1\ さ れた。 4本とも形状が)jJ~であり f'I.fIを他川 し

ていたと思われる。 [Iql\~際の L.i:Jï形のピ y トは ~i 縦穴と忠われ， 民事1158cm x短調1170cm. 束さ38.5cmを洲

る。

ヰヌ糊;から11¥1した9lKを凶示したo

1-1-0J6 (A) (筋102-1031亙1-I~ II出26 . 67 . 70・71) 

制作区南部 18U-55・56・57.65・66・67'76・77グリァドに佐世する。 8~)- ~自の /~j i lli に泣柄小火を破峨

される。jfi存度は不良である。脱燃は755mx672cmをillllり !眠状は)i形を悦する。

被 1: 1~ . 人為J1Hì'tで3 '̂1 に分附 される。 ピ γ トは 1，lÇ 1(11に4筒所検/1¥された。 Iミtl穴は1'-1 (筏55cmx 50C01 

深さ41cm). 1'-2 (径90cmx 50cl11.深さ67cm). 1'-3 (筏55cmx -。深さ23cm)-P4 (径ωcmx 75cI11 

深さ36cl11)4本検出された。

'*f師は平mで軟砧jである。I¥mは」ヒ点部付近で約20.4cmを測る。l.'oi，Yiは阿27cl11 深さ8cl11を訓1Iる。

1-1-016 (s) (第102凶図版26. 67 . 70 . 71) 

澗1i:区南部 18U-56' 65 . 66・67・76グリァドに位1i1する。 8サ 墳の閥滑に遺例中央を依峻される。遺存

度は不良である。規燃は6∞mx 525c01を測り 形状は長万形を!註する。

被 l二は 人為J1Hì~で3婦に分府 さ れる 。

床 Iffi は略鰍で1"/ 1 *部に硬化而がみられる。 ~.t日は阿部付近で約 1.2cmを iUII る 。

1-1 -016 (A) ・ ( s)から /1¥上した9)立をIsl示した。
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第99図 H-013 . 014実世IJ図ー出土遺物 (l)

H-Q 1 3 土膚鋭明

1 褐色 ローム粗酒降り状
2 褐色 ロームブD ':Iヲ稽降り状
3 褐色 ロームブロ Jクロム抱多・
4 褐色 ロムブロック適当量
5. .褐色ロ ムブロ yク稽降り状
6 褐色 ロームブロγフ少畳 ローム租多畳
7 鳳褐色ローム組少量

H-Q 1 4 土1111提明

..脹燭色ローム勉多量
2 繍褐色ローム給過当量

長FJ
7 

士事~

9 

(1/4) 200m 
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二E二:.::二〉二

12 

6Lι=、 ーー_rI
'--.，../ ~ r ~ 一一

13 

15 

o (1121 

17 

第l∞隠IH-OI3111上j置物 (2 ) 

16 

5<:m 

11 -013出上週初阻車1<

器 世量 c. 凋 11 

割車器
口桂 10.4 

II輔偲ヨコナデ 体侭内外面ロ
器商 42 

身 クロー底辺部回転へラケズリ

上師器
2 

高坪
1111高 <6.0> l胸部内外面ヘラケズリ

3 上・6器
1111高 <4.4> l口輔師内外面ヨコナデ

小型

4 
土師器

小型

5 I ーι師器
小型

6 
土師器

器高 <10.2> 胴院外而ヘラナデ.
型 底僅 6.0 

土師器
口控

口側ヨコナデo 劇部外面へラ|亦制 |口……圃血錨 |外面積、車脚内面描蜘ア7 器高 <7.0> 
型

底桂
ミガキ.内面ナヂ.

土師器
口径 05.71 

口融部ヨコナデ・副節外面ヘラ |明裕 働 l口樟郷1/4 園田1/38 器商 <11.8>
畳 ケズリ.内面ナヂ.

.， 持甑 法 量 怯 存 度 備 't 

10 
位製品

揖存民 8.6cm 幅 I.Ocm "，.き 0.3c. 重量 10.7. 
刀干

11 
世担品 四再Ilo 62岨帽 0.8cm(刃) 0.45cm (柄}閉さ 0.3cm(刃) 0.5 (柄) 重量

位量 11.0. 

12 
鉄製品

残存長 2.1cm 岨 O.3cm ~恒き 02<. 量量 02. 
鉄鉱

13 
鉄担品

同存Jl 4.6cm帽 。5c.障さ O.4c田重量1.7g
鉄雌

14 
扶担品

処存Jl 4.&圃帽 0.6c. 1'-き 0.35cm車量 4.1.
鉄血隊

15 
融担品

揖存'" 9.7四幅 O.6cm ~寧き O.4cm 重量 5.8.
鉄置
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昏れ 千U1 u， 量

16 
世恨品 υ，)揖存 * 9.5cm岨 O.ÎC・甲さ 0.45c・司~. 7.1g 
陸銀

{嗣}班#R 5.&冨幅削co f!1.き 0.45c. 1:1量 2.6g

17 
融緩品

。，)闘停>> 8.1cm 岨 0.7cII 躍さ仰5c.量量 6.3g
晶画鹿

(柄)間存民 8.'1cIII 岨 0.6cm 惨さ削個重量 5.6g

Il -014/U上置物制策占

h 

o 

。

A 

上師器

畳

。
!!Oi 

一色 35醐 m

o 

① 
8 

(ν2) 5cm 

@ 
9 。

(1/1) 2.5cm 

o 

縁部ヨコナデ

内面ヘラ ナデ

~ I。

γ 

8号墳外眉

(1180) 

H.()13 

A 

H-016 

A 

4m 

、記d ペ
(1/4) 20cm 

依 存 世

~Cごー

、、

第101図 H-015実測図・出土i置物

繍 ，号

2 

「ーー J/  ア
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2 上師器
高均;

法

問存R 9.Ocm !t量 91.8. 

量

脚都外耐ヘ ラケズリ.内而ナ "1尚
ヂ鰍飾ナデ

U( {i IJI: 帽，号

外而m頭彼アリ

上師器 口帽郎ナデ刷都外面ヘラケズ 切i尚 Illol烹 -$刷郎-1外面，'J，¥証7リ3 2町 リー内面ナデ

4 上師器 lllol酷ヨコナデ刷節外出Iヘラ |明賃制 1，足形
Jtt ナデ、内面ナデ

5 土師器 14A ?警部3:>二二 胴即...tL問』園、 '1明尚 1" "忘形畳

土師器6 器高 18.7 リ.内面ナデ底部外的iiMJ!:*穆l尚割目 ほほA二形
聾

庇11 切リ後へラケズ 'J0 

1:師器
iJl霊 16.0 

II輯郎ヨコナデ刷部外面ヘラ
7 器商 22.5 尚 1111完形

壷 ナデ、内1而ナデ

法 量 依存度

外世 3.2x 2.9cm 内径 0.6x O.6cm J.f/.き 2.9c国軍量 22.68

外出 0.45x O.45cm 叩き 0.3岨lT<量 O.lg

H-017 (第 1 04図・ I~I版27 ・ 67 ・ 70 ・ 71 ) 

|内由I指顕飯アリ

|垣形

|f形 II附 外 山

豊一一主
外面術開痕アリ

孔桂(O.15c回)

f刻証区間南部。 18U02.03. 12. 13.14.22.23.23グリ ッドに位位する。H-018の大'1三を依壊し 8号

噴の周滑に治情中央を舷峻される。脱肢は775m(南北推定)を測り 形状は長万形を呈する。

床面は略鰍で干且lである。 噌苅は市内部付近で約28.5cmを測る。 r.~i構は 恥J26cm 深さ 1.5cmを測る。ピy

トは床而に5箇所検出 された りI穴1;1P.2 (径40cmX 40cm) . P.3 (径32cmX 27cm. 深さ64cm). P-4 

(径50cmx40cm 深さ82cm)3本検出された。P-6は壁位穴であろうか (径50cmX40cm 深さ70cm)。西

壁際の長方形のピ ァトは貯縦穴と思われ。長軸117cmx短軸80cm 深さ38.5cmを測る。炉はP-2の簡に付設

され逃存状態は不良である。

本跡から出土した13内をl貢I;r.した。

H -0 I 8第104医l図版27)

調査区西南部 18-U12' 22.23グリ ッドに位置する。 H-017に大半を破壊され。残存するのは南コーナ一

周辺と西コーナーの縦断、程度である。

床而は軟弱。M車問は南コーナ一部付近で約52cmを測る。周携はわずかに残存する部分で 幅27cm 深さ

2.3cmを測る。 ピットはH-017の床面に3箇所検出された。主柱穴はP-I (径48cmx 47cm. 躍さ44cm)

P-5 (径50cmx40cm 深さ26cm)2本検出された。南東壁際の長方形のピットは貯蔵穴と思われるが H 

017に所属する可能性もある。長紬95cmx短軸80cm 深さ20cmを測る。

H-019 (第105図図版67)

調査区西南部 17-U90. 18T-09' 19. 18-U∞01グリ ッドに位位する。単独で検出された。8号境外周と

内問に破壊されている。規燃は622cm(東西推定)を測り 形状は方形を呈すると忠われる。

床而は竪鍛で中央部が広 〈鋭化している。盟主同は南西部付近で約10cmを測る。周溝は南西~南東部分の

み検出し 帽14cm 深さ2cmを測る。 ピットは床而に5箇所検出された。主柱穴はP守 1(後40cmx35cm. 
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t 

苫lcm(114) o 

(8)実測図出土遺物(1)H-016 (A) 第102図

{径36cmP-4 5cm) 深さ， P.3 (径4&mx46cm，深さ73cm)mx38cm P.2 (径4深さ62cm)

捕さ72cm)4本倹出された。南壁際の長方形のピ ットは貯蔵穴と恩われる。長輸107cmx短軸x36cm. 

149 

深さ笈lcmを測る。

本跡から出土した3点を図示した。

7&m， 



7 

!i.J<J¥ミ

〆15;
a相 /10.

'! Ii' 

6 

f手会~ 'f"'-I 

.......~s. 吋. . 

- 人/J;ュ、、

8 

@
D
 

5cm (112) o 
9 

ζ二二二〉

(8)出土遺物 (2 ) H-016 (A) 第103図

" ， 備度依量

3.2<濁

主

厚き 重量

考繍度

口融~休部¥13

互怯

712g 4.4C11 帽6.1咽間作E

書号 園薗 法 量 依存度 • 3 
石

民き 2.5団幅 a5c:a ifき Uxョ・重量 16g
恒石

4 
石製慣遺品

民き Z忌:m 幅 2.8ao !Jき O.3ao 草量 4.7g 孔2舗アリ (O.15c:a)it? 

5 
土侵品

外径 3.8x 3.7c園内世 0.8x I.lc凪揮さ 2.9c1l量量 432g
上蝿

6 
石

長さ 7.¥(. 輔副C置揮さ 4.4団草量28.9g
艦石

7 
石

圧さ 6.Ocm幅且.¥cm車き 3.4岨重量 21句
軽石

8 
石

民き 6.2咽幅 5叡濁班存I¥l 4.3団重量 173.4g
不明

9 
石担品

民き 5みョ帽 5.2団厚 0&ョ重量38.6g 3面使m
砥石
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H-017tUt週初制置必

器岨

上・6器
高略

上師器
2 OCIi時 |器商 <5.3> l1If!!l内外曲ナデ !神1:tJ:

3 1 
上筒器
高勾:

.高 .. 

4 
上飾器 11101脅哲郎ヨコナデ 刷都内外雌|却l尚尚

豊

上師器
5 

畳
|器高 <14.6> l刷附内外面ナヂ 1尚 |刷下飾13 底部完作

6 " き 1.2c・岨 1.7.四階き I.lc:.宜量 0.6.

7 7.Oc・幅 0.7，団叩き 0.65<・重量 11.4g

8 岨 3.4咽聞き1.0c0

9 幅 4.3c・叩き 1.:Jcm

10 旦矢面岨 3.2国原さ 1&冒

JJ 幅 2.3cm f事さ 1.71団

12 3.6cm 岨 3.4c圃 I'f.t!o 1.3c固

13 岨旦2cm 1'1き 2.4cIII |級制アリ

H-020 (第105凶)

湖1i.区中央部 17T.80・81・90・91グリ γ ドに位il1する 惟独で検出された。遺存度は良好である。脱燃

はお2cmx2飴cmを測り守形状はJi形を号する

床而は軟弱な直床。 ~高は南東部付近でが~8cm を測る ピットは床面lこ2箇所検出された。主位穴(j:p.l

(径26cmx 25cm. 深さ5lcm). P.2 (径ωcmx42cm. 深さ24cm)2本検出された。

本跡地、らは図示できる遊物は出上しなかった。

H -0 2 1 (160地点) (第107凪閃版28. 70) 

湖査区北部. 6N.77' 78・87.88グリ ッドに位世する。Ilt主Jiで検出された。遺作皮はJHfである。規悦は

4おcmx 350cmをil掛り 形状は方形を坐すると思われる。

積上{j:.人為JIE績で3崩に分婦される。

床I日は堅鍛で平思である。堅商は北部カマド付近で約24.cmを測る。j調講は全周すると思われ.幅25cm

-28cm. 深さ2.8cmを測る。 ピットは床而に3箇所検出された。主役穴はp.1 (筏35cmx 45cm 深さ

85cm) . P.2 (径32cmx52cm.深さ93cm) . P.3 (径36cmx35cm. 深さ8O.6cm)3箇所倹幽された。炉は

北側中央部に付設され遺存状態は良野で 長径8.6cmx短径5.6cm 焼土の厚さIOcmである。

本跡から出上した3占を図示した。

152 



4 8号場外局

f 

， 、¥ f 
J 、
/ 、 f 

'1 
f 
/ ." 1 J 

111 J 

f
J
シ
』
3
F

一一
-z-

a-F

圃
司

・=

内

剛一一

繍
-
e
 

-

8
 

、

f
J
-

一一町、
J
J
F

穴
一
「
『
♂

直
-

、

-

-

酎
一
f
t
」
一

f
i
t
t
HS
 

目一2
-n= 

H
Z
 u--

E
F
Z
 

ーい
4
4
4

主

1
1

代、
p

z

a

一=
E
E
 --

山
削
川
川
川
川
川
川
M
V川
V

司、

A

一
A 

一色 沼 蜘m
A 

(1/80) 4m 。

GJ[7 

o (1/4) 20cm 

第105図 H-OI9実 測 園 出 土遺物

亘孟二二亙
蝿存民 3.6cm 岨 3.5c岡 J事き 2.2<. 

面-#面 備考

昏号 器傾 法量個 間 藍 色闇 杭 再 度 備 考

土師器
ロ世 05.6) 

口瞳IBIBヨコナデ.体徳内外面z 器高 <5.7> 他 体節114
時

属~t怪
ヘラナデ

上筒器
口径 07.8) 

口惜郎徳ヨコナデ.体間外面へ 日韓酷114 体節~底
3 器商 8.1 織惨l尚 畿1B.f<葉集7・J

時
底f聖

ラナデ、内面ミガキ. 酷1/3
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8号繍外周
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第105図 H-020実測図

H-022 (時O地点) (第108図図版28)

調査区北部 70-4ト 51. 52 ' 62グリ ッドに位lu'.

する。 K-017号閥滑に遺榊北部を破壊される。

ill存Il!'は良好である。鋭僕は685cmx (80) cm 

を拙IJ り。~tÎl.iiは約27cm を測る 。 形状は方形を呈

する。

被土は.人為~t般で4府に分層される。

床面は略鍛で平坦である。 ピァトは床而に l箇

所検出された。セ担穴はp-1 (筏17cmx 25cm， 

深さ53cm)1本検出された。

i世物はtlI土しなかった。

H -0 2 3 (A) 060地点) (第109図図

版28)

1J.l3'f:区北部 70-73 . 84グリッドに位世する。K

-018号IIiI滑に遺構中央部を破壊される。治存度

は良企fである。規模は736cmx (90) cmを測り I 形状は方形を呈すると思われる。

磁土は，人為~t積で3府に分服される。

床而は堅鍛で平坦である。堕悶は約25cmを測る。j詞携は幅20cm 深さ5cmを測る

i置物は出土しなかった。

H-023 (B) (160地点) (第109図図版28)

調査区北部 70-73・84グリ ッドに位lri:する。 K-018号周滑に遺榊中央部を鉱壊される。逃存度は良肝で

ある。規般は644cmx (60) cmをiUI]り。形状は方形を呈すると辺、われる。

覆土は 人為JIHi'rで911'1に分府される。

床而は竪級で平坦である。銭高は約15cmをjAlJる。周溝は幅16cm，深さ5cmを測る。

i世物は出土しなかった。

H -0 2 4 060地点) (第110図図版29. 70) 

開査区北部 90-19・29，9P-1O・ 20グリ ァドに位置する。単独で検出された。遺存度は良好である。規模

は (615)cm x (90) cmを測り.形状は方形を呈すると思われる。

覆土I~，人為~t積で5層に分帰される。

床而は堅鍛で平坦である。笠間は約31.1cmを測る。周溝は幅15cm 深さ11.2cmをiWJる。炉は北側中央部に

付設され遺存状態は良好で 長径130cmx短径 (50)cm 焼土のl亨さ5cmである。

本跡から出土した7点を図示した。
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可守 、こコ-
こ二二二ごコ

一生-34.3∞m 
A 

H-021 土'銀明 日ι ・7
' 褐色ローム抱多少 ロームブロ yク ¥'r-ーミ /

小粒少量、飾まり有け にー一~
2 ・色ローム白子やや多いやや噌" 2 
3 褐色ローム也子やや多いややくす ーー

んでいる.ロームブロ γク小" 〆r 、¥
微温 f 

0-0'7 土層厳明 ¥ / 
4 崎燭色ロ ムブロ yク中ね少. ~ペノ、ーノ

5 崎褐色やや〈すんFこ膚でロームね子..

8 

褒土 I

3 。 (1180) 4m 
s 

4 隠. 。 (112) 5cm 
、、 t 

A A 

E
S凶
B
i
l
l

国

H-021 (申}

一ιお悶m
A 

H-021 (炉} 土居健明

1 噌渇色鏡土プロ 3ク'"組後土包少血
2 嶋褐色ロームプロック中砲少量.I・*リやや，.し、結伎なし

o (112) 50cm 

第107区I H心217itひ'1-1-21(炉)実測図 出土遺物
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第109図 H.Q23 (A) ， (B)笑胡i図
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H-022 土膚臨明
1 燭色 ロ ムブロ yクやや多量 き平の鏡土

勉子含む 炭化胞子少畳

2 絹色 様化胞子ローム泊予多量 ロームブ

ロ yク'1、組少量、鱒まり有り
3 ・色後土及びB暖化胞子多〈含む ロ ム紛

子多量
4 褐色やや明る くローム胞子 ロームプロ ν

ク小目多盤、総まり。ゃあり

H-023 (A) 土居股明
1 褐色 ロームね子少慮、ローム

プロ yク中砲少し含む

2 崎賞燭色渇色土を混入し ローム
プロ γ ク少量含む

3 褐色 1よりやや明るい
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可ー「
I } 

• •• • 
・3

A.B 

~35.100m 

、 宅事
2 • 

4 . . 
6- 一・ A".B 

4
色

2
褐

色

O
出

褐

H

1

2

 

K
一

土肩脱明
ローム胞子やや多〈

ロームフロ Jク小ねY.
臼ーム胞子高ぴロームブ

ロ yク小粒少量宮む、蹄

~ 'J有り
ロ ム粒子か砿り多〈 、

蹄まりやや有り
やや明るくローム粒子匁

量含む
ごく少量町役土胞子

宮む

~34.6∞m 

3 褐色

4 渇色

5 褐色

B 

。 (1180) 

~32.700m C' 

。 (1/40) 1m 

4m 

4 

口

E
8
h
N門
l

副
l

H-024 (炉)

5 

一一〉

i-

6 

ア
。 (1/4) 20cm 

第IIOl>i1 1-1-024&びH-24(炉)J<i則1，，1. IIJ I~遺物
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H -021出土.，・岡事長

書't 倒閣 法 量 依存度 繍 ... 
石恨品

間停n ~7団幅 4.7四四(f.昭 0.7団草量 9.9. 1 ~Î健 111
砥石

2 
:(.i 

民さ 3Ac酒岨 3.9<:温 I~ さ 2.7四月t量 8.7.
t1石

3 
石

民き卸価輔 7.3c箇~き 3.Ocm 電量 132.
tHi 

H -0剖出土量物剛熊占

器槽

上師器
t不

b~飾1!1剖アリ

2 
剤車器

直 -問 、".. J'  ロクロ
b!1韮

而 1:l!tI液状宜柚がかかっ

土師器
口怪 06.') 

口線外面ヨコナデ 日辺郷内
3 器高 <5.7> 

畳
成世

面ハケ日

上師器
口11

刷部外耐粗いハケ 目、内面ナ1'1制 "。4 
畳

器高 <17.8>
デ

土師器
5 

量
l器'" <5.8> |底辺締外面ハケ IJ.内面ナヂ |刷糊

6 上・Ui
畳

'.刷鰍-1!tI

7 
上師器

量
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第 3節 士坑・溝

I 土 坑

今回の調査で検出された上坑は大半が時期l及び性怖の不明なものであった。ただし 0-001・009は

古噴の従属的な雌非施設の可能性がある。

0-00 1 

調査区市部付近に{立位する。形状は長Jrmで，脱棋は長軸2.5mX短軸0.9m.深さO.4mを測る。

tH土遺物はなかった ものの 8サ境と K-010号の両市町町に近く 雌 tもl11色1:肘を七体とする山崎uaii再

磁土と類似することから 従属的な~Il~~施設の可能性も的てられない。

0-002 

調査区南東部付近に位置する。形態は民)i形で 胤棋は艮軸2.3mX短軸0.7m.置さ0.32mを測る。

形状は長柿ドl形で北側を般乱によ り依峨されている。Ilj!買に1宇うiitt揮ではなく不IVJの鉄製品が出 iこしている

ものの遺摘の性絡は不明である。

0-003 

調査区南部付近に位置する。形態は円形で全体の 2分の l以上が調査区成外にかかる。規模は現状で長筏

2.8m 短径(1.2)mをiJllJる。深さ1.0mを測る。井戸状遺構と忠われ調査の安全上の坦!由により完掘をあき

らめた。iit物は/J¥上しなかったため時期は不明。

0-004 

湖査区南東部付近に位置する 円形と柿円形の 2速のピ ァトである。規悦は現状で長径2.0m 短径0.901

を測る。深さ1.5m-0.3mを測る。時開lJ.えぴ性絡は不明。

0-005 

調査区東部付近に位illする。円形のピッ トである。鋭僚は111径0.8m 深さ0.3mを測る。H寺JoJ及び性絡は

不明。

0-006 

調査区南部付近に位位する。 不~m円形で北西から南西に向かつて しだいに深くなる。 位も深 く なるのは

主軸を南南商ー北北京に向けた桁円形の小ピット部分である。l時期・性格はともに不明である。規模は長軸

4.1m X短軸2.1m.深さO.l5m-0.7501を測る。形象埴輪片が出土している。

0-007 

調査区東部付近に1在位する。やや不整な円形で 規艇はl.lmxl.lm 深さ1.3mを測る。須恵器長径蛍の

頚部片が出土している。
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D-008 

調査区東部付近に位置する。不整pj形で脱艇は1.001xO.7501 深さ0.55mを測る

D-OIO 

湖資区北部付近に位位する。J'I形で脱燃はl.lmxl.lm.深さ0.201を測る。

D -0 1 J 

調査区南部付近に位世する。桁ドJmと忠われる 焼棋は'1.601x 3.7m 深さ 2m を測る 。 調査の1.1:全 t:.Ji~

I師まで調棄できなかった。遺物は地鎗の底部が出仁しているが 流れ込んだものとみられ本遺憾に1宇うもの

ではない。

D-012 

調査区南阿部付近に位trlする 隅JLl正万形で脱伎はl.2mx O.80m 

D-013 

;珂資区仲I阿部付近に{立i置する 紛門形と，IJ}.われ 規検は1.25mx (0.7) m 

D -014 

調査区南部付近に伎位する。隅JLl正ti形を呈する 脱悦112.2mX 0.98mω 深さ0.301を測る。

形状と 8~}.tnの外周に接していることから 従属ú'J~ll4\l施泣の可能性もある

遺物は/J1I:しなかった

D-015 (160地点)

調査区北部付近に位位する。不整IIj形で規模は(0.80)m X 0.70m. 深さ0.4801を測る。

寛永通宝が2点仕¥1: した。 近 Ilt :~の可能性が高い。

D-OJ6 (160地点)

調査区北部付近に位置する。脱般は 0.80)01 X (1.40) 111.深さ0.96mをiUljる。

D-018 (¥60地占)

調査区北部付近に位置する。規僕は2.40mX 1.20m 深さ0ωmを測る。

D-019 (160地点)

調査区中央部付近に位置する。規悦は1.70mX 1.40m.深さ0.48mを測る。

1.1R 

今回の測査で検出された構はすべて近世遺構の地境等の施設と考えられる。このため特に個別の測量区lは

特に掲載しない。全体図を参!!(¥されたい。
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報告書抄録

ふ り 地主 な てらかたこふんぐん

型F 名 寺方古tn群

~J ¥'} 名 国道126号 111武京総道路ill:t止に伴う発姻湖究報告書皿

巻 次

シ リ ーズ名 財団法人山武郡市文化財セ ンタ一発掛!調査報告性

シ リ ー ズ番号 司，89集

編 ヨ町一 者 名 };a立佐推名信也

編 OU! 機 l同 財団法人山武m市文化財セ ンター

所 在 地 干299-3242 千葉県山武l郡大網白星町金谷郷1356-2 TEL似75-72-3211

発行年月 日 商18'2α)6il'3月25日

ふりがな ふりがな コ ド 』ヒ緯 w:経
綱貴則11" 調査面楠n1 調査原岡所収遺跡名 所在地 r!f町村 量.昏号

. ， ， . ， -

写劣23h議
山寺5万1m字mkEzヶ痩谷 12408 山主セ 35・ 140・ 2∞21101- (上廊崎認)1.432 n1 /14.320 n1 道路辺設

215 4町 28' 2∞30128 

194他 ω' 15' 

耳目30320- (上踊4:澗売) l∞n1 

2∞30おl

2∞却401- (1:刷本;凋官)9白0n1

2∞40324 (T刷鍬秘) 390n1/6白川 n1 

2∞31121- (上崩値比) 120 n1 1.140 n1 

2∞312倒 Cf層纏認) 8 n1 / 1.140 n1 

2∞31208- uニ柄本側責)1.140 n1 

20040115 (下層本湖査) 1On1 

2∞4倒08- (下層雌認) 176 n1 3.4ω n1 

2∞10713 (下層本調世) 372 n1 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

寺方占111群 散布地 111石器時代 石器盤中地内4か所
ナイフ耳石器台形石器

拠形石器

‘・‘・‘.........晶晶・ a晶晶.-..........・・......晶 圃晶...・・ー・..・....・・ー........ー-・・・・・・・・・・ a・ー・ a ・・ a晶'・ーー ー・ー....晶....‘町酔骨晶町'・.....

古IJI僻 fliJJ't時代
jjiI方後円IJl1品

上附器埴鎗鉄製品
}jln 1基円噴14基
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